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＜研究課題　１＞

がん治療におけるインターベンショナル・ラジオロジーの応

用についての研究

Clinical evaluation of interventional radiology in oncology

＜研究者氏名＞

所　属　部：放射線診断・IVR部

研究者氏名：稲葉吉隆

共同研究者：山浦秀和、佐藤洋造、鹿島正隆、加藤弥菜、

　　　　　　川田紘資、村田慎一

【目的】

肝動注化学療法のためのカテーテル留置法として、留置血管

でのカテーテル先端の動きに伴う機械的刺激または注入される

抗がん剤の化学的刺激によって生じると推測されている肝動脈

閉塞を軽減させる目的で側孔型カテーテル先端固定留置法が

開発され、中でもカテーテル先端部を胃十二指腸動脈（GDA）

に金属コイルで固定するGDAコイル法が普及している。当初

総肝動脈（CHA）でカテーテル先端を固定するCHAコイル法

も考案されたが、コイルが抗がん剤を注入しなければならない

固有肝動脈に逸脱するリスクがあり、難易度が高い手技とされ

現在では殆ど用いられなくなっている。しかし、時にCHAコ

イル法が妥当と考えられる症例も経験され、GDAコイル法の

普及後に、CHAコイル法により肝動注カテーテルを留置した

症例において、その実行性を検証した。 

【方法】

平成14年～24年に当院でCHAコイル法による肝動注カテー

テル留置を試みた症例は 5 例であり、男性 2 例、女性 3 例、

平均年齢62.8（54～75）歳で、大腸癌肝転移 4 例、食道癌肝

転移 1 例であった。

CHAコイル法を用いた理由、カテーテル留置形態、使用し

た留置カテーテル、使用した金属コイル、動注継続期間、カテー

テル位置移動の有無を調査した。

【結果】

CHAコイル法が選択された理由は、CHA狭窄＋GDA求肝性

血流状態 2 例、腹腔動脈（CA）狭窄＋GDA求肝性血流 2 例、

CA閉塞 1 例であった。全例で側孔型カテーテル（ロングテー

パー型ダブルスパイラルカテーテル 4 例、ロングテーパー型

アンスロンPUカテーテル 1 例）が左鎖骨下動脈経由で挿入さ

れ、 4 例ではCAから右胃大網動脈まで、CA閉塞の 1 例では上

腸間膜動脈からGDAを逆行性に脾動脈まで留置された。側孔

位置は全例でGDA近位部であった。右大腿動脈からのカテー

テル操作でCHAの留置カテーテル周囲にコイル（18コイル 4
例、35コイル 1 例）が留置され、CHAの塞栓と留置カテーテ

ルの固定が行われた。コイルの逸脱はなく、カテーテル留置は
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全例で成功しており、5FUによる肝動注（ 1 例はシスプラチ

ン併用）が 72～685（中央値136）日間継続された。肝動注期

間内でのカテーテル移動は認めなかった。

【考察】

CHAコイル法はCA閉塞やCA~CHA狭窄のためにGDAが求

肝性血流となっている症例で安定したカテーテル留置法として

利用できる。これらの症例では、CHAが狭いことやCHAでの

血流が遠肝性となっており、CHAへのコイル留置は比較的容

易と考えられた。

＜研究課題　２＞

治療感受性と再発リスクによる乳癌術後補助療法の選択に関

する研究

The selection of adjuvant therapy for breast cancer, based 
on the treatment sensitivity and the relapse risk

＜研究者氏名＞

所　属　部： 乳腺科部

研究者氏名：岩田広治

共同研究者：藤田崇史、澤木正孝、服部正也、

　　　　　　近藤直人、吉村章代

【１年間の総括】

この１年間にも乳癌の術前後薬物療法に関する膨大な情報が

世界中から流入し、我々が参加している国内・国外の臨床試験

も多方面にわたって進行した。

１：術後内分泌療法に関する研究

報告：ホルモンレセプター陽性乳癌の再発時期は、晩期再発が

多い。晩期再発のリスクファクターを検討する試みが世界中で

活発化している。現時点では明確な予後予測ツールはないが、

遺伝子解析を用いたPAM50などは予測ツールとして期待され

ている。

晩期再発の予測が難しい現状で、長期内分泌治療を漫然と行

うことには議論があり、特に閉経後患者におけるアロマターゼ

阻害剤の長期投与は、副作用とのバランスにおいて考える必要

があり、日本で行われているN-SAS-BC05試験や他国で行われ

ている試験の結果が今後注目されている。

２：術後化学療法に関する研究

報告：術後化学療法の適応をmolecular subtypeで考えようと

する方向性は定着したが、以前 “luminal B like 乳がん”と定

義される乳がんでは化学療法の是非がカンファレンスでよく議

論になる。OncotypeDXが解決の１つのツールであるが、保険

適応がなく高額な為に、普及していないのが現状である。薬剤

の開発はADR, Taxan系抗がん剤以降、術後新規抗がん剤のエ

ビデンスはでていない。日本でluminal type乳癌を対象に、経
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口5FU （S-1）の有効性を検証する先進医療の枠組みで行って

いるPOTENT試験の結果が期待されるエビデンスとしては重

要である。

３：術後分子標的治療に関する研究

報告：2013年度には分子標的薬の大規模臨床試験の結果は報

告されず、HER2陽性乳癌には術後Trastuzumab １年投与

が現在の標準治療である。新たな動きとしては2014年度には

lapatinibを使った大規模診療試験（ALLTO study）の結果が

報告される見込みであり、再発乳癌で極めて大きな有用性を示

したPertuzumab（Affinity試験）やT-DM1（Kaitlin試験）を

使った大規模臨床試験が現在登録終了、登録中である。さらに

高齢者HER2陽性乳癌患者における化学療法省略の是非を問う

N-SAS-BC07試験（PI：当院の澤木先生）も引き続き登録中

である。この分野は、今後も新薬の開発、新規治療方法の検証

試験などが計画されている。

４：術前化学内分泌療法に関する研究 

報告：日本で実施された閉経前ホルモン感受性乳癌に対して

Zoladex+TAM vs Zoladex+ANAの比較試験（STAGE試験）の

結果がLancet Oncologyに掲載され世界中に大きなインパクト

を与えた。閉経後ホルモン感受性乳癌では術前ホルモン療法の

効果で術後の抗がん剤の必要性を検証する第III相多施設共同

比較試験（NEOS study：PIは岩田）の登録が2013年10月を

もって終了した。

５：術後denosumab投与に関する研究

報告： denosumab（RANKL抗体）を、術後再発high risk乳
癌患者に再発予防で使用する世界共同大規模臨床試験の登録は

すべて終了して、経過観察中である。

上記のような世界の潮流、エビデンスを踏まえ、当院での術

後治療指針を改訂し、東海地区を中心にして広く流布している。

＜研究課題　３＞

臨床検査における各種がん診断手法の改善、開発

Investigation for methods of cancer diagnosis in clinical  
laboratories

＜研究者氏名＞

所　属　部　臨床検査部

研究代表者　谷田部　恭

共同研究者　岡田恭孝、遠山由美子、長谷川かおり、

　　　　　　板倉英二、早川　登、柴田典子、尾関順子

　　

【研究成果】

臨床検査部では各部門別に、本年度に得られた成果および研

究経過を報告する。

生化学部門では、蛋白分画の測定装置の更新を行い、従来の

ｾ･ｱ膜を用いる方法からｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気泳動法に変更した。全自動

のｼｽﾃﾑを導入した事もあり、以前と比較して短時間で鮮明な分

画像を得ることができるようになった。これにより血液疾患等

の患者の診断・治療に迅速に対応できるようになった。消化器

内科からの依頼も多く病態の把握などに利用されていると思わ

れる。　血液検査部門では、外来患者の採血業務を円滑に行う

目的で採血支援ｼｽﾃﾑを導入した。導入により採血管の自動準備、

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲによる呼出・誘導、採血時の患者照合や採血者の登録

が可能となった。昨年度に実施した採血室のﾚｲｱｳﾄ変更との相

乗効果で、より安全で確実な採血体制が構築できた。日常業

務ではﾌﾛｰｻｲﾄﾒﾄﾘｰ法によるCD34陽性細胞絶対数測定について

内部標準ﾋﾞｰｽﾞを用いたｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ法への移行に向け、現

在、臨床検体を用いたﾃﾞｰﾀを集積中である。　生理検査部門で

は呼吸機能測定装置更新を機に、予測式を日本呼吸器学会のも

の（JRS2001）に変更し、2013年 4 ～ 9 月にCHESTAC-8900
αD型で肺機能検査を実施した男性758名（平均64.2歳）、女

性739名（平均57.9歳）を対象に、以下の方法でその影響を検

討した。①男女別に%VC、%FVC、％ FEV1.0を算出し、変

更前と比較した。②%VCの正常値を80％以上とした換気機能

障害分類による評価を変更前と比較した。①男性は、%VCが

平均で10%、%FVCが 2 %、% FEV1.0が 7 %低下し、女性は、

%VCが平均で11%低下、%FVCが 2 %上昇、% FEV1.0が 7 %
低下した。②変更前は正常であった男性57名と女性25名が拘

束性換気障害の判定となった。逆に変更により%VCが高値を

示した例（男性19例、女性 8 例）は、全体と比較すると年齢

が高く、身長が低かった。JRS2001による%VCは変更前より

低下する傾向があるため、拘束性換気障害の判定が増加し、高

齢で身長が低いと%VCを過大評価する可能性がある。今後は

この検討結果を考慮して評価する必要があると思われた。

病理検査部門では、通常のHE染色に加え、癌の確定、補

助診断に必要不可欠な免疫染色を行っている。今年度は、

SALL4、PMS2、MSH6、STAB2、GATA-3、ERA等 の 抗 体

について、より早く、安定した情報を得るために、抗体希釈倍率、

最適不活化の方法等を検討し、自動免疫染色機を用いて染色す

る方法を確定した。また、骨組織脱灰では、EDTA脱灰液を用い、

ﾏｲｸﾛｳｪｰﾌﾞを照射しつつ従来よりも温度を上げ（15℃→25℃）

常温に保つことで、検体の収縮を抑え、抗原性の発現を保持し

たまま、従来よりも短時間で品質の良い標本が作成可能となっ

た。また、昨年に引き続き、ﾎﾙﾏﾘﾝ固定液を希釈調整毎に濃度

測定することにより、安定した組織標本作製に欠かせない適切

な濃度管理を的確に行っている。　細胞診検査室では、唾液腺

腫瘍の新しい疾患単位として提言されたmammary analogue 
secretory carcinoma (MASC) についての形態学的検討を行っ

た。この腫瘍群は従来、腺房細胞癌と診断されていることが多

いが、疾患特異的にETV6-NTRK3融合遺伝子を有することが

見出されている。そこで、当施設におけるETV6遺伝子再構成

が確認できた症例の細胞診標本を再度観察し、特徴となる所見

について検討した結果、嚢胞性背景、血管間質を伴う乳頭状集

塊、細胞内分泌物、胞体内空胞、採取細胞量が多いという特徴

が認められた。これらの結果を認知し、今後より正確な細胞

診判定のために有効な所見として取り入れていく。　細菌検

査部門では、ｸﾛﾓｱｶﾞｰESBL培地の有用性について検討を行っ

た。ESBL（基質特異拡張型βﾗｸﾀﾏｰｾﾞ）とはAmblerの分類で

ｸﾗｽAに属するﾍﾟﾆｼﾘﾅｰｾﾞ（ﾍﾟﾆｼﾘﾝ分解酵素）をｺｰﾄﾞする遺伝子

の突然変異により、通常分解できない第Ⅲ世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ系抗

菌薬なども分解できるようになった酵素のことである。CLSI 
（Clinical Laboratory Standards Institute） では Escherichia 
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coli、Klebsiella pneumoniae、Klebsiella oxytoca、Proteus 
mirabilis の 4 菌種についてｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ基準および確認試験法が

定められているが、通常はESBLが疑われてから上記確認試験

を実施するため、結果報告が1日遅れてしまうこととなる。ま

た、上記の 4 菌種以外にも多くのｸﾞﾗﾑ陰性桿菌（主に腸内細

菌群）で本酵素の産生が確認されていることも考慮すると、結

果報告の遅れは治療や感染対策上問題と考えられる。ｸﾛﾓｱｶﾞｰ

ESBL培地を使用することにより、早い段階でESBLを疑う事

が可能となり、同定感受性検査と並行して確認試験を実施でき

るため、通常の結果と遅れることなくESBLであることを報告

できるのに有用となる。今後はESBL以外の耐性菌についても

ｽﾑｰｽﾞな結果報告ができるよう検査法の見直しをする計画であ

る。遺伝子検査部門では主に分子標的薬の効果予測としての検

査を行っており、中でも肺癌においては治療選択において不可

欠なため、正確な検査結果を迅速に報告することが求められて

いる。そこで正確な検査結果を得る一方法として、検査検体の

有効な利用方法を検討した。未固定の胸水、心嚢液、穿刺検体

など新鮮細胞を検査する細胞診検体に注目し、保存法や有効な

利用法を検討した。その結果、通常作製に加え、捺印標本作製

する、あるいはセルブロック作製を追加することにより、一つ

の検体からのRNA,DNA抽出、さらに免疫染色、FISH法など

様々な検査方法が実施可能となった。この検体処理体制を確立

し、正確な検査結果を感度良く臨床に報告している。また、検

体の半永久的な保存が可能となったため、新規治療薬への対応、

不応症例における二次耐性変異の検出など、将来必要となるか

もしれない新規検査項目にも対応可能となった。

以上臨床検査部の各部門で取り組んだ課題の報告とする。

＜研究課題　４＞

骨軟部肉腫進行例に対する治療法の研究

A clinical trial of novel therapy for cases with advanced 
musculoskeletal sarcomas.

＜研究者氏名＞

所　属　部　整形外科部

研究者氏名　杉浦英志

共同研究者　吉田雅博、長谷川弘晃

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞

【目的】進行性・転移性の骨軟部肉腫症例の予後は極めて悪く、

有効な治療がないのが現状である。今回、局所進行性の肉腫症

例あるいは再発性・転移性症例に対してカルボプラチン、エト

ポシドによる動注化学療法を行い、その有効性と安全性を確認

したので報告する。

【対象および方法】血管造影により腫瘍血管を確認。血管造影

後にカテーテルをmain feederにおき、病室にてカルボプラチ

ン300mg/㎡（ 2 時間）・エトポシド200mg/body（ 2 時間）を

順に計 4 時間にわたって投与した。上記動注療法を 2 クール

以上行っても縮小効果の見られなかった症例では放射線療法

を追加した。照射法は分割照射とし、一回2-3Gy、totalで30-

60Gyとした。動注療法を施行した骨軟部腫瘍症例は14例であ

り、14例中放射線療法を併用した症例は 8 例であった。放射

線線量は30-60Gy、平均44.9Gyであった。経過観察期間は平

均4.2年（ 1 -13年）であった。14例の内訳は男性 6 例、女性 8 例、

平均年齢は42.0歳（22-73歳）であった。腫瘍の組織型は、骨

腫瘍では骨肉腫 1 例、Ewing肉腫 1 例、骨MFH 1 例、軟部腫

瘍では平滑筋肉腫 4 例、MFH4例、滑膜肉腫 2 例、類上皮肉

腫１例であった。腫瘍発生部位は骨腫瘍では肩甲骨 1 例、上腕

骨 1 例、脊椎 1 例であり、軟部腫瘍では大腿部 4 例、臀部 2 例、

下腿部 1 例、頭部 1 例、肩部 1 例、会陰部 1 例、後腹膜 1 例

であった。

【結果】治療効果については14例中11例がPR、 3 例はNCで

あった。PR11例のうち 3 例は60％以上の著明な腫瘍縮小が認

められた。著明な腫瘍縮小の見られた症例は滑膜肉腫1例と平

滑筋肉腫 2 例であった。また、PRを呈した11例中 4 例では縮

小手術が可能となった。最終経過観察時の予後はCDF 4 例、

NED 1 例、AWD 1 例、DOD 8 例であった。副作用としては

軽度の悪心を訴えたが，嘔気が持続することはなく，外来通院

でも治療可能であった。血液検査では、初期の２コースでは白

血球の軽度の減少を見るのみであったが、３コース以後は、白

血球のみならずヘモグロビン、血小板いずれもが減少する汎血

球減少症を呈した。

【考察】神経血管束等の重要臓器に近接した軟部肉腫進行例で

は、機能温存のために切除縁を縮小した手術が試みられるが、

これには術前計画に基づいた一定の治療方針が必要である。放

射線照射は、脂肪肉腫等の比較的感受性が高いものを除き、大

部分の軟部肉腫に対してはその有用性は明らかではない。また、

化学療法においては、小円型細胞肉腫を除き軟部腫瘍の感受性

は乏しい。今回、腫瘍の縮小と安全な切除縁の確保を目的に、

カルボプラチン・エトポシドによる動注療法を行い、14例中

11例（79％）に腫瘍縮小効果を得ることができた。本法が重

要臓器の機能温存に対して有益であることが示唆されたが、生

命予後については14例中 8 例（57％）がDODとなっており、

更なる治療法の確立が必要であると考えられた。

〈研究課題　５〉

標準的前立腺６カ所生検に内側生検を加えることによる前立

腺がん検出率の向上

Improvement of the accuracy of prostate cancer detection 
by additional midline biopsies to standard sextant prostate 
biopsy.

〈研究者氏名〉

所　属　部　泌尿器科部

研究代表者　林　宣男

共同研究者　曽我倫久人、小倉友二

【研究目的】

前立腺生検において、近年、標準的６カ所生検では診断能的
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に不十分とされている。そこで、標準的６カ所生検に辺縁領域

の内側生検を加えることにより、診断率が向上するかを検証した。

【研究の対象と方法】

1995年 2 月 か ら、2012年12月 ま で に、prostate specific 
antigen（PSA）が4ng/ml以上で前立腺癌が疑われ、初回に経

直腸的超音波ガイド下前立腺生検が施行された1281例を対象

とした。その内訳は、6 カ所生検402例（1995年から2002年）、

中央部内側左右１カ所を追加した8カ所生検488例（2003年か

ら2006年）、 8 カ所生検に尖部内側生検左右1カ所を追加した

10カ所生検が391例（2007年から2012年）であった。群間の

統計学的検定は、χ2  検定、もしくはT-testで行った。

【研究結果】

平均年齢は、 6 カ所生検で67.8±6.8歳、 8 カ所生検で67.8
±7.5歳、10カ所生検で67.0±7.5歳だった。平均年齢におい

て 3 群間に有意差はなかった。PSA値は、6カ所生検で17.0±
38.7 ng/ml、 8 カ所生検で15.6±30.5 ng/ml、10カ所生検で

11.5±14.7 ng/mlだった。PSA値は、 6 カ所生検で有意に高

かった（P=0.009）。各生検数別の癌検出率は、 6 カ所生検で

30.1％、 8 カ所生検で43.5％、10カ所生検で53.0％であり、有

意に陽性率は上昇した（P<0.0001）。PSA≦20ng/ml の症例

で陽性率は有意に上昇したが（P<0.001）、PSA>20.0ng/mlの
症例においては、陽性率の上昇は無かった。内側生検片のみ

陽性である比率は、 8 カ所生検で6.6％、10カ所生検で15.8％
であった。10カ所生検において、内外側（内側と 6 カ所生

検）ともに陽性であった症例では有意にGleason scoreが高く

（P<0.05）、内側生検のみ陽性であった症例と、 6 ヵ所生検の

み陽性であった症例のGleason scoreの分布に有意差は存在し

なかった（P=0.24）

【結果】

前立腺生検において、 6 カ所生検に内側生検を追加するこ

とにより、有意に癌検出率は向上した。内側生検のみ陽性例に

おいて、 6 カ所生検のみ陽性例と同等にhigh Gleason scoreが
含まれていた。今回の検討においては、標準 6 カ所生検部位

より内側に孤立性癌が存在している可能性が高いことが示唆さ

れた。

＜研究課題　６＞

病理細胞診断における分子腫瘍診断法の研究

Development of molecular analysis on cancer diagnosis

＜研究者氏名＞

所　属　部　遺伝子病理診断部

研究代表者　谷田部　恭

共同研究者　細田和貴、　佐々木英一、村上善子　　　　　

　　　　　　

【研究成果】

近年の分子生物学の飛躍的な発達により､がんの発生･悪性度

の評価･薬剤応答性などの知見が蓄積され､それは現在も増えつ

つある｡これら情報の一部は実臨床に直結しており､その応用

により適切な診断･治療に結びつくものも多い｡そこで､これら

の知見を検証した上で､実際の病理診断､細胞診断に導入､応用

することを目標に掲げた｡その際に、診断に用いられる臨床検

体は､生検検体などの小さな組織を利用しなければならなかっ

たり､正常細胞が多数混じているなどの問題点も多い。そこで、

それらの点を踏まえた新たなアッセイ系の確立を検討した。

本年度はmRNAとDNAをベースにしたアッセイの違いにつ

いて検討を行った。対象とする遺伝子変異は実際に臨床に取

り入れられているEGFR変異についてこれまでの結果をもとに

解析した。2001年から2012年に行われたEGFR遺伝子検査は

2128件あり、DNA-RNAの結果比較を行うことが可能であっ

たのは、1961件であった（表 1 ）。そのうち、両者の結果が一

致したのは1889テストであり、一致率は96％であった。62テ
ストではDNAは野生型であったが、RNAを用いた解析では変

異型を示した。逆に、10テストではDNAのみに変異型が観察

された。変異率で考えるとこれら不一致例の86%ではRNAの

みで遺伝子変異を示しており、DNAでの検討では検出限界以

下であった可能性が示唆された。RNA発現はその臓器や細胞

特異性が観察されるのに対し、DNAはどの細胞でもほぼ同量

認められることから、その特異性が検出率に貢献していると考

えられた。一方で、RNAはDNAよりも不安定であり、検体採

取後の適切な処理が不可欠とされる。今回の結果は解析成功率

が92%と高い値を示した。病院内での解析という点で、採取後

の迅速な処理が可能であったことが良い結果が得られた原因と

考えられる。

表 1 　EGFR遺伝子変異解析におけるテンプレートDNA/RNA
の比較（遺伝子病理診断部2001-2012で検討された結果を

元に検討）

ＤＮＡ

ＲＮＡ Mutated Wild type Total

no RNA 39 128 167

Mutated 642 62 704

Wild-type 10 1247 1257

Total 691 1437 2128

＜研究課題　７＞

トモセラピーを用いた強度変調放射線治療の臨床応用

＜研究者氏名＞

所　属　部　放射線治療部

研究者氏名　古平　毅

共同研究者　立花弘之、富田夏夫，牧田智誉子

【はじめに】

当 院 で は 2006/6 に ト モ セ ラ ピ ー（TomoTherapy社
TomoTherapy Hi-Art System）が設置されて以来、臨床例の

IMRTによる治療を開始してきた。今回われわれはIMRTの治

療効果とその有用性の指標である唾液腺機能を評価検討し当院

での頭頸部IMRTの臨床的評価を試み、臨床的有用性・妥当性
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の評価を行うことを目的とした。

【方法】

我々は今回IMRTの臨床的評価の目的で咽頭がんおよび頭頸

部リンパ腫症例に対し、治療前後での唾液腺機能評価の目的で

唾液腺シンチグラフィーを実施してきた。

2006/6-2013/12に頭頸部癌に対しヘリカルトモセラピーを

用い473例の頭頸部癌へのIMRT治療の経験を得た。上咽頭お

よび中咽頭はIMRTによる耳下腺の線量低減のメリットが大

きいと考えられ、積極的にIMRTの適応を勧めてきた。誌面

の関係で上咽頭癌の成績を紹介するにとどめる。対象は1990
年以降2011年までに化学放射線療法を行った上咽頭がん患者

で年齢は中央値53歳（11-76）、男性76例・女性23例、臨床病

期は I:II: III: IVA:IVBB=5:15：47：16:16という内訳だった。

WHOの病理組織分類のtype Iは19例type II-IIIは79例,のこり

1 例は組織型判別不能であった。予後調査の解析時点で観察

期間中央値は48.2月（16-93 ヵ月）、無病生存は170例、担癌生

存は17例、原病死が 9 例,他病死7例の内訳だった。 3 / 5 年粗

生存率は84.2/80.7%、 3 / 5 年無増悪生存率は72.2/66.5%とい

う結果であった。G2の口腔乾燥割合は 6 ヶ月： 1 年： 2 年で

64:24:15%と経時的な改善傾向を認めた。非IMRT治療では経

時的な記録は評価できないが治療後の経過観察時点で80%の症

例でG2の口腔乾燥を認めた。

【まとめ】

当院におけるトモセラピーを用いた頭頸部癌のIMRTにおい

て治療効果および治療後QOL改善の点で、その高い臨床的有

用性が示された。
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疫学・予防部

＜研究課題＞　１

（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析

（副題）　日本と米国の造血器腫瘍の記述疫学研究：罹患率の

差から病因を探る

＜研究者氏名＞

千原　大１）、伊藤秀美、松尾恵太郎２）、松田智大３）、

片野田耕太３）、柴田亜希子３）、祖父江友孝４）、田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞

造血器悪性腫瘍は非常に多様な疾患の集合体であり、その分

類は疾患の研究が進むにつれ年々詳細になってきている。造血

器悪性腫瘍も含め、悪性腫瘍の発症は遺伝的背景、環境因子へ

の暴露などを反映している側面があることから、異なる集団で

の各疾患の罹患率の差を検証することは病因を探るきっかけに

なると考えられる。このような背景を元に、我々は日本と米国

の造血器悪性腫瘍の年齢調整罹患率をそれぞれの国のがん登録

データから詳細分類別に算出した。対象とした集団は日本側の

症例総数が125,148人、米国側の症例総数が172,925人であっ

た。2008年における造血器悪性腫瘍の罹患率は日本人男性で

10万人年あたり18.0人、女性で12.2人、米国人男性では34.9人、

女性で23.6人であった。研究で検証した期間（1993 ～ 2008年）

においては日本では有意に全造血器悪性腫瘍の罹患率が増加し

ている［年間変化率：+2.4％（95％信頼区間：1.7, 3.1）］こと

に対し、米国では有意な変化は見られないことが確認された

［年間変化率：+0.1％（95%信頼区間：-0.1,0.2）］。また罹患率

の差が非常に大きい疾患は造血器腫瘍の中でもホジキンリンパ

腫、非ホジキンリンパ腫といった成熟リンパ球の疾患であった

が、その中でも特に慢性リンパ性白血病、ホジキンリンパ腫

（結節性硬化型）、菌状息肉症の罹患率の差が顕著であり、特に

慢性リンパ性白血病の罹患率は米国において日本の20倍であ

ることが確認された。程度の差はそれぞれの疾患で大きく異な

るものの、造血器腫瘍は成人T細胞白血病とNK細胞リンパ腫

を除き、ほぼ全ての病型で米国のほうが日本よりも罹患率が高

かった。

＜今後の方向＞

罹患率の差が特に激しい慢性リンパ性白血病、ホジキンリン

パ腫結節性硬化型、菌状息肉症などは人種間の遺伝的、後天的

な暴露の相違を考慮した研究が進むことにより、罹患に関わる

因子を同定できる可能性がある。日本では悪性リンパ腫を中心

に継続的に造血器悪性腫瘍が増加していることに対し、米国で

は増加はみられていない。登録精度の向上の可能性も考慮され

るが、今後生活習慣の欧米化などが罹患リスクなのかを検証す

ることが必要と考えられる。

１）リサーチレジデント、２）九州大学大学院医学研究院、
３）国立がん研究センター、
４）大阪大学医学部大学院医学系研究科

＜研究課題＞　２ｰ１

（主題）　がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究

（副題）　日本人におけるPSCA遺伝子多型、ピロリ感染、喫

煙状況別の累積胃がんリスク

＜研究者氏名＞

伊藤秀美、尾瀬　功、細野覚代、渡邉美貴、田中英夫、

松尾恵太郎１）

＜目的・概要・進捗状況＞

近年のGenome-wide association study （GWAS）により、

胃がんリスクと関連する遺伝子多型が見いだされている。また、

既存の環境要因を含む疫学的知見も累積されており、今後、遺

伝的ならびに環境要因を組み合わせた個別化予防の期待が大き

い。

個別化予防においては、個々人がより具体的な自分自身のリ

スクをイメージすることが重要である。従来、分析疫学におい

ては、相対リスクによるリスク提示がなされているが、具体性

に欠ける面も指摘されている。そこで、本研究では、個別化予

防を実施する際に、正しいリスク認知に有用な情報フィード

バックにおける提示法の一つとして、PSCA遺伝子多型、ピロ

リ菌感染、喫煙習慣で層別化した胃がん累積リスクの可能性を

検討した。

対象は、2001年から2005年に愛知県がんセンター疫学プロ

グラムに参加した、胃がん患者692例と性、年齢を適合させた

非がん者1372例である。PSCA遺伝子多型（rs2294008）を

TaqMan法、ピロリ菌感染はIgG抗体により測定し、喫煙習慣

は自記式質問表により把握した。PSCA遺伝子多型のリスクア

レル数（ 0 、1 - 2 ）、ピロリ菌感染の有無、喫煙経験の有無に

より、リスクグループを 8 つ作成し、ロジスティック回帰分

析を用いてオッズ比と95％信頼区間にて、胃がんリスクとの

関連を評価した。さらに、オッズ比、対照群におけるリスクグ

ループの頻度分布、日本人人口、地域がん登録より得られる5
歳年齢階級別罹患率を用いて、リスクグループ別の累積リスク

を推計した。

75歳までの累積リスクは、リスクアレル数を持たない遺伝

的低リスク群（リスクアレル数 0 ）でピロリ菌感染がなく喫

煙経験のない人の0.9％（95％信頼区間、0.3-3.3）から、遺伝

的高リスク群（リスクアレル数 1 - 2 ）でピロリ菌感染があり

喫煙経験のある人の13.4%（13.3-13.4）と、広く分布していた。

遺伝的高リスク群では、ピロリ菌感染があり喫煙経験のある場

合の累積リスクは13.4％であったが、ピロリ菌感染がなく喫煙

経験もない場合には2.0％（1.9-2.0）、ピロリ菌感染がなく喫煙

２．研究所における研究（人当研究費）
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経験がある場合には3.9％（3.8-3.9）。ピロリ菌感染があり喫煙

経験がない場合には9.4％（9.4-9.5）であった。つまり、遺伝

的高リスク群であっても、その他のリスク要因を排除すること

により、胃がん累積リスクを低下させることができることを意

味する結果であった。以上より、累積リスクによるリスク提示

は、個別化がん予防の実現において有用な情報フィードバック

方法である可能性が示唆された。

＜今後の方向＞

他の症例対照研究やコホート研究で再現性を評価し、より正

確なリスク予測に基づく累積リスクの提示を行う。

１）九州大学大学院医学研究院

＜研究課題＞　２ｰ２

（主題）　がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究

（副題）　日本人女性におけるDNA修復遺伝子多型と子宮体が

んリスクとの関連

＜研究者氏名＞

細野覚代、松尾恵太郎１）、伊藤秀美、尾瀬　功、渡邉美貴、

田島和雄２）、田中英夫、 広瀬かおる３）、中西　透

＜目的・概要・進捗状況＞

近年日本人において子宮体がん （EC）は増加している。また、

DNAの修復の障害は皮膚がんや大腸がんなど様々な悪性腫瘍

のリスクと関連することが知られている。今回は種々のDNA
修復遺伝子の遺伝子多型 （SNP）とECリスクとの関連につい

て検討した。また、ECの重要な危険因子である肥満との交互

作用についても検討した。

2001年 1 月から2005年11月までに愛知県がんセンターを

受診した閉経子宮体がん91例と非がん閉経女性261名を研究

対象とした。また、12のDNA修復遺伝子 （OGG1, MUTYH, 
XRCC1, APE1, ADPRT, XPA, XPC, XPD, ERCC1, RAD23B, 
XPG, ERCC6） の15のmisssense SNPと1 intron SNPを選び、

ECリスクとの関連を調べるために症例対照研究を行った。自

記式調査票から生活習慣情報を収集した。非条件付きロジス

ティック回帰分析を用いて交絡因子調整オッズ比 （OR） と95%
信頼区間 （95%CI）を調べた。また、肥満 ［Body Mass Index 
（BMI） 25以上］との交互作用も調べた。ジェノタイピングは

TaqMan法を用いた。

XRCC1遺伝子多型rs1799782 （C > T）は多変量解析におい

てCTでOR=1.74 （95%CI: 0.99-3.04）、TTでOR=2.76 （95%CI: 
1.23-6.16）と有意な正の関連を示した （trend p = 0.007）。一

方、XRCC1遺伝子多型rs25487 （G > A）では、GAでOR=0.66 
（95%CI: 0.39-1.12）、GGでOR=0.15 （95%CI: 0.02-1.16） と

有意な負の関連を示した （trend p = 0.019）。また、ADPRT 
（rs1136410）とXPG （rs17655）でも、ECリスクと関連する

可能性が示された （trend p = 0.076/0.082）。肥満との交互作

用については、rs25487で統計学的に有意な交互作用を示した 

（interaction p = 0.038）。
以上の結果よりDNA修復遺伝子多型はECリスクと関連す

る可能性が示された。統計学的に有意な肥満との交互作用は

rs25487でのみ示された。予防の観点から見た場合これらの遺

伝子情報が子宮体がん予防の個別化に有用である可能性が示さ

れた。

＜今後の方向＞

子宮体がんの予防に関するエビデンスを集積するため、今後も

さまざまな生活習慣や遺伝的要因に関する研究を実施していく。

１）九州大学大学院医学研究院、２）三重大学医学系研究科、
３）愛知県衛生研究所

＜研究課題＞　２ｰ３

（主題）　がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究

（副題）　アジア人における葉酸摂取と胃がんリスク－症例対

照研究とメタ解析より

＜研究者氏名＞

尾瀬　功、細野覚代、伊藤秀美、渡邉美貴、田島和雄１）、

田中英夫、Daehee Kang ２）、Kai-Feng Pan ３）、

Wei-Chen You ３）、湯浅保仁４）、松尾恵太郎５）

＜目的・概要・進捗状況＞

水溶性ビタミンの 1 種である葉酸はDNAメチル化やDNA合

成に必須の栄養素であり、欠乏によりがんリスクが高まるとい

われている。しかし、葉酸摂取と胃がんリスクの関連は定かで

はない。そこで我々は、葉酸摂取と胃がんリスクの関連を明ら

かにするため、症例対照研究を行った。

対象は2001年から2005年の愛知県がんセンター中央病院初

診患者で、胃がんと診断された1273名を症例、性・年齢を一

致させた非がん患者3819名を対照とした。葉酸の摂取量は食

物摂取頻度調査票で推定した。交絡因子として飲酒・喫煙・

ヘリコバクター・ピロリ菌感染・BMIを調整した。メタ解析

はMEDLINE, China National Knowledge Infrastructure, 
Wanfang data, Koreanstudies Information Service System, 
Korean Association of Medical Journal Edition （KoreaMed）, 
Research Information Sharing Service （RISS）, 医学中央雑誌

で検索を行い、葉酸摂取と胃がんリスクについて相対リスクと

95％信頼区間を報告している論文を収集した。

5 分位で最も多く葉酸を摂取している集団では、それ以外と

比較してオッズ比0.76 （95％信頼区間0.63-0.91）と有意に胃

がんのリスクが低かった。メタ解析では13件の研究が対象と

なった。全体では葉酸摂取と胃がんリスクに有意な関連は見ら

れなかった（OR 0.94, 0.79-1.13）。しかし、アジア人について

報告した 3 報について検討すると、葉酸摂取と胃がんリスク

有意な関連が見られた（0.73, 0.58-0.92）。
葉酸摂取と胃がんの関連は人種により異なる可能性がある。

今後、アジア人での更なる研究結果が望まれる。
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１）三重大学大学院医学系研究科、
２）Seoul National University College of Medicine、
３）Peking University School of Oncology, Beijing Cancer 

Hospital & Institute、
４）東京医科歯科大学大学院医歯学研究科、
５）九州大学大学院医学研究院

＜研究課題＞　３

（主題）　「健康日本21あいち」に基づく愛知県民のためのが

ん予防啓発技術の開発研究

（副題）　禁煙治療受療者のバレニクリンによる体重増加抑制

効果：ニコチンパッチとの比較

＜研究者氏名＞

田中英夫、谷口千枝１）、伊藤秀美、尾瀬　功

＜目的・概要・進捗状況＞

禁煙治療を受ける者では、体重増加が必発する。体重増加を

避けるために再喫煙するなど、禁煙治療効果の妨げになること

がある。そこで、禁煙治療受療者の体重コントロールが重要に

なるが、本研究では、禁煙補助薬バレニクリンの体重コントロー

ル効果を、ニコチンパッチのそれと比較し、示す。

当がんセンター中央病院他、計 4 施設での多施設共同研究

として実施した、禁煙外来受療者のうち、 5 回の外来治療を

全て受け、かつ、治療終了12か月後の自宅郵送調査による喫

煙状況に回答した、バレニクリン使用群（A群）307例、ニコ

チンパッチ使用群（B群）45例を対象とした。

初回治療から治療終了までの平均の体重変化は、A群＋

0.94kg（SD：3.59）、B群＋2.78kg（SD：4.88）と、B群で有

意に増加量が大きかった（P=0.003）。体重の変化に影響する

と思われる禁煙継続状況、年齢、性別、合併症の有無、ベース

ライン時の肥満度、FTND、喫煙衝動の強さ、禁煙治療中の嘔

気の有無を調整して重回帰分析を行ったところ、A群はB群に

比べて、有意に体重増加が小さかった（coefficient：－1.787、
95％信頼区間：－2.98 to －0.59）。

＜今後の方向＞

これまで、ニコチン補充療法であるニコチンパッチは、体重

増加抑制効果があると言われてきたが、バレニクリンの方が、

さらに大きな体重増加抑制効果があることが初めて示唆され

た。アジア人での追試が待たれる。

１）国立病院機構名古屋医療センター

＜研究課題＞　４

（主題）　がん治療の長期予後（効果）に影響する要因の分析

（副題）　術前血清D-dimer値と肺癌手術症例における予後と

の関連

＜研究者氏名＞

福本紘一１, ２）、松尾恵太郎３）、尾瀬　功、細野覚代、

伊藤秀美、横井香平２）、田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞

悪性腫瘍患者はしばしば凝固系が亢進した状態にあり、深部

静脈血栓症（DVT）や肺梗塞などを合併しやすいといわれて

いる。D-dimerは血栓が分解される際に血中に放出され、血清

D-dimer値はDICや深部静脈血栓症などで上昇することが知ら

れている。また明らかな血栓症がない場合でも悪性腫瘍患者、

特に進行がんにおいては血清D-dimer値の上昇がしばしばみら

れる。血清D-dimer値の上昇が悪性腫瘍の予後と関連している

との報告が散見されるが、原発性肺癌における報告は極めて少

ない。原発性肺癌手術患者における術前血清D-dimer値と予後

との関連を明らかにすることを目的に研究を行った。

2005年から2007年の間に名古屋大学呼吸器外科にて手術

を施行した原発性肺癌患者247例のうち、術前に画像にて肺

梗塞が明らかとなった 1 例を除く246例を対象とした。血

清D-dimer値は術前 1 ヶ月以内に測定した。血清D-dimer値
によってA群 （≦0.5 μg/ml, n = 79）、B群 （0.5 ～ 0.86μg/
ml, n=81） 、C群 （>0.86μg/ml, n = 86） の 3 群に分類した。

Kaplan-Meier法を用いて生存率の算出を行いLog-rank法にて

生存曲線の比較を行った。年齢・性別・喫煙歴・組織型・術

式・病理病期・完全切除の有無・腫瘍マーカー（CEA）・術前

血清D-dimer値などの諸因子でCox比例ハザードモデルを使用

して単変量・多変量解析を行った。

3 群の 5 年生存率は、A群が89.7%（95%CI: 77.8-95.4）、B
群 が80.1%（67.3-89.4）、C群 が72.7%（55.1-84.4） で あ り、

3 群の予後に有意な差を認めた（Trend P<0.001）。多変量解

析では、年齢（HR 1.05, 95%CI 1.01-1.06）、性別（男性 vs. 女性: 
HR 2.06, 1.16-3.66）, 病理病期（stage II vs. stage I: HR 2.3, 
1.13-4.68, stage III vs. stage I: HR 2.7, 1.38-5.29）, 、CEA（>5 
vs. ≦5: HR 2.38, 1.33-4.28）、および 術前血清D-dimer値（B
群 vs. A群: HR 4.14, 1.63-10.51, C群 vs. A群: HR 4.45, 1.79-
11.05）が独立した予後因子であった。

＜今後の方向＞

肺癌患者における術前血清D-dimer値は年齢・性別・病理

病期・CEAなどと同様に独立した予後因子であった。血清

D-dimer値の測定は肺梗塞やDVTなどの検出だけでなく、肺癌

患者の予後や再発の予測の一助になると考えられる。肺癌以外

でのがん腫においても検討が望まれる。

１）リサーチレジデント、２）名古屋大学　呼吸器外科、
３）九州大学大学院医学研究院
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腫瘍病理学部

＜研究課題＞　１ｰ１

（主題）　難治がんの分子病理学的特徴解析の研究

（副題）　固形癌細胞膜表面レセプター CXADR（CAR）を介

する増殖制御機構の解析

＜研究者氏名＞

近藤英作、斉藤　憲、飯岡英和１）

＜目的・概要・進捗状況＞

従来ウイルスレセプターとして同定されている分子は多種類の

ヒトがん細胞で、ウイルス非存在下に恒常的な発現を維持する現

象が認められる。これはウイルス感染以外に重要かつ必須の役

割を細胞において果たしているからと推察される。われわれは、

アデノウイルスレセプター CXADR （Coxackie and Adenovirus 
receptor; CAR）に注目し、その恒常的発現ががん細胞の動態にい

かなる役割を担っているのかを検討した。約20種類のヒト悪性腫

瘍細胞株についてqPCR法を用いてCARの発現の特徴を解析し、

高発現する固形癌の代表として頭頸部扁平上皮癌細胞系でCARの
発現抑制を行ったところ、増殖能の顕著な低下が認められた。ま

た増殖抑制の分子機序としてCARが細胞骨格の制御に重要な役割

を果たす酵素（ROCK）の機能を制御していることを明らかにし、

研究成果を学術誌Oncogene （vol.33（10）, 2014）に発表した。

＜今後の方向＞

CARとROCKの相互反応を詳細に検討し、扁平上皮癌増殖

制御（抑制）医薬のデザインをめざす。

１）客員研究員（愛知医科大学先端医学研究センター）

＜研究課題＞　１ｰ２

（主題）　難治がんの分子病理学的特徴解析の研究

（副題）　腺癌細胞における上皮極性制御分子Crb3aの発現と

機能の研究

＜研究者氏名＞	

飯岡英和１）、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

上皮極性制御分子は正常器官の発生・分化・機能に必須の分

子群である。この中でわれわれは管腔形成に関わるCrb3aに注

目し、腺がんを中心とする悪性腫瘍における発現・機能異常の

解析を進めている。

＜今後の方向＞

がんにおけるCrb3aの異常点を具体的に洗い出し、がん（と

くに腺がん）制御のための基盤戦略構築のための手掛かりをつ

かんでいきたい。

１）客員研究員（愛知医科大学先端医学研究センター）

＜研究課題＞　１ｰ３

（主題）　難治がんの分子病理学的特徴解析の研究

（副題）　がん幹細胞の探索的研究

＜研究者氏名＞

中田　晋、斎藤　憲、飯岡英和１）、中西速夫、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

がん幹細胞は近年多大な注目を集める医生物学研究領域で、

がんの発生・再発の根幹を成す細胞群として真の治療標的では

ないかとの議論が高まっている。われわれは、膵がん、胃がん、

大腸がんなどの消化器がんや脳腫瘍（グリオーマ）、また難治

性リンパ腫などを解析材料に、がん幹細胞としての特徴を備え

るマーカーの同定やその細胞学的特徴を分子病理学的に解析し

ている。さらに、これら細胞群の分子標的薬などを中心とする

抗腫瘍薬に対する耐性の分子機序を併せて明らかにすべく研究

を進めている。

＜今後の方向＞

具体的ながん幹細胞マーカーの洗い出し、その分子機能を特

定する。この結果から、がん幹細胞の増殖を制御する方策を構

築していく。

１）客員研究員（愛知医科大学先端医学研究センター）

＜研究課題＞　２ｰ１

（主題）　難治がんに対する分子診断技術および分子治療学的

技術の開発研究

（副題）　がん細胞選択的吸収性ペプチド（腫瘍ホーミングペ

プチド）の開発

＜研究者氏名＞

近藤英作、斉藤　憲、飯岡英和１）

＜目的・概要・進捗状況＞

我が国の制がん医療における先進医療の新しいレパートリー

を創出することを目標に、選択的にがん細胞上の細胞膜透過能

を発揮する新規ペプチドを開発し、これを基盤材料とした細胞

内分子輸送システムや分子標的治療システム、疾患診断用イ

メージングシステムの構築を目指している。現在まで発生系統

の異なる約10種類のヒト悪性腫瘍細胞に対して選択的勾配を

示して高透過能を発揮する新規配列をコードする細胞膜透過

ペプチドを得た（特許申請済み）。さらにこれらの中から白血

病・肝細胞がん標的用ペプチドと癌抑制遺伝子p16INK4aの機

能を代償する配列を融合した抗腫瘍ペプチドを作成、さらに

現在機能の大幅な増強を目指した改変技術を検討した。一連

の研究成果は「がんに吸収されるペプチド」として、Nature 
Communicationsに掲載されるとともに、新聞（日経、読売、

中日、時事通信各社など）やTV（NHKニュース、東海テレビ

など）のメディアに取り上げられた。
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＜今後の方向＞

今後はこれらペプチドを用いた腫瘍イメージングやペプチド

医薬の創成など、がん医療への応用のための具体的な開発研究

を推進していく。

１）客員研究員（愛知医科大学先端医学研究センター）

＜研究課題＞　２ｰ２

（主題）　難治がんに対する分子診断技術および分子治療学的

技術の開発研究

（副題）　ゲフィティニブ耐性肺がんに対する抗腫瘍性細胞内

分子機能制御ペプチドの開発研究

＜研究者氏名＞

斎藤　憲、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

肺がんにおける先進医療の領域ではgefitinib（イレッサ）、

erlotinib（タルセバ）などの分子標的薬がベッドサイドに登場

し活躍しているが、近年、現行の分子標的薬による耐性クロー

ン腫瘍の出現が新たに大きな治療学上の大きな問題となってい

る。このような現状に鑑みて、われわれはゲフィティニブ不応

性肺がんに焦点を当て、耐性がんと感受性がんの分子学的特徴

の差異を解析し、増殖抑制に大きな影響を与える分子p14ARF
の誘導反応の違いを明らかにした。さらにこの結果に基づい

て、肺がん標的用ペプチド（抗腫瘍ペプチド）の作成に成功し、

その研究成果をアメリカ癌学会（AACR）機関誌Molecular 
Cancer Therapeutics（vol. 12, 2013）に学術論文として報告

した。なお本論文は同誌掲載号のハイライトに取り上げられ注

目された。

＜今後の方向＞

作成した抗腫瘍ペプチドのin vivo tumor modelマウスにお

ける実効性の検討、さらに機能増強を企図したペプチドの修飾

改良、また治療対象を肺がんのみならず多彩な悪性腫瘍に適用

拡大するための基礎研究などを次段階として行っている。

＜研究課題＞　２ｰ３

（主題）　難治がんに対する分子診断技術および分子治療学的

技術の開発研究

（副題）　新規血液中循環がん細胞 （CTC）デバイスの開発と

その臨床応用

＜研究者氏名＞

中西速夫、遊佐亜希子１）、舎人　誠２）、寺澤佳世子１）、

伊藤誠二２）、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

近年、血液中循環がん細胞 （Ciculating tumor cells=CTC） 
がLiquid biopsyとして注目を集めている。我々は愛知県「知

の拠点」重点研究プロジェクトの一環として簡便、低コストに

CTCを分離検出することのできるバイオデバイスの開発を名

大工学部などと医工連携で進めている。開発したフィルター型

デバイスは簡便、高感度にCTCを検出し、かつ生きたまま１

個ずつ単離でき、その後各種の遺伝子解析が可能である。また、

本デバイスはこれまでブラックボックスとされてきたCTCの

生体内動態解析にも有用でGFP遺伝子を導入したマウスCTC
モデル（転移モデル）を作成してその一端を明らかにした。本

研究成果は2014年２月に第一段階の成果をPLos ONEに報告

した。（vol. 11, 2014）

＜今後の方向＞

今後、本デバイスを用いて臨床研究を進め、転移の早期診断

や治療効果判定のバイオマーカーとしての有用性について検討

してゆく予定である。

１）研修生、２）愛知県がんセンター中央病院・消化器外科

 

＜研究課題＞　２ｰ４

（主題）　難治がんに対する分子診断技術および分子治療学的

技術の開発研究

（副題）　消化器がん転移に対する近赤外蛍光腹腔鏡イメージ

ング法の研究

＜研究者氏名＞

中西速夫、伊藤彰洋１）、三澤一成２）、伊藤友一２）、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞　

腹腔微小転移巣を特異的かつ高感度に検出する近赤外蛍光腹

腔鏡イメージング法の開発を進めている。ICG直接標識EGFR
抗体（ICG封入リポゾーム標識抗体） を、あらかじめ腹膜転

移を作成したヌードマウスの腹腔内あるいは静脈内に接種し、

ICG用CCDカメラを装着した新規腹腔鏡試作機とレーザー光

源（波長800 nm）を組み合わせて構築したICG蛍光腹腔鏡に

より１mm以下のサイズの腹膜転移を特異的かつほぼリアルタ

イムに検出することに成功した。近赤外蛍光標識抗体を用いた

光イメージング法は、胃がんの腹膜転移に対して高い感度・特

異性を有し、蛍光腹腔鏡による光イメージング法として臨床応

用の可能性が示唆された。本研究成果は2013年11月のGastric 
Cancerに学術論文として報告した。（Nov18, 2013）

＜今後の方向＞

臨床的に重要なリンパ節転移についても独自にマウスの胃リ

ンパ節転移モデルを開発しており、今後これを用いてリンパ節

転移巣の蛍光イメージングについても検討する予定である。

１）研修生、２）愛知県がんセンター中央病院・消化器外科

＜研究課題＞　３

（主題）　病理剖検症例の病理組織学的研究
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＜研究者氏名＞

山下大祐１）、中西速夫、斎藤典子、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

本年度（平成25年 4 月～平成26年 3 月）は６体の病理解剖

を行い、開所以来の総剖検数を2,642体とした．これらの症例

は組織検査後、病理診断・解剖所見を付して担当医に報告され

ると同時に、日本病理学会の剖検輯報に掲載される．学問的に

貴重な症例、臨床的（診断並びに治療上）に重要で検討を要す

る症例に関しては、担当医との意見の交換は勿論であるが、適

時行われるCPC（臨床病理検討会）に提出し相互討議を深め、

当がんセンターの医療水準の向上の一役を担ってきた．本年度

は膵がんの１症例（退形成性膵管癌 巨細胞型）についてCPC
を開催した。また、診断の大変困難な症例として右肺原発肉腫

疑いの巨大悪性腫瘤を経験したが、本症例についてはその組織

型を含めてできる限り精査を重ねている（引き続き解析中）。

＜今後の方向＞

がんの診断技術、制がん手段（手術・照射・制がん剤・免疫

療法）の進歩によって、根治例の増加は勿論、非根治例でも長

期間寛解をもたらす機会が開かれつつある．悪性リンパ腫等に

対する幹細胞移植を組み合わせた超大量化学療法や分子標的治

療、食道がん、脳転移巣への分割照射の治療効果などがその代

表で、剖検時腫瘍の顕著な縮小、瘢痕治癒を認めることが少な

くない．しかし一方で感染症をはじめ出血、血栓症などの合併

症が死因となる例も決して稀ではない．かかる症例を疾患の自

然史的立場から系統的な病理学的検討を行い、良好な予後に導

く要因を引き出すのが今後の重要な課題である．また近年増加

傾向にある臨床試験（治験）が行われている症例や医療事故が

疑われる症例の剖検については臨床側との密接な協力、また第

3 者機関へのコンサルテーション等により積極的に症例報告、

情報開示を行ってゆくことが大切である。

　
１）リサーチレジデント

分子腫瘍学部

＜研究課題＞　１

（主題）　肺がんの発症・進展機序の解明と分子標的療法の探索

（副題）　肺がんの浸潤・転移に関連する新規遺伝子CLCP1
の機能解析と治療への応用

＜研究者氏名＞

長田啓隆、立松義朗、関戸好孝、谷田部恭、八木香澄１）、

赤塚淳一１）、小野健一郎１）、加藤省一２）、柳澤　聖２）、

高橋　隆２）

＜目的・概要・進捗状況＞

多くの先進諸国において癌死亡率第一位を占める難治性の肺

癌の予後改善のために革新的な新規治療法の開発が求められて

おり、そのために肺癌の発生・進展機序に関する分子生物学

的な解析が精力的になされ、肺癌に特徴的な遺伝子発現プロ

ファイルが、肺癌の病理組織像や臨床予後と強い関連を持つ

ことが明らかとなってきている。そのような知見の蓄積のも

と、現在我々は、高転移性の肺癌細胞株で高発現している新規

遺伝子CLCP1の機能解析を進め、その知見を新規のがん診断

治療法へ応用することを目的とし研究を進めている。これまで

に細胞膜貫通分子CLCP1が、肺がんの病態に重要な寄与をす

る受容体型チロシンキナーゼ（RTK）分子EGFR及びMETと
相互作用することや、相互の機能的クロストークを示唆する

知見も得てきた。平成25年度は、これらの知見に基づき、内

因性のCLCP1とRTKの相互作用の機能的な制御関係を中心に

CLCP1の機能解析を更に進めた。まず免疫沈降法により内因

性のCLCP1とRTKとの間の複合体形成を確認した。また、細

胞をスライドガラス上で培養したまま蛋白分子の相互作用を

検出できるProximity ligation assay （PLA）法を用いて検討

したところ、CLCP1と代表的なRTKのMETとの複合体形成が

確認された。更に蛋白分子のリン酸化修飾を検出できるPhos-
tagゲル解析により、内因性CLCP1がリン酸化修飾を受け、そ

のリン酸化が相互作用するRTKの活性により、強く制御され

ていることが判明した。一方、CLCP1ノックダウンによって、

HGFによるMETの活性化が抑制されることが示され、CLCP1
とRTKのMETとの間で機能的なクロストークがあることが確

認された。更にCLCP1ノックダウンが細胞運動能・浸潤能だ

けでなく細胞増殖にも関与することを示す結果も得た。以上の

研究結果は、CLCP1が肺がん細胞の病態に深く関与するRTK
シグナル伝達に関わり、肺がんの転移・悪性化に寄与すること

を強く示唆した。

＜今後の方向＞

本研究で得られた研究成果は、CLCP1の極めて腫瘍特異的

な発現と相まって、分子標的候補としての有望性を強く示唆し

ている。このようなCLCP1を分子標的とする研究開発は、高

い独自性を持つ新規診断・治療法の実現につながる成果をもた

らすことが期待される。

１）医学生物学研究所、
２）名古屋大学大学院医学系研究科分子腫瘍学分野

＜研究課題＞　２

（主題）　中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究

（副題）　中皮腫細胞におけるHippoシグナル伝達系の不活性

化の解明

＜研究者氏名＞ 

田中一大、長田啓隆、藤井万紀子、深津明日樹、関戸好孝

＜目的・概要・進捗状況＞ 

悪性中皮腫は胸膜あるいは腹膜に存在する中皮から発生する

腫瘍で、アスベスト曝露によって引き起こされる極めて予後不

良の腫瘍である。診断時には既に進行していることが多く、現

在、有効な標準治療法は確立していない。他の高頻度な腫瘍に
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比べて、その分子病態の解析は極めて遅れており新規の診断法

や分子標的治療法の開発への大きな障壁となっている。がん

抑制遺伝子異常としては、CDKN2A, NF2, BAP1遺伝子の高

頻度不活化変異が認められるが、がん遺伝子異常は稀である。

近年、NF2遺伝子産物、Merlinの下流カスケードの１つであ

るHippoシグナル伝達系が各種臓器の発がんに関与しているこ

とが明らかになってきた。中皮腫においてはNF2-Hippoシグ

ナル伝達系の構成分子のうち、我々のグループではLATS2や
SAV1遺伝子がジェネティックに不活化することを明らかにし

ており、約70%の中皮腫症例でNF2-Hippシグナル伝達系が不

活化していることを明らかにしてきた。NF2-Hippo伝達系の

不活性化の結果、YAPがん遺伝子産物（転写コアクチベーター）

の活性化が生じ、サイクリンD1やFOXM1といった細胞周期を

促進する遺伝子群や結合組織成長因子（CTGF）の転写亢進が

引き起こされることが今までの研究で明らかとなった。しかし、

悪性中皮腫においてYAPが恒常的に活性化する機構についての

詳細はいまだ明確ではない。

昨年度、中皮腫細胞株においてHippoシグナル伝達系の構成

分子として最近、新たに報告された複数の分子の発現をウエス

タンブロット法にて検討し、LIMドメイン蛋白であるAJUBA
分子が高頻度に発現低下していることを明らかにした。本年

度は、AJUBA遺伝子ファミリーの他の2つのメンバーである

LIMD1およびWTIP1に関して検討を進めた。LIMD1および

WTIP1の遺伝子発現レベルについてウエスタンブロット法

で検討したところ、中皮腫細胞株24株とコントロール細胞株

（不死化正常中皮細胞株）の発現レベルは大きな差は認められ

なかった。AJUBAおよびLIMD1, WTIP1をそれぞれRNA干

渉法にてノックダウンし、YAPの活性化を検討したところ、

AJUBAのノックダウンはYAPを活性化（低リン酸化）する一

方、LIMD1あるいはWTIP1のノックダウンはYAPを不活性化

（高リン酸化）することが明らかとなった。YAPが転写を亢進

する遺伝子（CCDN1およびCTGF）の発現もAJUBAは転写亢

進、LIMD1およびWTIP1は転写抑制に働くことが示された。

これらの結果は、AJUBAが悪性中皮腫細胞に対して腫瘍抑制

性に機能する一方、LIMD1およびWTIP1は逆に腫瘍を促進す

る方向に機能することを示唆した。本年度の解析により、悪性

中皮腫におけるNF2-Hippoシグナル伝達系に関わるAJUBA遺

伝子ファミリーの機能がより詳細に明らかとなった。

＜今後の方向＞

悪性中皮腫細胞において腫瘍抑制性に機能するNF2-Hippo
シグナル伝達系の高頻度の不活性化が認められる。悪性中皮

腫細胞において、何故、NF2-Hippo伝達系が特徴的に不活性

化しているのか、その生物学的な意味についての本体は未だ

明らかになっていない。本年度の研究により、NF2-Hippoシ
グナル伝達系におけるLIM-ドメイン蛋白ファミリーである

AJUBA、LIMD1、WTIP1の役割が明らかとなり、その本質

的な意味の一端が明らかとなった。本シグナル伝達系を制御す

ることが新たな中皮腫治療法開発のための新規分子治療戦略と

なり得る可能性が強く示唆された。

＜研究課題＞　３　　　

（主題）　消化器がんの発症におけるエピジェネティクス関与

の解明　　　　　　　　　　

＜研究者氏名＞

市村典久１）、近藤　豊

＜目的・概要・進捗状況＞

【目的】発がんにはゲノム異常に加えてエピゲノム異常が蓄積

している。大腸がんの中には遺伝子発現制御領域のCpGアイラ

ンドが同時多発的にDNAメチル化をきたすCIMP (CpG island 
methylator phenotype) とよばれる一群が存在し、特徴的な臨

床病理組織像を示すことが知られている。しかしCIMPの発生

機序および発がんへの影響については未だ不明な点が多い。我々

は、DNA脱メチル化に関わるTET (Ten-eleven translocation) 
遺伝子群に着目し、CIMPとの関連について解析を行った。

【方法】大腸がん細胞株、165例の臨床検体を用いmRNAおよ

びタンパクレベルでTET遺伝子群の発現を解析し、発現の低

下を認めた遺伝子についてバイサルファイト・パイロシーク

エンス法を用いプロモーター領域のメチル化レベルを解析し

た。また、22例の臨床検体を対象にMethylated CpG island 
amplification-microarray (MCAM) 法を用いゲノムワイドな

メチル化解析を行った。

【結果】TET2,TET3はCIMP陽性、陰性細胞株間で発現パター

ンに差を認めなかったが、TET1の発現は大腸がん細胞株のう

ちCIMP陽性細胞株において著明に低下しており、プロモー

ター領域におけるCpGアイランドは高度にメチル化されてい

た。同様に、臨床検体においてもCIMP陰性症例 （n=87） と比

較してCIMP陽性症例 （n=28） で有意にTET1のmRNA発現レ

ベルの低下を認めた（P<0.05）。さらにTET1のメチル化レベ

ルはCIMP陽性症例では52例中23例 （44%） の症例でメチル化

陽性を認める一方で、CIMP陰性症例では113例中 4 例 （ 4 %）

の症例でメチル化陽性を認めるのみであった。ゲノムワイドな

メチル化遺伝子プロファイルでは、TET1のメチル化陽性例は

陰性例と比較し、DNAメチル化遺伝子数が有意に多く蓄積し

ていた。さらにTET1のメチル化はCIMP陽性ポリープでも高

頻度に観察され、発がん過程の早期事象であると考えた。

【考察】TET1のメチル化による遺伝子発現抑制はCIMP陽性症

例に集積を認めたことから、TET1のメチル化はDNAメチル化

異常を誘導・亢進している可能性が示唆された。

＜今後の方向＞

細胞株を用いてTET1の発現抑制もしくは発現増強がDNAメ

チル化状態に与える影響について解析を行なう予定である。

１）研修生
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遺伝子医療研究部　

〈研究課題〉１ｰ１

（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用

（副題）　慢性型成人T細胞性白血病の分子機構、ならびに急

性転化機構の解明

〈研究者氏名〉

吉田稚明１）、宇都宮　與２）、塚崎邦弘３）、今泉芳孝３）、

平良直也４）、鵜池直邦５）、都築　忍、大島孝一６）、瀬戸加大

〈目的・概要・進捗状況〉

成 人 T 細 胞 性 白 血 病（adult T-cell leukemia: ATL） は

human T-cell leukemia virus type 1 (HTLV-1) 感染者に発症

するT細胞性腫瘍である。ATLは、特徴的な臨床所見に基づき

4 つのサブタイプ（急性型、リンパ腫型、慢性型およびくす

ぶり型）に分類される。このうち慢性型ATLは緩徐進行性の予

後良好な病型と考えられてきたが、約半数の慢性型が急性型へ

と移行（急性転化）していることが判明した。今回、我々は慢

性型ATLの分子病態ならびに、その急性転化に関与する分子機

構を解明する目的で、慢性型および急性型ATLのゲノム異常を

oligo-array comparative hybridizationを用い解析し、両者を

比較した。両病型のゲノム異常様式は良く似通っていたが、急

性型でのみ認めるゲノム異常部位が存在していた。慢性型のみ

で特徴的なゲノム異常はなかった。これら異常の中で、我々は

細胞周期の脱制御をもたらすCDKN2Aの欠失が慢性型と比べ

て特に急性型で特徴的であることを見出した。更に、免疫逃避

機構をもたらすCD58の欠失も急性型で特徴的であることに着

目した。慢性型ATL患者の臨床情報と相関させると、細胞周期

の脱制御ないし免疫逃避機構に関する遺伝子異常を有する慢性

型ATLは、それら異常を有しない群に比べて急性転化率が有意

に高かった。この結果は、細胞周期の脱制御ならびに免疫逃避

機構が慢性型ATLの急性転化に関与することを示唆するもので

ある。また、これら異常は今後慢性型ATLの急性転化予測マー

カーとして有用となる可能性がある。

〈今後の方向〉

予測マーカーとなりうる遺伝子異常については、より多数

の検体で評価する必要がある。また、臨床に還元するために

FACS、免疫染色などでの評価を検討する。慢性型、急性型両

方に共通する異常はHTLV-1感染と協調して、ATL発症に関与

している可能性がある。これらについても今後検討を実施する。

1) 連携大学院生、 2) 今村病院分院・血液内科、
3) 長崎大学医学部・血液内科、4) 沖縄ハートライフ病院・内科、
5) 九州がんセンター・血液内科、6) 久留米大学医学部・病理

〈研究課題〉１ｰ２

（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用

（副題）　マントル細胞リンパ腫における、染色体1番短腕上

に存在するがん抑制遺伝子の同定

〈研究者氏名〉

高原大志1)、吉田稚明、都築　忍、瀬戸加大

〈目的・概要・進捗状況〉

マントル細胞リンパ腫（mantle cell lymphoma:　MCL）は

成熟B細胞腫瘍の一型である。マントル細胞リンパ腫の特徴

とされる、サイクリンD1、免疫グロブリン重鎖遺伝子転座t
（11;14）（q13;q32）以外にも、多くのゲノム異常がマントル

細胞リンパ腫では認められる。その中で最も多いものの一つ

が、染色体 1 番短腕におけるゲノム欠失である。この領域に存

在すると想定されるがん抑制遺伝子を同定するために、MCL
患者検体とMCL細胞株に対して、oligo-array comparative 
hybridization解析を行った。この結果から明らかにされた微

小欠失領域に存在する遺伝子を、がん抑制遺伝子の候補とした。

さらに、これらの候補遺伝子のうち、健常人末梢血CD19陽性

B細胞とMCL検体の発現解析で、mRNA発現に有意差が認め

られた遺伝子を、MCL 細胞株に導入し、機能解析を行った。

〈今後の方向〉

候補遺伝子抽出のための同様の解析を、公開された発現解析

データを用いて行う。また、機能解析により同定されたがん抑

制遺伝子を欠損している細胞株に対して、有効な薬剤を探索す

る。

1) リサーチレジデント

〈研究課題〉１ｰ３

（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用

（副題）　悪性リンパ腫におけるクローナルエボリューション

の有無と臨床的意義の検討

〈研究者氏名〉

片山　幸、吉田稚明1)、在田幸太郎2)、竹内一郎3)、

Toby Dylan Hocking 4)、都築　忍、瀬戸加大

〈目的・概要・進捗状況〉

クローナルエボリューションは、腫瘍に更なる染色体異常等

が加わり、腫瘍クローンが“進化”することで、一般に腫瘍の

更なる悪性化を伴う。このクローナルエボリューションの有無

を、 6 種の悪性リンパ腫計333例に対して、アレイCGH法を用

いて検討し、さらにその原因および予後との関連についても検

討した。その結果、クローナルエボリューションを示す割合は

25%-69%と、疾患によって大きく異なっていた。クローナル

エボリューションのある症例に多い染色体異常は、8q24.1領域

の増幅 (MYC)、9p21.3領域の欠失 (CDKN2A/ 2B) 、17p13領
域の欠損(TP53)であり、これらのがん遺伝子(MYC)の機能亢

進や、がん抑制遺伝子(CDKN2A/ 2B、TP53)の機能低下がク



― 66 ― ― 67 ―

ローナルエボリューションと関与していることを突き止めた。

また、クローナルエボリューションを示す症例は予後不良であ

ることが判明した。以上より、これまで報告されてきた種々の

予後因子とは異なった側面からリンパ腫の性質を反映する、新

たなバイオマーカーを同定することができた。

〈今後の方向〉

同様の解析を、これまで他の研究グループが発表している

アレイCGH解析のデータを用いて行い、今回の結果と同様に、

クローナルエボリューションのある症例が予後不良であるか、

がん遺伝子やがん抑制遺伝子と関連するのかどうか確認する。

1) 連携大学院生、2) リサーチレジデント、3) 名古屋工業大学、
4) McGill University

〈研究課題〉１ｰ４

（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用

（副題）　びまん性大細胞型B細胞性リンパ腫における初発時

及び再発時の腫瘍共通祖先細胞の同定

〈研究者氏名〉

片山　幸、在田幸太郎1)、高原大志1)、吉田稚明2)、垣内辰雄2)、

春日井由美子、竹内一郎3)、Toby Dylan Hocking 4)、都築　忍、

瀬戸加大

〈目的・概要・進捗状況〉

近年、一部の悪性腫瘍において、ごく少数の腫瘍共通祖先

細胞が、その腫瘍を引き起こす原因であることが分かってき

た。白血病において、この腫瘍共通祖先細胞は、治療後も残存

し、再発源となることが示されている。一方、悪性リンパ腫に

おいて、このような初発／再発時の腫瘍共通祖先細胞の存在の

有無についてほとんど示されていない。このため我々は悪性

リンパ腫の最多数を占めるびまん性大細胞型B細胞性リンパ腫

(DLBCL)において、このような細胞が存在するのか、また存

在した場合、どの分化段階に位置するのかについての検討を

行った。10例の再発したDLBCLの患者を対象とし、初診時と

再発後のDNA検体から、腫瘍のゲノム異常と点突然変異の有

無を調べた。その結果、10例中10例で、それぞれの症例に初

発時と再発時に共通祖先となるゲノム異常を持った細胞が存在

することが推定された。そしてこの共通祖先細胞が、更なるゲ

ノム異常を獲得することで、初診時及び再発時のリンパ腫を発

症していたことが判明した。また、これらの初発時/再発時の

腫瘍共通祖先細胞は、B細胞分化の後期段階(点突然変異挿入

前後)に位置する事が判明した。

〈今後の方向〉

これまでの研究において、悪性リンパ腫における初発時及び

再発時の腫瘍共通祖先細胞の存在を確認することができた。こ

のような共通祖先細胞を根絶することで、悪性リンパ腫の再発

を防ぐことを目標とし、まずは、DLBCLにおける、腫瘍共通

祖先細胞のリンパ節内の局在についての検討を行う。

1) リサーチレジデント、2) 連携大学院生、3) 名古屋工業大学、
4) McGill University

〈研究課題〉２ｰ１

（主題）　造血器細胞の分化・増殖に関与する遺伝子の血清学

的、分子生物学的研究

（副題）　正常成熟リンパ球への遺伝子導入による新規リンパ

腫マウスモデル

〈研究者氏名〉

都築　忍、在田幸太郎1)、春日井由美子、大島孝一2)、

瀬戸加大

〈目的・概要・進捗状況〉

成熟B細胞リンパ腫は染色体転座、ゲノムコピー数異常、遺

伝子変異などが種々の組み合わせで蓄積することで生じる。こ

れらの異常の中から真に腫瘍化に寄与する組み合わせが抽出で

きれば、適切な治療標的を提案していくことができるが、現状

の遺伝子改変マウスを掛け合わせる方法では、多数の候補遺伝

子をスクリーニングすることが困難である。そこで我々は、in 
vitroで誘導した成熟B細胞にレトロウイルスを用いて遺伝子導

入し、この細胞をマウスに移植することで腫瘍形成能を評価す

る系を確立した。本年度はバーキットリンパ腫で見出された変

異遺伝子につき、その組み合わせによりはたしてリンパ腫が

生じうるかどうかにつき検討した。In vitroで誘導したマウス

胚中心細胞にバーキットリンパ腫関連遺伝子c-Myc、TCL1A、

Akt及び変異Ccnd3(Ccnd3T283A),　変異E47(E47V557E)の５

遺伝子を各々代替マーカーとともに発現させ、マウスに移植し

たところ、全例が１か月でリンパ腫を発症した。一方、５遺伝

子のいずれか１つを欠いた４遺伝子の組み合わせでは、リンパ

腫の発症は大きく遅延し、発生率も低下することが判明し、リ

ンパ腫発生における５遺伝子の協調作用が明らかとなった。

〈今後の方向〉

全ゲノムシークエンスの時代に入り、多数の遺伝子変異が報

告されるようになってきた。これら遺伝子変異が本当に腫瘍化

に寄与するのかどうか、他のどの因子と協調作用を示すのかに

ついて検討していく。

1) リサーチレジデント, 2) 久留米大学医学部・病理

〈研究課題〉２ｰ２

（主題）　造血器細胞の分化・増殖に関与する遺伝子の血清学

的、分子生物学的研究

（副題）　不死化中皮細胞株に対する遺伝子導入による悪性化

の検討
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〈研究者氏名〉

垣内辰雄1)、高原大志2)、吉田稚明1)、片山　幸、中西速夫3)、

長田啓隆4)、関戸好孝4)、都築　忍、瀬戸加大

〈目的・概要・進捗状況〉

悪性中皮腫においても造血器腫瘍と共通する遺伝子異常がみ

られることがあるため、悪性中皮腫の増殖、腫瘍化における遺

伝子異常の役割について検討した。これまで悪性中皮腫に関連

する遺伝子異常が報告され、中皮腫の細胞株を用いてそれら遺

伝子の役割は評価されてきた。一方、それらの遺伝子は正常中

皮細胞から悪性中皮腫への形質転換の役割に関して評価されて

いない。今回それらの遺伝子が、ヒトパピローマウイルスE6/
E7-hTERTにより不死化させた中皮細胞株における形質転換能

について検討を行った。

悪性中皮腫臨床検体や細胞株においてHippo経路の不活化が

高頻度に認められている。Hippo経路の不活化により、転写活

性化補助因子YAPのリン酸化が抑制され、その結果YAPは核内

に移動し、特定の遺伝子発現を制御する。

今回我々はNF2をknockdownすると、YAPのリン酸化が抑

制され、これに伴って不死化中皮細胞株は、形態学的変化（接

触阻止の喪失）を起こし、増殖能を亢進させ、ヌードマウスへ

の皮下移植にて腫瘍を形成することを見出した。同様の結果は、

野生型YAPもしくは変異型YAP（活性型YAP）を過剰発現させ

た不死化中皮細胞株においても認めた。今回の結果は、Hippo
経路の不活化が正常中皮細胞から悪性中皮腫への形質転換に重

要な役割を持っていることを示唆するものである。

〈今後の方向〉

YAP遺伝子導入前後の不死化中皮細胞株に対して発現解析を

行い、YAPによる形質転換において重要な役割を担う遺伝子を

明らかにする。

1) 連携大学院生、2) リサーチレジデント、
3) 愛知県がんセンター愛知病院　臨床研究検査科、
4) 愛知県がんセンター分子腫瘍学部

腫瘍免疫学部

＜研究課題＞　１

（主題）　腫瘍抗原の免疫学的、分子生物学的検索

（副題）　卵巣がんを傷害するCTLが認識する標的抗原の解析

岡村文子、山田英里、近藤紳司1)、葛島清隆

＜目的•概要•進捗状況＞

細胞傷害性Tリンパ球(CTL)表面のT細胞抗原受容体(TCR)は
標的細胞表面にあるヒト白血球抗原(HLA)と抗原由来のペプチ

ドを複合体として認識する。このためがん抗原を特異的に認識

するCTLの標的抗原の同定は免疫療法の構築において必須で

ある。今年度は卵巣明細胞がん細胞株TOV21Gをベースとし

た人工抗原提示細胞を用いて樹立したCTLクローンが認識す

る抗原の同定を行った。

卵巣明細胞がんから樹立されたTOV21G細胞のHLA発現を

short interfering (si)RNAで一時的に抑制した。コドン変換に

よってsiRNA耐性となったHLA-A*24:02をレンチウイルスベ

クターで導入し、HLA-A*24:02のみ発現するTOV21G細胞を

抗原提示細胞として使用した。この細胞とHLA-A*24:02を保

有する健常人末梢血CD8陽性Tリンパ球を、サイトカインの存

在下で共培養しCTL株を樹立した。さらに限界希釈法でCTL
クローンを得た。本CTLクローンはHLA-A*24:02を導入した

TOV21G細胞とKOC7C細胞を反応するため、卵巣がんに共通

して発現する抗原に特異的であると考えられた。次にTOV21G
細胞のmRNAからcDNAライブラリーを作製し、各プラスミド

をHLA-A*24:02導入293T細胞にトランスフェクションしCTL
クローンと共培養後、上清中のIFN-γを指標に標的遺伝子を

探索した。標的とする抗原としてRNA binding motif protein 
4 (RBM4)を同定し、短縮遺伝子を用いた解析を行って9アミノ

酸から成るエピトープペプチドVRTPYTMSYを決定した。と

ころがこのペプチドは293T細胞に導入したHLA-A*24:02では

なく、293T細胞がもともと保有するHLA-Cw*07:02によって

提示されていることが明らかとなった。誘導に用いたCD8陽
性Tリンパ球のドナーはHLA-CW*07:02を保有していなかった

ことから、本CTLクローンは自己のHLA-A*24:02拘束性に抗

原Xを認識するのに加えて、HLA-Cw*07:02上に提示されてい

るRBM4由来ペプチドも認識していると考えられた。

＜今後の方向＞

交差アロ反応性のTCRの報告はあまり多くなく、貴重なク

ローンである。そのためHLA-A24拘束性に認識する抗原由来

のエピトープペプチドを同定して、構造的な解析を行う予定で

ある。

1) 愛知がんセンター中央病院・婦人科部

＜研究課題＞　２

（主題）　免疫診断及び免疫治療の前臨床的及び臨床的研究

（副題）　多能性幹細胞に由来する抗原提示細胞の創出とがん

免疫療法への応用

張エイ、劉天懿 1)、春田美和２)、廣澤成美 3)、植村靖史、

坂本　安 3)、薗田精昭４)、千住　覚 2)、葛島清隆

＜目的•概要•進捗状況＞

がんの免疫療法は、手術、化学療法、放射線療法などの標準

治療に続く新たな治療法の 1 つと考えられている。特に免疫制

御の中心的役割を果たす樹状細胞（DC）は生体内に潜在する

「がん抗原特異的T細胞」を活性化することで、がんの選択的

排除を誘導することができるため、これを細胞ワクチンとして

投与する治療法に期待が寄せられている。近年、米国デンドレ

オン社によって開発されたDCワクチン（プロベンジ）は、そ

の有効性が証明されて米国食品医薬局（FDA）の認可を得て

臨床応用が開始されている。ところが、この治療は、１） DC
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の前駆細胞を得るために、免疫不全状態に陥っているがん患者

から大量の成分採血を必要とすること、２） 治療費が高額（３

回投与で9万3000ドル）であること等の理由により、広く応用

されていないのが現状である。したがって、患者採血の負担、

経済的負担を減らすDCワクチン法の開発が必要不可欠である。

近年、我々は多能性幹細胞よりDCを誘導する技術を開発し、

がん免疫療法への有用性を示してきた。この方法は、無限の増

殖能と多分化能を有する多能性幹細胞をソースとするために無

限にDCを供給することを可能にしたが、DCを作製するのに

1 ヶ月以上の時間を要するという問題があった。そこで本研究

課題では、短時間で無限に供給が可能なDC前駆細胞を構築す

ることを目的とした。

iPS細胞を骨髄ストローマ細胞OP9上で培養することで

中胚葉分化を誘導した。さらに、GM-CSF, M-CSF存在下、

OP9上で培養することでミエロイド分化を誘導した。これ

にc-Myc遺伝子を導入して、無限に増殖するミエロイド細胞

（proliferating myeloid cell: pMC）を作製した。この細胞は

GM-CSF依存性に3 ヶ月間以上増殖し続けた。これにIL-4を加

えることで増殖が低下し、DC同様の表面分子発現パターンを

示した。また、LPSによる成熟刺激を加えるとCD40, CD86, 
MHC-II発現上昇、IL-12p70、TNFα産生、アロMLR誘導

活性など成熟DCと同様の機能が認められた。このDC様細胞

（pMC-DC）にモデル抗原を負荷して生体内に投与すると抗原

特異的T細胞応答を誘導し、モデル抗原を発現するがんの生着

を抑制するとともにマウスの生存を延長した。サイトカイン依

存性に増殖するミエロイド細胞は、DCワクチンを応用する際

に直面する多くの問題点を解決するものと考えられる。

＜今後の方向＞

DC機能を向上させたpMC-DC、およびがんを直接傷害する

エフェクター pMC-DCなどを構築し、高い抗腫瘍効果が期待

できるDCワクチン法を開発する。

１) 中華人民解放軍総医院腫瘍学、
２) 熊本大学大学院生命科学研究部 免疫識別学、
３) 埼玉医科大学 中央研究施設 機能部門、
４) 関西医科大学大学院医学研究科 幹細胞生物学分野

感染腫瘍学部

＜研究課題＞１ｰ１

(主題)　ヒトがんウイルスの増殖と宿主細胞応答の解析

(副題)　EBNA1蛋白質の宿主細胞染色体付着機構の解析

＜研究者氏名＞

神田　輝、鶴見達也

＜目的・概要・進捗状況＞

EBNA1蛋白質は、分裂増殖するEBウイルス潜伏感染細胞の

すべてにおいて発現し、ウイルスゲノムの核内維持やトランス

フォーム蛋白質の発現制御などにおいて中心的役割を果たす。

EBNA1蛋白質は異なるドメインを介して宿主染色体およびウ

イルスゲノムに同時に結合することで、ウイルスゲノムを宿主

染色体上につなぎ止める働きをする。従ってEBNA1蛋白質の

染色体付着を低分子化合物で阻害することができれば、EBウ

イルスゲノムが不安定化して細胞から失われると考えられ、こ

れは新たな抗ウイルス療法につながる可能性がある。そこで宿

主染色体がヒストンH2B-GFP融合蛋白質でラベルされ、かつ

EBNA1蛋白質の染色体付着ドメインを赤色蛍光蛋白質との融

合蛋白質として発現するHeLa細胞を樹立した。この細胞に既

知の抗がん剤や各種阻害剤を添加し、顕微鏡観察により染色体

付着阻害効果を調べる予備的実験を行った。

＜今後の方向＞

今後はhigh content screening法の導入により、EBNA1蛋白

質の染色体局在を特異的に阻害する低分子化合物をさらに探索

する。

<研究課題>１−２

（主題）　ヒトがんウイルスの増殖と宿主細胞応答の解析

（副題）　EBウイルス初期遺伝子産物による後期遺伝子の転

写制御

<研究者氏名>

川島大介1)、鶴見達也

<目的・概要・進捗状況>

EBウイルスのウイルス産生感染においては、ウイルスの

前初期遺伝子、初期遺伝子、後期遺伝子の順にウイルス遺伝

子発現が段階的に進むが、後期遺伝子の発現において初期遺

伝子が果たす役割は不明な点が多い。そこで本研究では、最

近、後期遺伝子転写において必須であると報告されたEBウイ

ルスのBcRF1遺伝子、BVLF1遺伝子（Murine γ-herpesvirus 
MHV68のORF18のホモログ）について、これを欠損させるこ

とで後期遺伝子発現がどのように変化するかを検討した。そ

の結果、BcRF1欠損ウイルス、およびBVLF1欠損ウイルスは、

いずれもウイルスゲノム複製、初期遺伝子発現は正常であった

が、感染性ウイルス粒子の発現が認められなかった。さらにこ

れらの欠損ウイルスにおいて、後期遺伝子の転写が起きていな

いことを明らかにした。

＜今後の方向＞

本研究により、BVLF1およびBcRF1はEBウイルスの後期遺

伝子発現にそれぞれ機能していることが明らかになった。ほぼ

全ての後期遺伝子プロモーターに、TATA配列に代ってTATT
という配列が存在することが知られており、複数のウイルス初

期遺伝子産物が相互作用して後期遺伝子の転写制御を行う可能

性が考えられる。

1) リサーチレジデント
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＜研究課題＞１−３

（主題）　ヒトがんウイルスの増殖と宿主細胞応答の解析

（副題）　EBウイルスポリメラーゼのN末端保存領域の変異

によるウイルスゲノム複製阻害の分子機構

＜研究者氏名＞

成田洋平,　村田貴之,　鶴見達也,　木村　宏1)

＜目的・概要・進捗状況＞

EBウイルスは多くの健常成人のBリンパ球などで潜伏感染

しており、刺激により再活性化し、溶解感染に至る。このよう

なウイルス感染様式は単にウイルスの増殖のみならず、EBウ

イルス陽性がんの細胞増殖性とも密接な関係にあるため、その

メカニズムの解明や制御方法の開発は重要である。今回我々は、

EBウイルスがコードするDNAポリメラーゼBALF5のN末端側

にあるヘルペスウイルス間で高度に保存されたアミノ酸モチー

フ配列の重要性を、変異導入により解析した。その結果、この

モチーフへの変異導入により、ウイルスゲノム複製が起きなく

なること、しかも変異導入によりポリメラーゼ活性そのものは

影響を受けないことを明らかにした。

＜今後の方向＞

N末端の保存モチーフ内の特定の一アミノ酸に変異を導入し

ただけでも、著しくウイルスゲノム複製が損なわれたことから、

BALF5の当該モチーフは他のウイルス複製蛋白質との相互作

用を担うなどの重要な機能があることが推察された。今後、こ

うした相互作用について検証していく。

1) 名古屋大学大学院医学系研究科・ウイルス学

＜研究課題＞２

（主題）　遺伝子組み換えウイルスを用いた発がん研究

（副題）　EBウイルスによるヒト上皮細胞がん化メカニズム

の解析

＜研究者氏名＞

神田　輝、鶴見達也

＜目的・概要・進捗状況＞

ヒト腫瘍ウイルスであるEBウイルスは、Bリンパ球を主な

感染宿主細胞とする一方で、咽頭や胃の上皮細胞へも感染し、

その発がんに関与すると考えられている。しかしEBウイルス

による上皮細胞がん化のメカニズムの詳細は不明である。近

年の研究により、EBウイルス陽性胃がん・上咽頭がんにおい

て、ウイルス由来マイクロRNA(miRNA)が高発現しているこ

とが報告され、ウイルス由来miRNAはEBウイルスによる上皮

細胞発がん過程において関与する可能性が考えられる。そこで

EBウイルスゲノムのBART (BamHI A Rightward Transcript)
領域にコードされるmiRNA遺伝子を欠損ないし修復した組換

えウイルスが潜伏感染した上皮細胞株を樹立した。ウイルス

miRNAによる宿主細胞の遺伝子発現変化を解析した結果、上

皮細胞特異的に発現する転移抑制因子をターゲット候補遺伝子

として同定した。さらに複数のBART miRNAが協調して、当

該標的因子の発現抑制に関与することを明らかにした

＜今後の方向＞

ウイルス由来miRNAによるターゲット候補遺伝子の発現抑

制が、EBウイルスによる上皮細胞がん化においてどのような

意義を有するのか、その解明をめざす。

分子病態学部

<研究課題>１ｰ１

（主題）　マウスモデルを用いた大腸がんの発生・進展に寄与

するシグナル経路と腫瘍微小環境の研究

（副題）　腸管腫瘍形成におけるJNK/mTORC1経路の活性化

機構

<研究者氏名>

梶野リエ、藤下晃章、青木正博

<目的・概要・進捗状況>

大腸がんの多くで最初に生じる遺伝子レベルの変化は、APC
がん抑制遺伝子の変異と考えられている。Apc遺伝子にヘテロ

接合変異を持つ遺伝子改変マウス（以下Apc変異マウス）では、

腸上皮細胞のApc遺伝子座でのヘテロ接合性の消失(LOH)によ

りAPCタンパクの機能が失われる結果、Wnt経路が恒常的に活

性化し、腺腫性ポリープを発症する。我々はこれまでに、Apc
変異マウスの腸管ポリープの成長にはWnt経路の活性化に加え

て、mammalian target of rapamycin complex 1 (mTORC1) 
経路の活性化が重要な役割を果たすこと、mTORC1はJNKに

よるRaptorのリン酸化によって活性化されることなどを明ら

かにしてきた。しかしながら、Apc変異マウスのポリープで

JNKが活性化する機序については不明であった。平成25年度

は、野生型マウスの小腸正常陰窩およびApc変異マウスのポ

リープに由来するオルガノイド培養を作成し、JNK経路の活

性化が細胞自律的なものか細胞外因子によるものか検討したと

ころ、JNKの活性化は細胞外因子によることを示唆する結果

が得られた。一方、JNKはTLR経路や炎症性サイトカイン等

の自然免疫応答に関わる因子により活性化されることが知られ

ている。また、腸組織には免疫細胞が多く存在しており、腸内

細菌叢の状態が免疫機能に影響を及ぼすことが明らかになって

きている。そこで、Apc変異マウスに抗生剤を投与して腸内細

菌を除去したところ、大腸における腫瘍形成が抑制された。

<今後の方向>

腸管腫瘍におけるJNK活性化の分子機序、腸管腫瘍の形成・

進展における自然免疫の関与、さらにJNK活性化と自然免疫

との関係を解明していきたい。
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<研究課題>１ｰ２

（主題）　マウスモデルを用いた大腸がんの発生・進展に寄与

するシグナル経路と腫瘍微小環境の研究

（副題）　腸管腫瘍の悪性化におけるmTORC1経路の役割

<研究者氏名>

藤下晃章、梶野リエ、武藤　誠1)、青木正博

<目的・概要・進捗状況>

家族性大腸腺腫症のマウスモデルであるApc変異マウスは良

性の腺腫性ポリープを発症し、さらにSmad4遺伝子のヘテロ

接合変異を併せ持つcis-Apc/Smad4マウスは、局所浸潤性の

腸がんを発症する。我々はこれまでに、Apc変異マウスの腸管

ポリープの成長にはmTORC1経路の活性化が重要な役割を果

たし、mTORC1選択的阻害薬RAD001によって腫瘍形成が顕

著に抑制されること、さらに腸管に局所浸潤性の腺がんを発

症するcis-Apc/Smad4マウスにおいてもRAD001投与により、

大きな腫瘍の数が有意に減少して生存期間が延長すること、

mTORC1、mTORC2の両方を阻害するmTORキナーゼ阻害薬

AZD8055はより強力に腫瘍形成を抑制することなどを見出し

ていた。平成25年度は、mTORキナーゼ阻害薬AZD8055の投

与によりcis-Apc/Smad4マウスにおける腸がんの形成は強く

阻害されるが、悪性化の指標である浸潤そのものは抑制されな

いことを明らかにした。さらに、mTORキナーゼ阻害薬投与

によるフィードバック経路で受容体型チロシンキナーゼとその

シグナル経路が顕著に活性化していることを見出した。現在、

このフィードバック経路の活性化機序、およびmTOR阻害薬

に対する抵抗性獲得における役割の詳細について解析を進めて

いる。

<今後の方向>

大腸がんがmTOR経路阻害薬に対する抵抗性を獲得する機

構を、マウスモデルを用いて分子レベルで明らかにし、その克

服戦略を確立したい。

1) 京大・国際高等教育院

<研究課題>１ｰ３

（主題）　マウスモデルを用いた大腸がんの発生・進展に寄与

するシグナル経路と腫瘍微小環境の研究

（副題）　マウスモデルを用いた大腸がんのがん関連線維芽細

胞の解析

<研究者氏名>

小島　康、青木正博

<目的・概要・進捗状況>

近年、腫瘍の進展には、腫瘍細胞の遺伝子異常のみならず腫

瘍間質が重要な役割を果たしていることが明らかとなり、腫瘍

間質は抗がん治療の重要な標的となると考えられている。がん

関連線維芽細胞（がん随伴線維芽細胞）carcinoma associated 

fibroblasts (CAF) は、上皮性腫瘍の間質中に存在する、線維

芽細胞と筋線維芽細胞とが混じり合った集団で、乳がん、肺が

んなどの原発腫瘍の成長に重要な役割を果たすことが分かって

きている。しかしながら、CAFが腫瘍の浸潤、転移に与える

影響については不明な点が多い。我々は、浸潤性腸がんを発症

するcis-Apc/Smad4マウスを用いて、浸潤プロセスにCAFが
果たす役割の解明に取り組んでいる。

免疫組織学的検討から、cis-Apc/Smad4マウスの腺がんの

浸潤先端部では、受容体型チロシンキナーゼであるc-Kitの発

現上昇、およびc-KitのリガンドであるSCFの発現上昇を認め

た。これらの結果は、間質細胞から分泌されたSCFが、がん

細胞のc-Kitシグナルを活性化して、腫瘍進展を促進している

可能性を示唆していると考えられた。そこで、c-Kit中和抗体

（ACK2クローン）をcis-Apc/Smad4マウスに投与して、ポリー

プ数、ポリープ径長を検討したところ、ACK2投与群と非投与

群の間に有意な差は認められず、ACK2クローンによるc-Kitシ
グナル遮断だけでは、cis-Apc/Smad4マウスの腺がんの進展

を抑制できない可能性が高いことが明らかとなった。

<今後の方向>

cis-Apc/Smad4マウス腫瘍組織の発現解析から、腫瘍組織

の間質、特にCAFで活性化しているシグナル経路の候補をい

くつか見出しているので、それらの役割について解析を行う。

＜研究課題＞　２

(主題)　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築

(副題)　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞

小島　康、藤下晃章、梶野リエ、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋

肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が

ん患者のPerformance Status(PS)、Quality of Life （QOL） を
著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病態

解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。我々は、悪

液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、大腸がんマウ

スモデルのApc変異マウスとcis-Apc/Smad4複合変異マウスの

解析に取り組んでいる。

Apc変異マウスでは約20週齢から、cis-Apc/Smad4変異マウ

スでは14週齢から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕死

の状態に至る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎縮、

白色脂肪組織の萎縮、脾腫が特徴的である。生化学的検査を実

施したところ、高脂血症、AST、ALT、LDHの上昇が認めら

れた。ALPに関しては、野生型と比較して、その活性が有意

に低下していた。ALPは亜鉛依存性酵素で、臨床上もALP活
性低値は亜鉛欠乏症の指標であるため、血清亜鉛濃度を測定し

たところ、その低下を認めた。亜鉛は、生体必須微量金属元素で、

ヒトゲノム配列の解析からは、ヒト遺伝子産物の最大10％相

当の約2800種類の蛋白質が亜鉛結合部位を持つと推定されて
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いる。悪液質と低亜鉛血症には密接なリンクがあることを想定

し、生体内亜鉛の経時的変化、および生体内亜鉛変化が悪液質

病態に与える影響を検討している。

＜今後の方向＞

我々は、慶應義塾大学の曽我朋義教授との共同研究で、悪液

質を発症したApc変異マウスとcis-Apc/Smad4複合変異マウス

の肝臓、骨格筋、血漿、腫瘍組織の代謝変化に関して、キャ

ピラリー質量分析法（CE-MS）を用いた解析を開始している。

今後は、高脂血症、低亜鉛血症の知見に加えて、CE-MSによ

るメタボローム解析データと腫瘍組織や肝臓のトランスクリプ

トームデータの知見を統合的に解析して、悪液質において重要

な役割を果たしている代謝経路の同定を目指す。

<研究課題>　３ｰ１

（主題）　遺伝子改変による難治性がんマウスモデルの作出

（副題）　腸管腫瘍形成におけるPLEKHG1の役割

<研究者氏名>

青木正博、佐久間圭一朗、後藤嘉子、武藤　誠1)、藤下晃章

<目的・概要・進捗状況>

大腸がんは、2020年には我が国で最も罹患率の高いがん種

になると予想されている。CDX1及びCDX2は消化管上皮細胞

の分化に重要な役割を果たすホメオドメイン転写因子で、大

腸がんの抑制因子と考えられている。我々はこれまでに、ク

ロマチン免疫沈降法により、DBLファミリーに属するGEF 
(guanine nucleotide exchange factor) をコードすると予想

されるPLEKHG1 (pleckstrin homology domain containing, 
family G (with RhoGef domain), member 1 ) をCDX1とCDX2
の新規標的遺伝子として同定し、PLEKHG1 が CDX1、CDX2
の直接の標的遺伝子であること、Plekhg1 が Apc変異マウスの

大腸腫瘍形成に重要な役割を果たすことなどを見出していた。

平成25年度は、大腸がん細胞に上皮間葉転換（EMT）を誘導

するとPLEKHG1の発現が著しく増加し、大腸がん細胞株に

PLEKHG1を強制発現させるとマトリックス浸潤能が亢進する

ことを見出した。また、これまで腸管組織でPLEKHG1を発現

する細胞種については不明であったが、in situ hybridization
法により主に腸上皮細胞が発現していることが分かった。これ

らの結果から、PLEKHG1は大腸がんの発生初期過程では抑制

的に働くが、浸潤・転移は促進する可能性が示唆された。

<今後の方向>

腸管腫瘍の悪性化におけるPLEKHG1の役割をさらに明らか

にする。

1) 京大・国際高等教育院

<研究課題>　３ｰ２

（主題）　遺伝子改変による難治性がんマウスモデルの作出

（副題）　大腸がんマウスモデルを用いた転移抑制遺伝子の生

体内スクリーニング

<研究者氏名>

佐久間圭一朗、青木正博

<目的・概要・進捗状況>

大腸がんは日本で近年顕著な増加傾向にある悪性腫瘍であ

り、その死因の大半に転移が関係していることから、転移を制

御する手段の開発が急務となっている。しかしながら、転移の

機序は十分に解明されておらず、遠隔転移を自然発生するよう

な大腸がんマウスモデルも未だ開発されていない。また、これ

までに大腸がんの転移を促進する遺伝子は数多く同定されてい

る一方、転移抑制遺伝子は少数しか同定されていない。我々は、

shRNAライブラリーを用いたマウス生体スクリーニング系を

構築した。具体的には、C57BL/6マウス由来の大腸がん細胞

株 (CMT93) を蛍光タンパクVenusで標識し、shRNAライブラ

リーを導入後、同系マウス直腸粘膜下へ移植し、約4 ヶ月後に

肺、肝臓、リンパ節から転移巣を回収し、導入されたshRNA
を同定するという手法である。前年度までに、このスクリーニ

ング系を用いて、転移巣から10個以上のshRNA配列を同定し

ていた。平成25年度は、それらのshRNAが標的とする遺伝子

のうち、選択的スプライシングに関与することが知られている

RNA結合タンパクをコードするHnrpllに着目し、その予備的

機能解析を行った。その結果、Hnrpllの発現低下は大腸がん

細胞のマトリックス浸潤能を亢進させることが分かった。

<今後の方向>

Hnrpllの浸潤・転移における役割を解明するとともに、標的

となるRNA分子の同定を試みる。また、同定した他のshRNA
の標的遺伝子について、文献やデータベースも利用しながら、

転移抑制効果の検証を進める。将来的には本研究により同定し

た転移抑制遺伝子の変異マウスとcis-Apc/Smad4マウスとの

交配によって、転移性大腸がんを自然発症するマウスモデルを

作出したい。

<研究課題>　３ｰ３

（主題）　遺伝子改変による難治性がんマウスモデルの作出

（副題）　肺がんの微小環境と悪性化機構に関する研究

<研究者氏名>

前田　亮、小島　康、青木正博

<目的・概要・進捗状況>

肺がんは我が国のがん死の第一位であり、年間約 5 万人以上

が肺がんで 死亡している。肺がん患者の特徴としては、高齢

者が多く、また慢性閉塞性肺疾患や間質性肺疾患などの呼吸器

疾患を基礎疾患に持つ患者が多いことがあげられる。間質性肺

炎合併肺がんの研究領域において、間質性肺炎と発がんとの関

連や、肺がん治療に関連した間質性肺炎急性増悪因子の同定に

関する研究は多くなされているが、間質性肺炎合併肺がんの生
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物学的特性そのものに関する報告はこれまでなかった。我々は、

間質性肺炎の肺の微小環境自体が肺がんの悪性度を高める因子

として働いているのではないかという仮説を立てた。この仮説

を検証し、そのメカニズムを解明することにより、治療困難な

間質性肺炎合併肺がん患者の診療及び治療成績を向上させるた

めの革新的治療戦略を構築したい。平成25年度は、C57BL/6
マウスにブレオマイシンを経気道的に投与することで、ブレオ

マイシン誘導性間質性肺炎を発症するモデル、および同じく

C57BL/6マウスの左肺に同系マウス由来の肺がん細胞株であ

るLLC(Lewis lung carcinoma cell)を移植する肺がん同所性肺

移植モデルを確立した。さらに、C57BL/6系統の遺伝子背景

をもったK-rasLSL-G12D/+; p53fl/fl(KP)マウスを導入し、Cre発現ア

デノウイルスベクターを経気道的に投与することで肺がんが発

症するマウスモデルを確立した。

<今後の方向>

既に確立した間質性肺炎マウスモデルと肺がんマウスモデル

とを組み合わせて、間質性肺炎の微小環境が肺がんの進展、特

にリンパ節転移・対側肺転移に及ぼす影響を解析する。さらに、

間質性肺炎の肺微小環境で形成された腫瘍の間質細胞の性状を

調べる。

腫瘍医化学部

＜研究課題＞　１

（主題）　がん細胞周期における新規キナーゼカスケイド

（副題）　がんの分子標的Aurora-Aキナーゼの制御機構

＜研究者氏名＞

笠原広介１）, 後藤英仁２）, 川上和孝３）, 清野　透４）, 
米村重信５）, 河村義史３）, 江良沙穂６）, 小堀恭子, 
川本恵理子, 五島直樹３）, 松崎文雄５）, 稲垣昌樹２）

＜目的・概要・進捗状＞

細胞は、自身の染色体の複製・分配過程を緻密に制御するこ

とによって、その遺伝情報を正確に２つの娘細胞に伝達してい

る。しかし、様々な要因により染色体の複製・分配過程に異常

が生ずると、染色体の恒常性が維持できなくなる（染色体の不

安定性）。このような染色体の不安定性は、がんや細胞老化に

起因する種々の疾患の基盤になっていると考えられている。染

色体の複製・分配過程の調節には、状況に反応して特異的に活

性化されるタンパク質リン酸化酵素（キナーゼ）が中心的な役

割を果たしている。

Aurora-Aは、大腸癌などの組織において遺伝子増幅が認め

られたり、多くのがん腫で発現が上昇したりすることが知ら

れているキナーゼである。現在、Aurora-Aは、がん治療の分

子標的としても注目され、多くの薬剤メーカーがAurora-A阻

害剤を抗がん剤として開発している。これまで、Aurora-Aは、

分裂期特異的に活性化するキナーゼとして位置づけられてき

た。最近、我々は、Aurora-Aが分裂間期においても活性を有し、

一次線毛（primary cilia; 一次繊毛）と呼ばれる細胞内小器官

の形成を抑制することによって、細胞を増殖に向かわせている

ことを明らかにした。また、この一次線毛の形成過程における

Aurora-Aの活性化因子としてTrichopleinを同定した。

細胞が増殖停止期（G0期）に入り、一次線毛が形成され

る際には、Trichopleinがユビキチン・プロテアソーム依存的

にタンパク分解されるためにAurora-Aが不活性化すること

を新たに我々は見出した。分解されないTrichoplein変異体

（Lys50→Ala/Lys57→Ala）を発現する細胞では、G0期に入っ

ても一次線毛が形成されないことから、一次線毛の形成には

Trichopleinのタンパク分解が必要不可欠であることが示され

た。そこで、Trichopleinの分解を担う酵素（ユビキチンE3酵
素）の網羅的スクリーニングを進めた結果、KCTD17を同定

した。RNA干渉法によりKCTD17の発現を抑えた細胞は、G0
期に入ってもTrichopleinが分解されないため、Aurora-A活性

が失われず、一次線毛の形成は阻害されることが分かった。

一次線毛には、がんと密接に関与する多くのシグナル伝達

分子（受容体型チロシンキナーゼPDGF-Rやヘッジホッグ因子

群）が局在し、それらが厳密な制御を受けている。多くのがん

細胞では一次線毛を形成する能力を失っているために、これら

のシグナル伝達に異常が生じていることが報告されている。そ

のため、一次線毛の形成不全とがんの関連が取り沙汰されてい

る。今後、Trichoplein -Aurora-A経路による一次線毛の制御が、

がんの発生・進展に与える影響を検証することは重要な意味を

持つと考えられる。

＜今後の方向＞

これまで培養細胞を用いた実験系で、KCTD17- Trichoplein 
-Aurora-A経路による一次線毛の制御メカニズムを明らかにし

てきた。今後、現在作製中であるKCTD17ノックアウトマウ

スを用いて、がんや線毛病との関連を検討する予定である。

１）名市大院・薬・腫瘍制御（兼任）, 
２）名大院・医・細胞腫瘍（兼任）,
３）産総研・創薬分子プロファイリング,  
４）国がんセ・研・ウイルス,
５）理研（CDB）,　６）リサーチレジデント

＜研究課題＞　２ｰ１

（主題）　新しい中心体及び細胞間接着制御因子群の機能解析

（副題）　一次線毛退縮の分子機構～がんにおける一次線毛の

消失の意義～

＜研究者氏名＞

稲葉弘哲1）, 後藤英仁2）, 猪子誠人, 何東偉1）, 五島直樹3）, 
山野荘太郎4）, 鰐淵英樹4）, 熊本香奈子5）, 広常真治5）, 
清野　透6）, 稲垣昌樹2）

＜目的・概要・進捗状況＞

一次線毛は細胞増殖停止期（G0期）に形成される細胞表面

から突出したアンテナ様の構造物で、化学的/物理的刺激を受容

し細胞増殖を制御する。その骨格は母中心体から変化した基底
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小体から伸びた微小管からなる。一次線毛の形成、機能不全は、

腎嚢胞などの線毛病を引き起こすことがしられている。一方で、

多くのがん細胞においては一次線毛の形成能が欠失しており、

一次線毛形成、退縮の分子機構を明らかにすることは、がん細

胞が無秩序に増殖する仕組みの解明に繋がると考えられる。

我々はこれまでに、TrichopleinとAurora-Aの複合体が

一次線毛の形成に抑制的に働くことを示した。今回我々は、

Trichoplein類縁タンパク質群（TPHD群）81因子についてヒ

ト網膜色素上皮細胞(RPE1-hTERT)においてsiRNAスクリー

ニングを行った。その結果、 4 因子が一次線毛形成に抑制的

に働く可能性が示唆された。今回は、その1つであるNdel1に
ついて解析を進めた。Ndel1は中心体局在タンパク質で、神経

発生や細胞分裂などの様々な現象に関与することがしられてい

る。また、Ndel1のノックアウトマウスは初期胚致死であるこ

とが報告されている。

まず、増殖中のRPE1細胞においてsiRNAによりNdel1をノッ

クダウン(KD)したところ、48時間後に約40％の細胞で一次線

毛を形成し、G0期での細胞周期停止がみられた。また、血清

饑餓により増殖を停止した細胞に血清を加えたところ、Ndel1
をKDした細胞では一次線毛の退縮が阻害され、細胞周期への

再進入がみられなかった。Ndel1のKDによる細胞周期停止が

一次線毛の形成によるものであるかを検討するため、一次線毛

形成に必須であるIFT20をNdel1と同時にノックダウンしたと

ころ、一次線毛を形成せず、細胞増殖がみられた。

次にNdel1のhypomorphic mutantマウスの腎臓を調べたと

ころ、生後 0 日齢において尿細管の一次線毛長が野生型と比較

して長いことがわかった。このマウスの尿細管では、若干の細

胞増殖の低下がみられ、生後 7 日齢において尿細管腔の面積の

増大が認められた。以上より、Ndel1の欠損は一次線毛形成を

引き起こし、その結果、細胞増殖を阻害することが示唆された。

＜今後の方向＞

これまでにNdel1の欠損による一次線毛の表現型を見てきた

が、その分子機序は不明である。Ndel1のオルソログであるNde1
も一次線毛の退縮に必要であることが報告されている。そこで。

これらの関係性を探ると共に、これまでに報告のある一次線毛の

制御因子との相互作用を調べ、Ndel1による一次線毛形成・退縮

の分子機序を明らかにしたいと考えている。また、TPHD群の中

から見出した他の3因子についても同様に検討したい。

1）リサーチレジデント,　2）名大・医・細胞腫瘍（兼任）,
3）産総研・創薬分子プロファイリング, 
4）大阪市大院・医・分子病理, 
5）大阪市大院・医・細胞機能制御, 6）国がんセ・研・ウイルス

＜研究課題＞　２ｰ２

（主題）　新しい中心体及び細胞間接着制御因子群の機能解析

（副題）　Trichoplein, Albatrossをはじめとした中心小体動

態を制御する蛋白質群によるがん研究

＜研究者氏名＞

猪子誠人, 林　裕子, 五島直樹１）, 清野　透２）, 稲垣昌樹３）

＜目的・概要・進捗状況＞

私共の研究では、小さな中心小体構造変化が影響を及ぼす生

理現象とその分子基盤を細胞増殖休止やそれに伴う組織分化制

御の面で開拓することで、がん治療効果の高い標的分子をこれ

までにない視点で見出すことを目的とする。中心小体は細胞内

のサブミクロンの構造であるが、動態変化に富み、複製や一次

線毛形成によって細胞増殖や分化などの大きな生命現象に関わ

る。そして、がんには一次線毛形成能がないとされる。このよ

うに小さい作用点で大きい現象に関わる中心小体構造は、治療

標的としての期待を持たせる。

この領域における私共の先駆的貢献は、①中心小体優位な細

胞現象として、一次線毛を正常二倍体細胞に強制的に形成させ

ると増殖培地中でも細胞増殖休止が誘導される現象を発見した

ことと、②この動態制御分子機構は内因性にも存在し、それ

が中心小体内におけるTrichoplein蛋白質の局在の有無による

Aurora-A（分裂期キナーゼの一種）の活性切り替えであるこ

とを高い時空間精度で提示した点にある。この分子機構の発見

は、一次線毛が形成できない培養がん細胞はAurora-A阻害で

特異的に分裂期障害を起こし死滅する可能性を同時に提示し

た。これは、中心小体動態の持つ鋭い影響力が、治療標的とな

り得る一例である。

これまでに、中心小体で動態制御にあずかる新規標的分子

群を局在と機能の両面から検索し、新たに補填した。具体的

には産総研が保有する蛋白質局在情報データベース(HGPD) に
基づき、中心体局在を示す遺伝子約680個およびTrichoplein類
似配列蛋白質約100個を抽出した。これらを配列特性やRPE1-
hTRET細胞（不死化正常二倍体）を用いた遺伝子ノックダ

ウンスクリーニングで絞り込み、Trichopleinと同じく一次

線毛形成を機能欠失表現型とする蛋白質群十数個と、新たな

注目点として中心小体複製停止に伴う細胞増殖休止を示した

Albatross蛋白質を見出した段階にある。

現在は先行してこのAlbatrossの中心小体機能を確認中であ

る。まず作成した特異抗体により正しいノックダウンの表現型

であることをU2OS細胞およびRPE1-hTERT細胞で確認した。

この抗体による細胞免疫染色と強制発現でAlbatrossが詳細に

は中心小体遠位端付属物に局在することを確認した。また小腸

上皮の免疫組織染色でも、Albatross中心小体局在と機能が培

養細胞の知見と相関することを確認している。一方で、気管多

線毛上皮の基底小体にもAlbatrossは局在することから、組織

種によっては特異性の高い分化への寄与も考えられる。

＜今後の方向＞

このように、先行解析中のTrichoplein, Albatrossをはじめ

とし、数的補強を施した中心小体制御分子群を用い、細胞増殖

および分化に及ぼす影響の可能性を分子レベルで検討するた

め、①相互作用分子の検索、②正常細胞分化・未分化アッセイ

系の確立、③それらを用いた遺伝子欠失表現型の確認を行う。

1）産総研・創薬分子プロファイリング, 
2）国立がんセ・研, 　3）名大・医・細胞腫瘍（兼任）
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＜研究課題＞　３

（主題）　がん細胞の細胞骨格・増殖にかかわる遺伝子の遺伝

子改変マウスの作製

＜研究者氏名＞

田中宏樹1），後藤英仁2），猪子誠人，松山　誠1），米村重信3），
近藤英作4），糸原重美5），小堀恭子，林　裕子，谷川順美，
井澤一郎，稲垣昌樹2）

＜目的・概要・進捗状況＞

中間径フィラメントは、アクチンフィラメント、微小管とも

に細胞骨格を形成する主要な構成成分である。中間径フィラメ

ントの基本構造は、ヘッド、ロッド、テイルの 3 つのドメイン

から構成されており、フィラメントの重合・脱重合は、ヘッド

ドメインのリン酸化修飾によって時空間的に制御される。当研

究室では世界に先駆けて部位特異的リン酸化状態を認識する抗

リン酸化ペプチド抗体の開発し、細胞周期特異的なリン酸化部

位の同定およびその酵素の同定をしてきた。また、リン酸化の

生理的な意味を理解するために、リン酸化部位がリン酸化され

ない変異を導入した細胞では、細胞質分裂が終了したにもかか

わらず娘細胞間が断裂されない架橋構造を認め、リン酸化が細

胞質分裂の完了に必要であることを示した。しかしながら、マ

ウスなどを用いた個体レベルにおいて、それらのリン酸化シグ

ナルの生理的機能は、ほとんど解明されていない。そこで、我々

は細胞分裂期特異的リン酸化部位の11カ所のリン酸化部位を

セリンからアラニンに置換したマウスを作製・解析を行った。

現在までに、変異マウスでは目の水晶体の形態形成不全、白

内障の発症、皮膚の損傷治癒遅延を観察した。さらに詳細に解

析すると、変異マウスでは水晶体上皮細胞の数の減少、細胞質

分裂障害によると考えられる 2 核の細胞の出現といったこれ

まで試験管レベルで観察されたことが、個体内でも起きている

ことをあきらかにした。赤道面の水晶体上皮細胞や水晶体線維

細胞では、染色体数の異常を呈した。損傷治癒部位においても、

変異マウスでは線維芽細胞数の減少、さらには、DNA損傷反

応が起きていること、染色体数の異常、細胞老化に陥る細胞も

認めた。中間径フィラメントリン酸化不全による細胞質分裂障

害は、染色体不安定性の亢進、さらには細胞老化に至ることを

個体レベルで明らかにした。

染色体異数性はがんのhallmarkとして考えられている。我々

のマウスは、染色体異数性を示すことから、高発がんモデルマ

ウスとなりうると予期された。しかしながら、生後 2 年以上に

わたりマウスを観察したが自然発がんの亢進を認めなかった。

また、皮膚に 3 週間おきに損傷を与えて、腫瘍形成の亢進を検

討したが野生型と同様、全く腫瘍形成を認めなかった。そこで、

化学発がんによる腫瘍形成を検討したところ、野生型に比べ変

異マウスにおいて腫瘍発生の遅延および腫瘍による個体死の遅

延を認めた。この腫瘍を組織学的に検討したところ、すべての

遺伝子型で線維肉腫を形成し、染色体異数性を呈した。この

結果から、腫瘍形成初期における染色体異数性（Aneuploidy）
が誘導する細胞老化（AIS; Aneuploidy-induced senescence）
はがん化へのセーフガードとしての役割をしている可能性を示

唆している

＜今後の方向＞

ビメンチン点変異マウスでは染色体不安定性、細胞老化を認

めましたが、老化の主要な因子であるp53-p21経路依存的にこ

れらの現象が起きている可能性が考えられる。p53遺伝子破壊

マウスとの交配し、その子孫マウスを解析することにより、発

がんにおけるビメンチンリン酸化の役割を個体レベルで明らか

でき、発がんの分子機構の一端が明らかになる。

中間径フィラメントのリン酸化の in vivo における生理学的

意義の解明するために、デスミンのリン酸化部位に変異を導入

したマウスを作製している。

白内障、損傷治癒遅延をきたすビメンチン変異マウスに加え

て、筋組織、皮膚、肝臓、脳などの特異的組織でAneuploidy
を生じて老化をきたす細胞質分裂障害型中間径フィラメント・

ノックインマウスを作製する。その後、種々の組織およびその

損傷治癒モデルにおいて時系列発現プロファイル解析を通じて

Aneuploidyからの老化誘導に必須の分子群の同定を試みる。

1）リサーチレジデント，2）名大・医・細胞腫瘍（兼任），
3）理研（CDB），4）腫瘍病理，5）理研（BSI）

中央実験室

＜研究課題＞　１

（主題）　食道がん、頭頸部腫瘍の分子遺伝学的研究

（副題）　ミトコンドリアDNA の多型と食道がん発がんリスク

＜研究者氏名＞

組本博司、松尾恵太郎１)、田中英夫１)、田島和雄２)

＜目的・概要・進捗状況＞

ミトコンドリアゲノムDNA (mtDNA) は核ゲノムDNA と比

べ、一般に変異が生じやすいといわれている。また最近では老

化やがん化に伴ってmtDNA に変異を生じることも報告されて

いる。我々は、食道がんについて高頻度にmtDNA の変異が蓄

積していることを以前明らかにした。もともと食道は、喫煙・

飲酒の影響を直接受ける器官であり、これらの生活習慣によっ

て発がんリスクも上昇することが示されている。mtDNA に多

くの多型が存在することで、酸化的リン酸化の過程で電子が漏

れ、活性酸素がより多く産生されることが考えられる。そこで、

本研究では、mtDNA のD-loop 領域に存在する多型の数を数

え、食道がんの発がんリスクとの関連を解析することを計画し

た。また、生活習慣に関わる発がんリスクとmtDNA の多型の

数との関連も解析する。

本研究には、HERPACC (the Hospital based Epidemiologic 
Research Program at the Aichi Cancer Center) のデータベー

スより食道がん患者185例、食道がん患者に性、および年齢を

一致させた非がん患者対照185例を用いた。喫煙、飲酒習慣を

含む生活習慣に関する情報、さらに、血液からDNA を得た。

mtDNAのD-loop 領域は、複製、転写をコントロールする領

域であり、多型、変異が多数見つかっている領域でもある。現在、

市販のリシーケンシングプライマーセットを用い、食道がん患
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者および、非がん患者由来のDNA の塩基配列を決定すると同

時に、これらの解析した塩基配列と、mtDNAの基準配列であ

るrCRS と比較することによって、D-loop 領域の多型を網羅

的に検出している。現在のところ、平均で、食道がん患者で7.5
多型/人、非がん患者で6.8多型/人の多型が検出されている。そ

のうち、塩基置換であり、がん患者、5.9多型/人、非がん患者5.4
多型/人の多型が検出された。

＜今後の方向＞

今後、これらの結果を用いて食道がんにリスクを与える多型

の探索や、多型の数と食道がんリスクとの関連、さらに飲酒・

喫煙のリスクを修飾する多型の探索を行う。また、核だけでな

くミトコンドリアでも働いていることが明らかとなっている修

復遺伝子、hOGG-1 の多型（Ser326Cys）をそれぞれのサンプ

ルについて解析し、mtDNA の変異と喫煙・飲酒に関連がある

かどうか解析する。さらに、これらの解析によって、mtDNA 
の変異と飲酒・喫煙習慣との関連を明らかにし、食道がんにお

けるmtDNA の変異がどのような過程で生じるかを考察する。

１）疫学・予防部、２）三重大学医学部
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３．病院及び研究所における共同研究（共同研究費）

＜研究課題　１＞

肺癌・中皮腫細胞の解析と診断、治療法への応用　

Analysis of lung cancer and mesothelioma cells for clinical 
application

＜研究者氏名＞

所　属　部　　呼吸器内科部　

研究者氏名　　樋田豊明

共同研究者　　堀尾芳嗣、清水淳市、朴　将哲、小栗知世、

　　　　　　　田中広祐、谷田部恭、関戸好孝

 
＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞

肺がんではドライバーがん遺伝子の発見により、それぞれの

遺伝子異常に対する治療薬が開発され、患者さん個々の遺伝

子を調べることにより個別化治療が行われている。そのうち

肺がんの5％程度を占めるEML4-ALK融合遺伝子異常症例では

ALK阻害薬を投与する事により著効が得られている。ただそ

の診断過程において通常の検査センターにおける検査では遺伝

子異常の確定に2週間程度を要しており、EML4-ALK症例を絞

り込む補助的診断方法の開発が待たれている。今回、より簡便

にALK融合遺伝子症例を臨床所見から推測できる方法につい

て放射線画像所見の特徴から検討を行った。

当センターで2006年7月から2012年10月までに診断、治療

したEML4-ALK遺伝子異常の36例を詳細に解析した。EML4-
ALK融合遺伝子の診断は、免疫染色法かRT-PCR法によりス

クリーニングを施行し、FISH法にて確定した。36例中22例
（61.1％）が女性で14例（38.9％）が男性、平均年齢は48.4歳
であった。28例は非喫煙者で、3期と4期の肺腺癌であった。

転移部位は骨転移が16例（44.4％）、脳転移が9例（25％）、対

側肺転移が7例（19.4％）、肝転移が5例（13.9％）、胸郭外リ

ンパ節転移が4例（11.1％）、副腎転移が2例（5.6％）、胃、腎、

脾臓転移がそれぞれ1例（2.8％）で見られた。ＣＴ検査は5 ～

10ｍｍスライス厚で撮影し、画像所見の特徴について検討し

た所、mass(直径3ｃｍを越えるもの)と nodule（直径3ｃｍ以

下のもの）の画像を呈したものはそれぞれ17例（47.2％）と

16例（44.4％）であり、原発病変は4割以上が比較的小さい腫

瘤像を呈した。

進展形式では、31例（86.1％）でリンパ節の腫脹がみら

れ、7例（19.4％）でextranodal lymph node invasionが、3例
（8.3％）でリンパ管症が認められ、また、胸水は15例（41.7％）

にみられた。また、Ground-glass opacity(GGO)所見を伴う

症例は1例を除いて認められなかった。EGFR遺伝子変異症例

と異なりEML4-ALK融合遺伝子異常症例の画像所見の特徴と

しては、原発層はGGOを伴わない比較的小さいsolid growth 
patternであるがリンパ節には早期から進展する悪性度の高い

腫瘍であることが推測された。これらの画像所見の特徴は、症

例の初診時に画像所見からALK-EML4症例を絞り込むのに有

用と考えられた。

難治性でがん死亡原因第一位の肺がんであるが、遺伝子異常

症例を早急に絞り込み、がん遺伝子に対する最適な分子標的薬

を選択（個別化治療）することにより治療成績の向上が期待さ

れる。

＜研究課題　２＞

機能温存を目指す頭頸部癌の外科治療

Organ preservation surgery for head and neck cancer

＜研究者氏名＞

所　属　部　　頭頸部外科部

研究者氏名　　長谷川泰久

共同研究者　　花井信弘、小澤泰次郎、平川　仁、鈴木秀典

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞

下咽頭がん頸部リンパ節転移の対応の検討

1 ．はじめに

下咽頭がんでは、50％を超える頻度で治療時に頸部リンパ

節転移をきたしているといわれており、頸部リンパ節転移の有

無は予後を決める重要な因子の一つとなっている。頸部リンパ

節転移への対応として基本となるのは、やはり頸部郭清術であ

る。しかし、初期治療時に、臓器温存を目的とした化学放射線

治療の占める割合が増加している現在、郭清のタイミング、郭

清の範囲などが複雑化してきている。今回一次治療法別に頸部

リンパ節転移への対応について報告する。

2 ．手術治療例

①　郭清範囲について

下咽頭がんにおいて、まず微小転移をきたす最もリスクの高

いリンパ節はlevlⅡ、ⅢおよびⅣの上方で、levelⅡ-Ⅳに転移

がなくVにスキップすることは通常見られないため、N0症例

においては、予防的にlevelⅡ-Ⅳの選択的郭清をすることで、

コンセンサスが得られている。N+症例について、NCCNガイ

ドラインを参照すると、N1-2a-cは選択的頸部郭清もしくは全

頸部郭清（変法）、N3では全頸部郭清（変法）とされている。

また、本邦で行われた頸部郭清術の手術術式の均一化に関する

研究より報告された、頸部郭清術手順指針（案）によると、副

神経部を郭清する場合に、下咽頭癌では「僧帽筋前縁付近まで」

の症例と「僧帽筋前縁を確認」とした症例では、「僧帽筋前縁

を確認」の症例のほうが有意に頸部の制御率が高く、僧帽筋前

縁を確認したほうがよいとされている。

下咽頭がんにおける気管周囲リンパ節郭清の有用性は、1）
術前に触診や画像評価が難しい、2）Occult metastasisが否定

できない 3）再発の早期発見が難しく予後が不良といった点よ

り、行うことが有用とされている。

3 ．放射線治療例

①治療後の評価方法と頸部郭清のタイミング

放射線単独治療が主体であったころは、cN2-3症例で臨
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４.　プロジェクト研究（共同研究費）床的CRが得られた場合に、経過観察を選択するか頸部郭清

（planned neck dissection）を行うかが議論されていた。しかし、

化学放射線治療が主体となった現在では、頸部の制御率が向上

し、治療後の画像評価により頸部郭清をするかどうかを判断す

ることが多くの施設で受け入れられている。CT、MRI、PET-
CTを用いて評価するが、PET-CTにて評価する場合、放射線

治療後12週後に行うことで最も偽陰性率を下げられるとされ

ている。NCCNガイドラインに放射治療後の頸部評価のアル

ゴリズムが掲載されている。これによると、治療後4-8週の間

に臨床的に残存が疑われれば画像評価を行い、残存が確かめら

れれば頸部郭清を行う。臨床的にCRの場合、12週後にPETを
行いその評価で頸部郭清をするかどうか判断する。PE-CTが
できない場合は、 6 週後にCTもしくはMRIにて評価するのが

よいとされている。

4 ．まとめ

下咽頭がんに限らず、頸部リンパ節転移に対する対応として

は、基本的に頸部郭清術となる。今まで述べてきたように、郭

清の範囲、時期、後治療についてはある程度の治療指針が確立

されつつある。しかし、検討すべき項目も多く、更によりよい

治療指針を確立していくためには、多施設共同前向き臨床試験

を行っていく必要があると考える。
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４．プロジェクト研究（共同研究費）

＜研究課題　１＞

免疫療法の標的となる卵巣がん抗原の検索

Identification of new ovarian cancer-associated antigens 
and their evaluation for immunotherapy 

＜研究者氏名＞

腫瘍免疫学部　山田英里

共同研究者　岡村文子、葛島清隆、近藤紳司、中西　透

細胞傷害性Tリンパ球(CTL)表面のT細胞抗原受容体(TCR)
は、標的細胞表面にあるHLAと抗原由来のペプチドを複合体

として認識する。がん抗原を特異的に認識するCTLの標的抗

原の同定は免疫療法の構築において必須である。本研究では、

卵巣がんに発現する新規のがん抗原の同定を目的とした。

卵巣明細胞がんから樹立されたTOV21G細胞のHLA発現を

short interfering (si)RNAで一時的に抑制した。コドン変換に

よってsiRNA耐性となったHLA-A*24:02をレンチウイルスベ

クターで導入し、HLA-A*24:02のみ発現するTOV21G細胞を

抗原提示細胞として使用した。この細胞とHLA-A*24:02を保

有する健常人末梢血CD8陽性Tリンパ球を、サイトカインの存

在下で共培養しCTL株を樹立した。さらに限界希釈法でCTL
クローンを得た。HLA-A*24:02導入TOV21G細胞を傷害し、

正常細胞を傷害しないクローンを選別した。TOV21G細胞の

mRNAからcDNAライブラリーを作製した。各プラスミッド

をHLA-A*24:02導 入293T細 胞(HLA-A*02:01, HLA-B*07:02, 
HLA-Cw*07:02を発現)にトランスフェクションしCTLクロー

ンと共培養後、上清中のインターフェロンγを指標に標的遺伝

子を探索した。遺伝子短縮法や合成ペプチドを用いてエピトー

プペプチドを決定した。

CTLクローンAは、HLA-A*24:02を導入したTOV21G細胞

とKOC7C細胞に反応するため、卵巣がんに共通して発現す

る抗原に特異的であると考えられた。標的とする抗原として

RNA binding motif protein 4 (RBM4) を同定し、9アミノ酸

からなるエピトープペプチドVRTPYTMSYを決定した。とこ

ろがこのペプチドは293T細胞に導入したHLA-A*24:02ではな

く、293T細胞がもとから保有するHLA-Cw*07:02によって提

示されていることが明らかになった。誘導に用いたCD8陽性T
リンパ球のドナーはHLA-Cw*07:02を保有していなかった。

CTLクローンAは、自己のHLA-A*24:02拘束性に抗原X(現
在までのところ同定できず)を認識するのに加えて、交差反応

性にアロ抗原であるHLA-Cw*07:02上に提示されているRBM4
由来のペプチドも認識していると考えられる。TCRレパトア

の一部には、このような交差アロ反応を有するものが含まれて

いることが知られている。近年、特定のHLA上のがん抗原ペ

プチドを認識するTCR遺伝子を導入したリンパ球輸注療法が

臨床応用されつつある。その際に、導入されたTCRが目的の

HLA上のペプチドを認識すると同時に、患者が持つ他のHLA
に対して予期せぬアロ反応を惹起する可能性が示唆された。

＜研究課題　２＞

悪液質の診断基準の確立を目指した予備研究

＜研究者氏名＞

分子病態学部　小島　康

共同研究者　田近正洋、原　和生、丹羽康正、

　　　　　　　青木正博

がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋

肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が

ん患者の Performance Status(PS)、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん患者の20
～30％は、悪液質が直接の死因で死亡していると推定されて

いる。臨床的に重要であるにもかかわらず悪液質の病態解明は

遅れており、治療法も殆ど進歩していない。悪液質研究の最大

の課題として、悪液質という疾病定義や診断基準が確立されて

いないことが挙げられる。2011年に、専門家により、 6 ヶ月

以上にわたる進行性の 5 ％以上の体重減少を悪液質とすると

いう提案がなされたが（Lancet Oncology, 2011）、依然として

悪液質の定義は定まっていない。本研究では、大腸がんマウス

モデルと臨床症例の解析から消化器がんの悪液質に特徴的な客

観的、定量的所見の同定を試みている。

＜大腸がんマウスモデルを用いた解析＞

大腸がんマウスモデルのApc変異マウスとApc/Smad4複合

変異マウスがヒトの悪液質に極めて類似した病態を呈する。

Apc変異マウスでは約20週齢から、Apc/Smad4変異マウスで

は14週齢から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕死の状

態に至る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎縮、白色

脂肪組織の萎縮、脾腫が特徴的である。

平成25年度は、Apc変異マウスとcis-Apc/Smad4複合変異マ

ウスの腫瘍組織、肝臓、筋肉、血漿を経時的に採材し、慶應義

塾大学先端生命科学研究所曽我朋義教授との共同研究として代

謝産物の網羅的一斉解析を行った。特に腫瘍組織と肝臓に関し

て、特徴的な代謝変化を認め、現在その詳細に関して各種方法

で検証を行っている。

＜臨床症例を用いた解析＞

臨床上、骨格筋の萎縮はCT、MRIにより体系的に評価する

ことができる。実際、悪液質では、第 3 腰椎周囲の体幹筋を

CTで評価することにより骨格筋萎縮の評価が可能であること

が既に報告されている。消化器がんの悪液質に関する解析は、

欧米のグループを中心に行われているため、アジア人患者を対

象にした解析は殆ど行われていない。

画像解析ソフト、SliceOmaticを用いて、HERPACCデータ

ベースから抽出した非がん患者61名、胃がん患者44名、大腸

がん患者138名の第 3 腰椎レベルのCT画像を解析して、骨格

筋量、骨格筋平均CT値、皮下脂肪量、内臓脂肪量を試みた。

最終的に、非がん患者22名、胃がん患者34名、大腸がん患者
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64名のデータを取得することができた。現在、それらのデー

タセットに臨床情報を付加して統計学的解析を行っている。

＜今後の方針＞

本研究プロジェクトにて、大腸がんモデルマウス実験系、臨

床症例を用いた解析とも基礎的データを取得することに成功し

た。特に大腸がんモデルマウスに関しては、この予備研究によ

り得られたデータをさらに詳細に解析し検証することにより、

大腸がんに伴う悪液質に特徴的な客観的・定量的所見の同定に

つながることが期待される。

＜研究課題　３＞

ＦＤＧ－ＰＥＴ/ＣＴのＨＤ法とＯＳＭ法による画像診断能

力の検討

Comparison of the ability for diagnosis of FDG-PET/CT 
between HD method and OSEM method.

＜共同研究者＞

所　属　部　　頭頸部外科部

研究代表者　　鈴木秀典

共同研究者　　長谷川泰久、中西速夫

＜研究成果（経過）＞

癌診断の日常診療で一度に全身を診断できる特性と高い診断

能からFDG-PET/CTは、我々も重複癌診断能を報告してきた

が更なる診断能の向上が望まれる。我々は、FDG-PET/CT検
査の解析法として２−DのOSEM法で行ってきたが、今後３−D
のHD法による診断能の向上が期待される。現在各解析法の詳

細な比較検討は行われておらず、今回頭頸部癌症例でOSEM
法とHD法の診断能力の違いを臨床的評価や病理学評価を行い

更なるFDG-PET/CTの診断能向上を目指すことを目的とした。

FDG-PET/CTの診断能は、頭頸部扁平上皮癌の原発巣や頸

部リンパ節転移に対しての感度や特異度が、我々（Detection 
of FDG-PET and FDG-PET/CT in head and neck squamous 
cell carcinoma, Nippon Jibiinkoka Gakkai Kaiho, 2007, 
Suzuki h et al.）や他の研究者が過去に報告したように80−
90％と非常に高いという背景がある。したがって元々感度や

特異度の高い部位では、両者の比較をしても診断能の差が検知

できないことを放射線診断医との研究実施計画の協議によっ

て予想された。そこで、過去に我々が報告した頭頸部中下咽

頭扁平上皮癌初診時の同時上部消化管癌T1病変の感度がFDG-
PET/CTにおいて0％であったことに着目した。（Limitations
　of FDG-PET and FDG-PET with computed tomography 
for detection synchronous cancer in pharyngeal cancer, Arch 
Otorhinolaryngol Head Neck Surg, 2008, Suzuki h et al）以

上の背景から、頭頸部中下咽頭癌における同時上部消化管癌の

診断能を標的とし、当院での上部消化管内視鏡検査後の病理検

査結果と東名古屋放射線診断クリニックでのFDG-PET/CTの
診断結果とを比較した上で、OSEM法とHD法の比較検討をす

ることを研究手法とした。

2008年１月から2013年８月までに当院頭頸部外科に初診

中下咽頭扁平上皮癌と診断され当院で上部消化管内視鏡検査

をうけ、かつ東名古屋放射線診断クリニックでFDG-PET/CT
の検査をうけた126名と既報のOSEM法にてFDG-PET ／ CT
を施行された43名を対象とした。主要な結果として頸胸部食

道重複扁平上皮癌26名が診断され、OSEM法にては4名中0名
（0％）とだれも異常集積を診断されず、HD法にては22名中13
名（59.1％）が異常集積を診断可能であった。χ2乗検定にて

HD法にてFDG-PET/CTにて異常集積が有意に指摘された結果

であった。これらを2013年第155回日本耳鼻咽喉科学会東海地

方部会連合会や2014年東海頭頚部腫瘍研究会にて口演発表し

た。

＜研究課題　４＞

加齢性EBウイルス関連リンパ増殖性疾患の分子標的治療の

確立をめざした病態解析

Investigation for molecular pathogenesis of age-
related EBV-positive B-cell lymphoproliferative disorders: 
Establishment of molecular target therapy

＜研究者氏名＞

所　属　部：血液・細胞療法部

研究者氏名：加藤春美

共同研究者：山本一仁、木下朝博、瀬戸加大

＜背景・目的＞

びまん性大細胞型B細胞リンパ腫（DLBCL）は、悪性リン

パ腫の中で約 4 割を占める最多の病型である。多様な亜群に分

類されるが、加齢性EBV関連B細胞性リンパ増殖性疾患（AR-
EBVLPD）は2008年WHO分類で新たにDLBCLの亜分類とし

て定義付けられた。難治性リンパ腫に属すると考えられている

AR-EBVLPDについて、本研究では、AR-EBVLPDの分子標

的治療薬の開発を目的に病態解析を行った。

＜方法および結果＞

マイクロアレイを用いた網羅的遺伝子発現解析手法を用い

て、 5 例のAR-EBVLPD（EBV陽性DLBCL）および 7 例の

EBV陰性DLBCLの臨床検体を用いた遺伝子発現レベルによる

２群の比較検討をおこなったところ、AR-EBVLPDに特徴的な

パスウェイとして、JAK-STATシグナル経路およびNF-kB経路

に関する遺伝子群がAR-EBVLPDの症例で高発現していた。こ

れらの結果を検証するために、in-vitroの実験として、GCBタ

イプのDLBCL ２細胞株(SUDHL6とOCI-Ly7)とABCタイプの

DLBCL １細胞株(OCI-Ly3)を用いてEBVを感染させ、EBV感

染前後での比較をおこなったところ、EBV陽性細胞株でJAK-
STATシグナル経路およびNF-kBシグナル経路に関する遺伝子

群が発現上昇していた。タンパク発現レベルでの確認を行うた

めに、ウェスタンブロット法およびEMSA（Electrophoretic 
mobility shift assay）法を用いてEBV感染DLBCL細胞株と

EBV非感染DLBCL細胞株での比較を行ったところ、EBV感染

DLBCL細胞株でSTAT3およびNF-kBの活性化の上昇が確認さ

れた。さらに臨床検体を用いてリン酸化STAT3抗体（p-STAT3）
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を用いて免疫染色を行ったところ、AR-EBVLPDの症例では、

DLBCLと比較してSTAT ３が高頻度に活性化していること

が示された[p-STAT3陽性率 AR-EBVLPD: 80.0%, (n=20/25) 
vs. EBV-negative DLBCL: 38.9% (n=14/36)]。（Kato H et al. 
Cancer Sci. 2014;105:537）

＜結果＞

AR-EBVLPDでは、JAK-STATシグナル経路およびNF-kB
経路が活性化していることが示された。AR-EBVLPD症例に

おいて、これらのシグナルパスウェイを標的とした治療法が応

用されうる可能性が示唆された。
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名誉総長

001 Nimura Y : An advanced HCC with intravascular tumor 
thrombus - Tumor necrosis after selective hepatic 
arteriography. Turkish Hepatopancreatobiliary Surgery 
Association, 2013, (Istanbul, Turkey), [Symposium]

002 Nimura Y : Surgical challenges to hilar cholangiocarcinoma 
- the past and present.  The 2nd International Congress 
of Hepatobiliary and Pancreatic Surgery & Minimally 
Invasive Surgery, 2013, (Hangzhou, China), [Lecture]

003 Nimura Y : Current treatment strategy for perihilar 
cholangiocarcinoma. 10th Congress of European-African 
Hepato Pancreato Biliary Association, 2013, (Belgrade, 
Serbia), [Lecture]

004 Nimura Y : Pre-operative assessment - determining 
operability / cholangitis. 10th Congress of European-
African Hepato Pancreato Biliary Association, 2013, 
(Belgrade, Serbia), [Symposium]

005 Nimura Y : Arterial resection for hilar cholangiocarcinoma. 
10th Congress of European-African Hepato Pancreato 
Bil iary Association,  2013,  (Belgrade,  Serbia) , 
[Symposium]

006 Nimura Y : Techniques of bilio digestive anastomosis. 
10th Congress of European-African Hepato Pancreato 
Biliary Association, 2013, (Belgrade, Serbia), [Round-
table]

007 Nimura Y : Surgical planning and techniques of radical 
resection of hilar cholangiocarcinoma. The 17th Surgery 
Conference of Chinese Medical Association, 2013, (Xi’
an, China), [Lecture]

008 Nimura Y : Surgical challenges to biliary cancers. 11th 
World Congress of the International Hepato-Pancreato-
Biliary Association, 2014, (Seoul, Korea), [Lecture]

009 二村雄次：創始と継志：胆道癌外科の創始－悪戦苦闘. 第
113回日本外科学会定期学術集会, 2013, (福岡), [記念講演]

010 二村雄次：がん治療の最前線から. 一宮中日文化センター

　　特別講演会, 2013, (一宮), [特別講演]
011 二村雄次：柔道による頭部外傷の実態と司法判断. 第41回

日本小児神経外科学会, 2013, (大阪), [教育講演]
012 二村雄次：胆道癌手術の過去・現在・未来. 第25回日本肝

胆膵外科学会学術集会, 2013, (宇都宮), [特別企画]
013 二村雄次：胆道癌への外科の挑戦：その軌跡と次世代への

メッセージ. 第68回日本消化器外科学会総会, 2013, (宮崎), 
[教育講演]

014 二村雄次：がん医療の最前線. 豊橋座談倶楽部講演会, 
2013, (豊橋), [特別講演]

総長

001 木下　平：胃癌肝転移切除例に関する他施設共同研究. 第
113回日本外科学会定期学術集会, 2013, (福岡), [ワーク

ショップ]  
002 木下　平：胃癌の診療ガイドラインと外科治療. 中日文化

センター　愛知県がんセンター提携講座第2回, 2013, (名
古屋), [講演]

003 木下　平：今後のがん対策の展望と愛知県がんセンター

の未来. 第10回豊田加茂外科医会学術講演会, 2013, (豊田), 
[特別講演] 

004 木下　平：がん医療の進歩－地域からの発信－. 栃木県立

がんセンターオープンキャンパス　講演会, 2013, (宇都

宮), [特別講演] 
005 木下　平：レジデント修了30年後の私. 第21回国立がん研

究センター医局同窓会, 2014, (東京), [特別講演]
 

第２章　研究発表関係

１.　学会等における研究発表テーマ調べ（名誉総長・総長）
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消化器内科部

001 Kazuo Hara  :  EUS-HGS : Really safe?. BONA 
SUMMIT, 2013,(韓国),[講演]

002 Tanaka T, Tajika M, Kondo S, Yamao K, Mizuno 
N, Hara K, mu Hijioka S, Imaoka H, Nagashio Y, 
Hasegawa T, Obayashi T, ide Shinagawa A, Sekine 
M, Goto H, Niwa Y：Prospective evaluation of flexible 
spectral imaging color enhancement (FICE) endoscopy 
using a transnasal endoscope for detecting pharyngeal 
and esophageal cancer. DDW, 2013,(Orland, Florida),[ポ
スター ]

003 Mizuno N, Valle JW, Furuse J, Jitlal M, Beare S, 
Wasan H, Bridgewater J, Okusaka T : Cisplatin and 
gemcitabine for advanced biliary tract cancer: a meta-
analysis of two randomised trials. Annual Meeting of 
American Society of Clinical Oncology (ASCO), 2013, 
(Chicago, IL, USA),[ポスター ]

004 Kazuo Hara : EUS screening. 2013 10th Beijing 
International Digestive Disease Forum, 2013,(北京),[口演

とライブ]
005 Kazuo Hara : Techniques of EUS-BD. T-CAP 2013,2013, 

(東京),[講演]
006 Mizuno N : Role of CD133 in amelioration of fibrosis 

of type 1 autoimmune pancreatitis. The International 
Pancreatic Research Forum (IPRF), 2013, (Sendai),[口演]

007 Mizuno N, Naga shio Y, Yamao K : Is cyst fluid 
examination useful for selecting surgical candidate? Cons 
: Symposium IX : Controversies in Clinical Pancreatology 
I: Pancreatic Cystic Disease Diagnostic performance 
of cyst fluid analysis and cytology in pancreatic cystic 
lesions. Joint Meeting of the International Association 
of Pancreatology and the Korean Pancreatobiliary 
Association 2013, 2013,(Seoul, Korea),[シンポジウム]

008 Niwa Y, Ishihara M, Tajika M, Tanaka T, Yamao 
K : Endoscopic submucosal resection for remnant early 
gastric cancer . 23rd World Congress of the International 
Association of Surgeons, Gastroenterologists and 
Oncologists, 2013, (Bucharest), [口演]

009 Niwa Y, Tajiri M, Ishihara M, Tanaka T, Yamao 
K : Long-term outcomes of endoscopic submucosal 
dissection for superficial esophageal cancer. 23rd 
World Congress of the International Association of 
Surgeons, Gastroenterologists and Oncologists,2013, 
(Bucharest),[口演]

010 Okusaka T, Ueno M, Omuro Y, Isayama H, 
Fukutomi A, Ikeda M, Mizuno N,  Fukuzawa K, 
Hyodo I, Boku N : A Randomized Phase II Study of 
S-1 plus Leucovorin versus S-1 alone in Patients with 

Gemcitabine-Refractory Advanced Pancreatic Cancer. 
ESMO 2013, 2013,(Amsterdam, Netherland),[ポスター ]

011 Furuse J, Ishii H, Ohkawa S,  Sasaki Y, Maguchi H, 
Mizuno N, Ohashi Y,  Tsunoda T : Phase II open-label 
single-arm trial of combining the epitope peptide derived 
from Vascular Endothelial Growth Factor Receptor-2 
with gemcitabine for patients with unresectable 
biliary tract cancer: OTS102 Study202. ESMO , 2013, 
(Amsterdam, Netherland),[ポスター ]

012 Kazuo Hara : EUS-CDS for inoperable malignant lower 
biliary tract obstruction. SGI 2013,2013.(ソウル),[口演]

013 Susumu Hijioka : EUS –guided choledochoduodenostomy 
for malignant lower biliary tract obstruction : Single 
center experience of 81 cases. Taiwan DDW, 2013,(台
北),[口演]

014 Mizuno N, Hara K, Yamao K : Role of endoscopic 
ultrasonography (EUS) in differential diagnosis of type 1 
and type 2 autoimmune pancreatitis (AIP). JDDW, 2013, 
(東京), [シンポジウム]

015 Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Mizuno N, Hara 
K, Hijioka S, Imaoka M, Nagashio Y, Sekine M, 
Fujiyoshi T, Tsutsumi H, Sakamoto Y, Sato T, Yogi 
T, Bhatia V, Yamao K, Niwa Y : The risk of adenomas 
and carcinomas in the ileal pouch and rectum after 
surgical treatment in patients with familial adenomatous 
polyposis. UEGW, 2013, (Berlin) , [ポスター ]

016 Niwa Y, Ohbayashi T, Tajika M, Tanaka T, 
Ishihara M, Goto H, Yamao K, Mizuno N, Hara K, 
Hijioka S, Imaoka H : HER2 Heterogeneity in gastric 
cancer; the comparison between biopsy and resected 
specimens. UEGW, 2013, (Berlin), [ポスター ]

017 Sekine N, Imaoka H, Mizuno N, Hara K, Hijioka 
S, Yamao K  : Retrospective study of diagnostic 
performance of EUS-FNA and clinical course for gastric 
gastrointestinal stromal tumors (GISTs) of less than 20 
mm. SGI, 2013,(韓国),[ポスター ]

018 Kenji Yamao, Kazuo Hara, Susumu Hijioka, 
Nobumasa Mizuno, Hiroshi Imaoka, Masanari 
Sekine, Reiko Ashida : Interventional EUS for 
Pancreatic Canser. AIDDS,2013,(Korea),[講演]

019 Imaoka H, Sekine M : Endoscopic ultrasound-guided 
fine-needle aspiration : A technical review. 新華医院学

会,2013,(上海),[講演]
020 Kazuo Hara : EUS-BD. ASIAN EUS GROUP“TRAIN-

THE-TRAINER”EUS COURSE, 2013,(神奈川),[特別講演

とライブ]
021 Kazuo Hara : Troubleshooting of EUS-HGS. Asian 

Pancreato-biliary Endoscopist Future Forum, 2013,(東
京),[シンポジウム]

2.　学会等における研究発表テーマ調べ（病院）
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022 S u s u m u  H i j i o k a  :  I n t e r v e n t i o n a l  E U S  i n 
p a n c r e a t u b i l i a r y  d i s e a s e .  E U S  C o r s e , 2 0 1 4 , 
(Ekaterinburg),[ライブ・講演]

023 K Hara, S Hijioka, K Yamao  :  EUS-CDS for 
malignant lower biliary tract obstruction. JDDW,2013, 
(東京),[シンポジウム]

024 肱岡　範 : 膵内分泌腫瘍の診断と治療. ノバルティス社内講

演会, 2013,(名古屋),[講演]
025 肱岡　範 : 胆道ドレナージのすべて. ボストン東海特約店講

習会, 2013,(名古屋),[講演]
026 原　和生 : 肝門部はこう攻めろ. 第85回日本消化器内視鏡

学会総会, 2013,(京都),[サテライトシンポジウム]
027 山雄健次 : 膵腫瘍におけるEUS-FNAの有用性 - pNETを中

心に - . 第85回日本消化器内視鏡学会総会,2013,(京都),[講
演]

028 永塩美邦, 肱岡　範, 原　和生 : 膵嚢胞性病変の鑑別診断

における嚢胞液分析・細胞診の臨床的意義. 第85回日本消

化器内視鏡学会総会, 2013,(京都),[ワークショップ]
029 原　和生 : EUSガイド下治療全国登録. 第85回日本消化器

内視鏡学会総会, 2013,(京都),[口演]
030 原　和生 : EUS-BD標準化に向けて. 第85回日本消化器内

視鏡学会総会,2013,(京都),[口演]
031 原　和生，肱岡　範，山雄健次 : 切除不能中下部悪性胆管

狭窄に対する超音波内視鏡下胆管十二指腸吻合術(EUS-
guidedcholedochoduodebostomy:EUS-CDS)のコツ. 第85
回日本消化器内視鏡学会総会, 2013,(京都),[シンポジウム]

032 田近正洋，丹羽康正，近藤真也，田中　努，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，大林友彦，永塩美邦，長谷川

俊之，品川秋秀，関根匡成，坂口将文，吉澤尚彦，山雄健次：

家族性大腸腺腫症患者の大腸切除術後の残存腸管の観察お

よび治療における工夫. 第85回日本消化器内視鏡学会総会, 
2013.(京都),[一般講演]

033 関根匡成, 原　和生, 山雄健次 : "20mm未満の胃GISTに
対する臨床的取扱いとEUS-FNAの位置づけ". 第85回日本

内視鏡学会総会, 2013.(京都),[ワークショップ]
034 坂口将文，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田

近正洋，近藤真也，田中　努，永塩美邦，長谷川俊之，品

川秋秀，大林友彦，関根匡成，吉澤尚彦，石原健二，丹羽

康正，山雄健次 : 膵腫瘤に対するRepeated EUS-FNAの有

用性. 第85回日本消化器内視鏡学会総会, 2013,(京都),[ポス

ター ]
035 肱岡　範 : How do you diagnosis?GB wall thincking. 第

85回日本内視鏡学会総会meet the prof, 2013,(京都),[口演]
036 肱岡　範 : 膵内分泌腫瘍のEUSによる診断. 北海道MIT研

究会, 2013,(札幌),[講演]
037 山雄健次, 原　和生, 水野伸匡, 肱岡　範, 今岡　大 : 胆

膵疾患に対する超音波内視鏡の役割. 第37回日本消化器内

視鏡学会セミナー ,2013,(京都),[講演]
038 田中　努，田近正洋，石原　誠，山雄健次，水野伸匡，原

和生，肱岡　範，今岡　大，大林友彦，丹羽康正：異所性

胃粘膜に発生した食道線癌の１例．第220回日本内科学会

東海地方会，2013,(名古屋)，[一般演題]

039 堤　英治，田中　努，田近正洋，石原　誠，山雄健次，水

野伸匡，原　和生，肱岡　範，今岡　大，永塩美邦，関根

匡成，與儀竜治，藤吉俊尚，佐藤高光，坂本康成，丹羽康正：

S-1/CDDP 併用化学療法にて組織学的完全寛解が得られた

進行胃癌の１例．第118回日本消化器病学会東海支部例会，

2013,(浜松),[一般演題]
040 藤吉俊尚，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原

和生，肱岡　範，今岡　大，大林友彦，関根匡成，永塩美

邦，與儀竜治，堤　英治，佐藤高光，坂本康成，山雄健次，

丹羽康正 : ESD後に根治化学放射線療法を追加したにも関

わらず早期に再発し死亡した表在食道癌の１例．第118回
日本消化器病学会東海支部例会,2013,(浜松),[一般演題]

041 原　和生 : Interventional EUS. 第11回神奈川胆膵癌研究

会, 2013,(神奈川),[特別講演]
042 原　和生 : Interventional EUS, 基礎から応用まで. 三重胆

膵治療研究会, 2013,(津),[特別講演]
043 関根匡成，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，與儀

竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，坂本康成，林　彦

至，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，谷田部　恭，藤本正夫，

山雄健次 : 粘膜下腫瘍の形態を呈した胆嚢悪性リンパ腫の

１例. 第14回臨床消化器病研究会, 2013,(東京),[一般演題]
044 山雄健次 : 一般演題　膵癌診断1. 第44回日本膵臓学会大

会,2013,(仙台),[座長]
045 山雄健次 : ランチョンセミナー　膵癌の新たな治療戦略を

求めて～ ASCO2013updateとEPA含有栄養剤のClinical 
Stydy ～ . 第44回日本膵臓学会大会,2013,(仙台),[座長]

046 水野伸匡，原　和生，肱岡　範，今岡　大，清水泰博，山

雄健次 : シンポジウム3「自己免疫性膵炎の新たな展開：自

己免疫性膵炎の国際コンセンサス基準と改訂診断基準2011
の検証」自己免疫性膵炎(AIP)新旧診断基準の検証と本邦

における2型AIPの実態. 第44回日本膵臓学会大会, 2013,(仙
台),[シンポジウム]

047 肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，永塩美邦，関

根匡成，清水泰博，佐野　力,千田嘉毅，細田和貴，丹羽康正，

山雄健次 : IPMC微小浸潤癌の臨床病理学的検討. 第44回日

本膵臓学会, 2013,(仙台),[ポスター ]
048 関根匡成，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，近藤真也，田中　努，永塩美邦，長谷

川俊之，大林友彦，品川秋秀，坂口将文，吉澤尚彦，石原

健二，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，谷田部　恭，細田

和貴，山雄健次 : 壁在結節を伴わないIPMN上皮内癌2例の

検討. 第44回日本膵臓学会大会, 2013,(仙台),[ポスター ]
049 永塩美邦，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，長

谷川俊之，品川秋秀，関根匡成，丹羽康正，清水泰博，山

雄健次 : EUS-FNAによる膵腫瘤の診断診ー診断能と正診

率に及ぼす因子の検討から見えてくるものー . 第44回日本

膵臓学会大会, 2013,(仙台),[トピックスセッション]
050 原　和生，永塩美邦，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，関

根匡成，田中　努，田近正洋，丹羽康正，清水泰博，山

雄健次 : 画像検査にて膵漿液性嚢胞腫瘍(SCN)と鑑別困難

であった膵管癌の1例. 第44回日本膵臓学会大会, 2013,(仙
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台),[ポスター ]
051 原　和生 : 膵癌術前EUS-FNAの現状について. 第1回消化

器癌セミナー , 2013,(名古屋),[一般演題]
052 関根匡成 : 初心者が初心者に教えるEUS-FNA施設の教育

法も含めて. 第12回FNAクラブ, 2013.(東京),[一般演題]
053 原　和生 : EUS-FNAの教育と普及に向けて. 第12回 FNA-

Club Japan, 2013,(東京),[司会]
054 山雄健次，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，今岡　大，清

水泰博，谷田部　恭，細田和貴，越川　卓 : 胆膵疾患に対

するEUS-FNA. 第7回診断病理サマーフェスト,2013,(京
都),[講演]

055 田近正洋，丹羽康正，近藤真也，田中　努，水野伸匡，原

和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次 : cStage I食道癌の

MM以深におけるEMRとESDの治療成績の比較検討. 第11
回日本臨床腫瘍学会総会, 2013,(仙台),[一般演題]

056 肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田近正洋，田

中　努，丹羽康正，山雄健次 : アフィニトールによる間質

性肺炎を惹起するも継続治療できている症例. 第11回日本

臨床腫瘍学会, 2013,(仙台),[ポスター ]
057 山雄健次 : イブニングセミナー　みなさんと考える今後の

膵癌の治療. 第59回日本消化器画像診断研究会,2013,(尾
道),[座長]

058 肱岡　範 : シンポジウム14がん患者さんを多職種でサポー

トする. 第7回緩和医療薬学会年会, 2013,(幕張),[司会]
059 肱岡　範 : 経口抗がん剤治療患者の多職種間連携における

医師の果たすべき役割. 第7回緩和医療薬学会年会, 2013, 
(幕張),[シンポジウム]

060 肱岡　範，原　和生，山雄健次 : Spybiteを用いた胆道癌に

対する経乳頭的胆管マッピング生検のコツと成績. 第48回
胆道学会, 2013,(千葉),[ビデオシンポジウム]

061 原　和生，肱岡　範，山雄健次 : 中下部悪性胆道狭窄に対

するEUSガイド下胆管十二指腸吻合術の検討. 第49回日本

胆道学会学術集会, 2013,(千葉),[シンポジウム]
062 山雄健次 : シンポジウム1　「胆道ドレナージの現状と新た

な展開」. 第49回日本胆道学会学術集会,2013,(浦安),[司会]
063 関根匡成，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，與儀 

竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，坂本康成，林　彦

至，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，谷田部　恭，細田和貴，
山雄健次 : 脈管浸潤の評価に対する超音波内視鏡（EUS）
の有用性. 第49回日本胆道学会学術集会, 2013,(千葉),[一般

演題]
064 肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田近正洋，田

中　努，石原　誠，丹羽康正，山雄健次 : NECの臨床病

理学的検討. 第 1 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会, 
2013,(京都),[ポスター ]

065 原　和生 : Interventional　EUS. 東京FNAクラブ,2013, 
(東京),[特別講演]

066 肱岡　範，原　和生，山雄健次 : EUS-CDSのコツとピット

フォール. 第84回内視鏡学会総会, 2013,(東京),[ビデオシン

ポジウム]
067 原　和生 : Endoscopic Intervention of pancreato-biliary 

disease. IVR懇話会,2013,(名古屋),[特別講演]
068 今岡　大，水野伸匡，山雄健次 : 切除不能進行膵癌に対す

るGEM+erlotinib併用化学療法における,皮疹の治療効果予

測因子としての検討　ー当院での治療成績とメタアナリシ

スー . 第55回JDDW, 2013,(東京),[パネルディスカッション]
069 関根匡成，原　和生，清水泰博 : 悪性胆道疾患の脈管浸

潤に対する超音波内視鏡（EUS）の有用性. JDDW2013, 
2013,(東京),[ワークショップ]

070 田中　努，田近正洋，近藤真也，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，永塩美邦，長谷俊之，大林友彦，品川 

秋秀，関根匡成，山雄健次，丹羽康正 : Barrett食道表在癌

に対する治療方針の検討. JDDW,2013,(東京),[ポスター ]
071 田近正洋，丹羽康正，近藤真也，田中　努，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，永塩美邦，長谷川俊之，大林

友彦，品川秋秀，関根匡成，坂口将文，吉澤尚彦，山雄健

次 : 食道表在癌に対するEMRとESDの治療成績の検討. 第
55回日本消化器病学会大会, 2013,(東京),[ポスター ]

072 肱岡　範, 原　和生, 水野伸匡 : 壁肥厚はworriesome 
featureか？ . JDDW, 2013,(東京),[パネルディスカッション]

073 小室泰司，上野　誠，奥坂拓志，伊佐山浩通，福冨　晃，

池田公史，水野伸匡，福澤謙吾，兵頭一之介，朴　成和 
: ゲムシタビン耐性膵癌患者を対象としたS-1/LV併用療

法S-1療法のランダム化比較試験. 第51回日本癌治療学会, 
2013,(京都),[口演]

074 肱岡　範 : 膵内分泌腫瘍に対するmTOR阻害薬の位置づけ

～How to use it～ . 第51回日本癌治療学会, 2013,(京都),[イ
ブニングセミナー ]

075 原　和生 : 超音波内視鏡に関する最近の話題. 第2回NEXT 
Endoscopic Forum, 2013,(沖縄),[特別講演]

076 中泉明彦，山雄健次 : グローバルアジアフォーラム　

Cytology Quality Imporovement :  Hepatobiliary System 
and Pancreas. 第52回日本臨床細胞学会秋期大会,2013,(大
阪),[座長]

077 肱岡　範 : 当科における膵腫瘤に対するEUS-FNAの検体

採取法. 第52回日本臨床細胞学会, 2013,(大阪),[基調講演]
078 山雄健次 : 膵がん :　最新の診断方法とは？ . 第102回日本

消化器病学会,2013,(宮崎),[特別講演]
079 肱岡　範 : 消化管に対する内視鏡的アプローチ. 第12回日本

インターベンショナルラジオロジー学会, 2013,(名古屋),[講演]
080 原　和生 : EUS-FNA　ハンズオンセミナー . オリンパス　

EUS-FNAハンズオンセミナー , 2013,(東京),[座長]
081 原　和生 : 科学的根拠に基づく膵癌診療ガイドライン”改

定のポイントと胆道癌に関する最新の話題. 名古屋　胆膵

懇話会,2013,(名古屋),[講演]
082 山雄健次 : 日本における膵・消化管神経内分泌腫瘍ガイド

ラインの紹介. NET Expert Seminar,2013,(横浜),[講演]
083 肱岡　範 : "NET Education Seminar in Aichi～内科的治療

膵NETを中心に～ ". 愛知NET研究会, 2013,(名古屋),[講演]
084 原　和生 : 膵・消化管神経内分泌腫瘍（NET）診療ガイド

ラインについて. 第1回愛知educational NETセミナ,2013, 
(名古屋),[講演]

085 山雄健次 : EUS-FNA　今昔. 第10回肝胆膵画像病理研究
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会,2013,(津),[講演]
086 山雄健次 : 膵・胆のEUS-FNA　消化器内視鏡医が病理診

断および病理医・細胞診検査士に求めること. 第63回日本

病理学会近畿支部学術集会,2013,(京都),[特別講演]
087 與儀竜治，田近正洋，丹羽康正 : 当院で経験した潰瘍性大

腸炎に合併したColitic cancerの検討. 第119回日本消化器

病学会東海支部例会, 2013,(名古屋),[シンポジウム]
088 肱岡 範 : WHO2010分類におけるNECの臨床病理学的検

討. 第9回NETWork Japan,2014,(福岡),[一般演題]
089 肱岡　範 : 膵癌の診断から薬物治療の最前線～多職種で膵

癌と闘う～ . 薬剤師セミナー ,2014,(名古屋),[講演]
090 山雄健次 : 達人に学ぶ基礎と応用テクニック. 第2回神奈川

県胆膵エキスパートセミナー ,2014,(横浜),[特別講演]
091 山雄健次 : Interventional EUS-FNA からEUSガイド下治

療まで. 第78回比叡山画像カンファレンス,2014,(京都),[特
別講演]

092 肱岡　範 : 膵臓Ⅲ. 第60回日本消化器画像診断研究会,2014, 
(東京),[座長]

093 肱岡　範 : EUSの実技指導および膵癌の診断治療. 研修会

（長崎県対馬いづはら病院),2014,(対馬),[講演]
094 山雄健次 : State-of-the-Lecture1 「EUS FNA - a new era 

in EUS guided tissue acquisition. 第13回国際消化器内視

鏡セミナー ,2014,(横浜),[司会・ライブ]

内視鏡部

001 Tanaka T, Tajika M, Kondo S, Yamao K, Mizuno 
N, Hara K, Hijioka S, Imaoka H, Nagashio Y, 
Hasegawa T, Obayashi T, Shinagawa A, Sekine 
M, Goto H, Niwa Y : Prospective evaluation of flexible 
spectral imaging color enhancement (FICE) endoscopy 
using a transnasal endoscope for detecting pharyngeal 
and esophageal cancer. DDW2013, (Orland), [ポスター ]

002 Niwa Y, Ishihara M, Tajika M, Tanaka T, 
Yamao K :  Endoscopic  Submucosal  Resection 
for Remnant Early Gastric Cancer . 23rd World 
Congress of the International Association of Surgeons, 
Gastroenterologists and Oncologists, 2013, (Bucharest), 
[口演]

003 Niwa Y, Tajika M,  Ishihara M, Tanaka T, Yamao 
K：Long-term outcomes of endoscopic submucosal 
dissection for superficial esophageal cancer. 23rd 
World Congress of the International Association of 
Surgeons, Gastroenterologists and Oncologists,2013,( 
Bucharest),[口演]

004 Niwa Y, Ohbayashi T, Tajika M, Tanaka T, 
Ishihara M, Goto H, Yamao K, Mizuno N, Hara K, 
Hijioka S, Imaoka H : HER2 Heterogeneity in gastric 
cancer; the comparison between biopsy and resected 
specimens. UEGW, 2013, (Berlin), [ポスター ]

005 Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Mizuno N, Hara 

K, Hijioka S, Imaoka M, Nagashio Y, Sekine M, 
Fujiyoshi T, Tsutsumi H, Sakamoto Y, Sato T, Yogi 
T, Bhatia V, Yamao K, Niwa Y : The risk of adenomas 
and carcinomas in the ileal pouch and rectum after 
surgical treatment in patients with familial adenomatous 
polyposis. UEGW, 2013, (Berlin) , [ポスター ]

006 丹羽康正 : 一般演題10　「胃症例2」. 第52回日本消化器が

ん検診学会, 2013, (仙台), [司会]
007 田中　努，田近正洋，石原　誠，山雄健次，水野伸匡，原

和生，肱岡　範，今岡　大，大林友彦，丹羽康正：異所性

胃粘膜に発生した食道線癌の１例．第220回日本内科学会

東海地方会，2013,(名古屋)，[一般演題]
008 田近正洋 : 一般演題 消化器1. 第220回日本内科学会東海地

方会, 2013, (名古屋),[座長]
009 丹羽康正，大澤　恵 : 第5回専門医セミナー . 第118回日本

消化器病学会東海支部例会, 2013, (浜松), [司会]
010 堤　英治，田中　努，田近正洋，石原　誠，山雄健次， 水

野伸匡，原　和生，肱岡　範，今岡　大，永塩美邦，関根

匡成，與儀竜治，藤吉俊尚，佐藤高光，坂本康成，丹羽康

正 : S-1/CDDP併用化学療法にて組織学的完全寛解が得ら

れた進行胃癌の1例．第118回日本消化器病学会東海支部例

会, 2013, (浜松), [一般演題]
011 藤吉俊尚，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原

和生，肱岡　範， 今岡　大，大林友彦，関根匡成，永塩美

邦，與儀竜治，堤　英治，佐藤高光，坂本康成，山雄健次，

丹羽康正 : ESD後に根治化学放射線療法を追加したにも関

わらず早期に再発し死亡した表在食道癌の1例．第118回日

本消化器病学会東海支部例会, 2013, (浜松), [一般演題]
012 石原　誠，田近正洋，丹羽康正 : 当院における残胃癌に対

する内視鏡的粘膜下層剥離術(ESD)の治療成績の検討. 第
118回日本消化器病学会東海支部例会, 2013, (浜松), [シン

ポジウム]
013 丹羽康正 : 一般演題ポスター　胃ー抗血栓薬１. 第86回日

本消化器内視鏡学会総会, 2013, (東京), [座長]
014 丹羽康正，堀木紀行 : シンポジウム１　消化管疾患におけ

る内視鏡的診断・治療の工夫と進歩. 第56回日本消化器内

視鏡学会東海支部例会, 2013, (名古屋), [司会]
015 田中　努，田近正洋，近藤真也，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，永塩美邦，長谷川俊之，大林友彦，品

川秋秀，関根匡成，山雄健次，丹羽康正 : Barrett食道表

在癌に対する治療方針の検討. JDDW, 2013, (東京), [ポス

ター ]
016 田近正洋，松尾恵太郎，丹羽康正 : H. pylori陽性胃MALT

リンパ腫の除菌後の多重がんの発生に関する検討.  第99回
日本消化器病学会総会, 2013, (鹿児島), [シンポジウム]

017 田近正洋，丹羽康正，近藤真也，田中　努，水野伸匡，原

和生，肱岡　範，今岡　大，大林友彦，永塩美邦，長谷川

俊之，品川秋秀，関根匡成，坂口将文，吉澤尚彦，山雄健

次 : 家族性大腸腺腫症患者の大腸切除術後の残存腸管の観

察および治療における工夫. 第85回日本消化器内視鏡学会

総会, 2013, (京都), [一般演題]
018 近藤真也，田近正洋，丹羽康正 : 食道癌における化学放射
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線治療後の遺残・再発病変に対する内視鏡的切除の長期予

後．第85回日本消化器内視鏡学会総会, 2013, (京都), [シン

ポジウム１]
019 田近正洋，丹羽康正，近藤真也，田中　努，水野伸匡，原

和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次 : cStage I食道癌の

MM以深におけるEMRとESDの治療成績の比較検討. 第11
回日本臨床腫瘍学会総会, 2013, (仙台), [一般演題]

020 田近正洋，丹羽康正，近藤真也，田中　努，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，永塩美邦，長谷川俊之，大林

友彦，品川秋秀，関根匡成，坂口将文，吉澤尚彦，山雄健

次 : 食道表在癌に対するEMRとESDの治療成績の検討. 第
55回日本消化器病学会大会, 2013, (東京), [ポスター ]

021 石原　誠，田中　努，田近正洋，山雄健次，水野伸匡，原

和生，肱岡　範，今岡　大，永塩美邦，長谷川俊之，大林

友彦，品川秋秀，関根匡成，丹羽康正 : 残胃早期癌の臨床

病理学的検討. JDDW, 2013,(東京), [ポスター ]
022 関根匡成，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，與儀

竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，坂本康成，林　彦

至，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，谷田部　恭，細田和貴，

山雄健次 : 脈管浸潤の評価に対する超音波内視鏡（EUS）
の有用性. 第49回日本胆道学会学術集会, 2013, (千葉), [一
般演題]

023 関根匡成，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，與儀

竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，坂本康成，林　彦

至，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，谷田部　恭，藤本正夫，

山雄健次 : 粘膜下腫瘍の形態を呈した胆嚢悪性リンパ腫の1
例. 第14回臨床消化器病研究会, 2013, (東京), [一般演題]

024 関根匡成，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，近藤真也，田中　努，永塩美邦，長谷

川俊之，大林友彦，品川秋秀，坂口将文，吉澤尚彦，石原

健二，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，谷田部　恭，細田

和貴，山雄健次 : 壁在結節を伴わないIPMN上皮内癌2例の

検討.  第44回日本膵臓学会大会, 2013, (仙台), [ポスター ]
025 関根匡成，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，近藤真也，田中　努，永塩美邦，長谷

川俊之，大林友彦，品川秋秀，坂口将文，吉澤尚彦，石原

健二，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，谷田部　恭，藤本

正夫，山雄健次 : 粘膜下腫瘍の形態を呈した胆嚢悪性リン

パ腫の1例.  第46回肝胆膵治療研究会, 2013, (名古屋), [一般

演題]
026 坂口将文，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田

近正洋，近藤真也，田中　努，永塩美邦，長谷川俊之，品

川秋秀，大林友彦，関根匡成，吉澤尚彦，石原健二，丹羽

康正，山雄健次 : 膵腫瘤に対するRepeated EUS-FNAの有

用性. 第85回 日本消化器内視鏡学会総会, 2013, (京都), [ポ
スター ]

027 與儀竜治，田近正洋，丹羽康正 : 当院で経験した潰瘍性大

腸炎に合併したColitic cancerの検討. 第119回 日本消化器

病学会東海支部例会, 2013, (名古屋), [シンポジウム] 

呼吸器内科部

001 Nakagawa K, Kiura K, Nisnio M, Seto T, Maemondo 
M, Inoue A, Hida T, Yamamoto N, Yoshioka H, 
Harada M, Ohe Y, Nogami N.： phase Ⅰ/Ⅱ study with 
a highly selective ALK inhibitor CH5424802 in ALK-
positive non-small cell lung cancer (NSCLC) patients: 
Updated safety and efficacy results from AF-001JP.49th 
ASCO,2013,(シカゴ),[ポスターディスカッション]

002 Benjamin JS, Gettinger SN, Riely GJ, Gadgeel 
SM, Nokihara H, YounHan J, Hida T, Satouchi M, 
Baldini E, Siena S, Yamamoto N, Horn L：Subgroup 
analysis of crizotinib versus either pemetrexed(PEM)
or docetaxel(DOC) in the phaseⅢ study (PROFILE 
1007) of advanced ALK-positive non-small cell lung 
cancer(NSCLC). 49th ASCO,2013,(シカゴ),[ポスター ]

003 Takeda K, Hirai F, Yamanaka T, Taguchi K, 
Daga H, Shimizu J, Kogure Y, Kimura T, Tanaka 
K, Iwamoto Y, Ono A, Sasaki H, Fukuoka J, 
Nishiyama K, Seto T, Ichinose Y, Nakagawa K, 
Nakanishi Y.：A multicenter prospective study of 
carboplatin and paclitaxel for advancedthymic carcinoma 
: West Japan Oncology Group 4207L.49th ASCO,2013,(シ
カゴ),[Poster Discussion Session]

004 Tanaka K, Takeshita J, Hata A, Kaji R, Fujita S, 
Oguri T, Park J, Shimizu J, Horio Y, Yoshida K, 
Hida T, Katakami N.： EGFR-TKI Re-challenge with 
Erlotinib after Gefitinib for Central Nervous System 
Metastases of EGFR Mutated NSCLC. European Society 
of Medical Oncology, Annual Meeting 2013,(Amsterdam), 
[ポスター ]

005 Atagi S, Yokoyama A, Okamoto H, Tkahashi T, Ohe 
Y, Sawa T, Semba H, Takeda k, Nogami N, Mori 
K, Nakagawa K, Harada M, Kudoh S, Tomizawa 
Y, Takeda Y, Hida T, Katakami N, Ishikura S, 
Fukuda H, Tamura T.：Thoracic radiotherapy with 
or without concurrent daily low—dose carboplatin in 
elderly patients with locally advanced non-small cell 
lung cancer: updated results of the JCOG0301 and 
pooled analysis with the JCOG9812 trial. 15th World 
Conference on Lung Cancer，2013,（シドニー）,［Mini 
Oral］

006 Maemondo M, Nishio M, Yamamoto N, Chikamori 
K, Katakami N, Hida T, Seto T, Yoshioka H, 
Kozuki T, Ohishi N, Tamura T.：Variability of 
epidermal growth factor receptor(EGFR) mutations 
in serum during erlotinib therapy and its clinical 
implications: exploratory analysis of a phase Ⅱ study of 
erlotinib in patients with advanced non-small-cell lung 
cancer(NSCLC) harboring. 15th World Conference on 
Lung Cancer，2013, (シドニー ),［Mini Oral］

007 Kris MG, Camidge DR, Giaccone G, Hida T, 
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O’Connell J,  Taylor I, Zhang H, Goldberg Z, 
Janne PA.：Results with dacomitinib(PF-00299804), 
an irreversible pan-HER tyrosine kinase inhibitor, in 
a phase Ⅱ cohort of patients with HER2-mutant or 
amplified lung cancers. 15th World Conference on Lung 
Cancer，2013,(シドニー ),［Exhibit Showcase］

008 Takahashi T, Yamamoto N, Takeda K, Kudoh 
S, Nakagawa K, Hida T, Kiura K, Takigawa N, 
Seto T, Tsukuda H, Masuda N, Fukuoka M.：Dose 
adjustment of single agent amrubicin in lung cancer 
patients with impaired hepatic function. 15th World 
Conference on Lung Cancer，2013,(シドニー ),［Poster］

009 Inoue A, Nishio M, Kiura K, Seto T, Nakagawa K, 
Maemondo M, Hida T, Yoshioka H, Harada M, Ohe 
Y, Nogami N, Murakami H, Takeuchi K, Kikuchi 
K, Asakawa T, Yokoyama S, Tamura T.：One-year 
follow-up of a Phase Ⅰ/Ⅱ study of a highly selective ALK 
inhibitor CH5424802/RO5424802 in ALK-rearranged 
advanced non-small cell lung cancer(NSCLC). 15th 
World Conference on Lung Cancer，2013,（シドニー）,

［Poster］
010 Park J, Itoh T, Shin W, Sato K, Sakumura Y, Horio 

Y, Hida T.：Analysis of exhaled breath for screening 
of lung cancer patients. 15th World Conference on Lung 
Cancer，2013,(シドニー ),［Poster］

011 Shimizu J, Hirai F, Yamanaka T, Taguchi K, Daga 
H, Kogure Y, Kimura T, Tanaka K, Iwamoto Y, Ono 
A, Sasaki H, Fukuoka J, Nishiyama K, Takeda K. 
Seto T, Ichinose Y, Nakagawa K, Nakanishi Y.：
A multicenter prospective study of carboplatin and 
paclitaxel for advanced thymic carcinoma: West Japan 
Oncology Group 4207L. 15th World Conference on Lung 
Cancer，2013,(シドニー ),［Poster］

012 Park J, Itoh T, Shin W, Sato K, Sakumura Y, Horio 
Y, Hida T.：Analysis of exhaled breath for screening of 
lung cancer patients.第72回癌学会総会，2013,（横浜）,［ポ

スター］

013 Nakagawa K, Tamura T, Hida T, Satouchi M, 
Takahashi T, Wilner KD, Polli A, Hashigaki S, 
Shaw AT, Seto T, Inoue A：Crizotinib vs. pemetrexed 
or docetaxel in Jaoanese patients with advanced ALK+ 
NSCLC: subanalysis of PROFILE 1007. 第11回日本臨床

腫瘍学会学術集会，2013,（仙台） , [プレナリーセッション] 
014 Hida T, Kiura K, Nishio M, Seto T, Nakagawa K, 

Maemondo M, Inoue A, Yamamoto N, Takeuchi 
K, Tamura.：Updated results of a phaseⅠ/Ⅱ study of 
ALK inhibitor CH542802 in ALK-positive non-small cell 
lung cancer: AF-001JP. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会，

2013,（仙台） , [シンポジウム]
015 Yamamoto N, Nokihara H, Youn Han J, Hida T, 

Riely GJ, Baldini E, Salvatore S, Horn L, Polli A, 
Satouchi M.：Crizotinib vs.pemetrexed or docetaxel in 

advanced ALK+ non-small cell lung cancer: subgroup 
analysis in PROFILE 1007. 第11回日本臨床腫瘍学会学術

集会，2013,（仙台） , [口演]
016 Kaneda H, Satouchi M, Chiba Y, Yamamoto N, 

Nishimura Y, Fujisaka Y, Kudoh S, Hida T, Atagi 
S, Nakagawa K.：Additional analysis of WJTOG0105 
comparing second and third-generation regimens with 
TRT in unresectable stage Ⅲ NSCLC. 第11回日本臨床腫

瘍学会学術集会，2013,（仙台） , [口演]
017 Hida T, Nishio M, Satouchi M, Yoshida K, Horio 

Y, Horiike A, Yanagitani N, Noguchi K.：Phase 
Ⅰ study of  ombrabulin in combination with docetaxel 
and cisplatin administered every 3 weeks to Japanese 
patients. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会，2013,（仙台）, 
[ポスター ]

018 Nishio  M, Inoue A, Katakami N, Atagi S, Goto 
K, Hida T, Horai T, Seki Y, Ebisawa Y, Shahidi 
M, Yamamoto N.：Individualized afatinib dose 
adjustments facilitate continuous treatment. 第54回日本

肺癌学会総会，2013,（東京） , [ワークショップ]
019 石黒　崇，岡本　勇，吉岡弘鎮，坂　英雄，工藤新三，澤

祥幸，樋田豊明，山本雅史，中川和彦，中西洋一：未治療

進行非小細胞肺癌に対するCBDCA＋S-1とCBDCA＋PTX
の第Ⅲ相試験(WJTOG3605)：LETS studyの組織型による

サブセット解析. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会，2013,
（仙台） , [口演]

020 駄賀晴子，武田晃司，山本信之，工藤新三，中川和彦，樋

田豊明，木浦勝行，瀧川奈義夫，瀬戸貴司，米阪仁雄，福

岡正博，益田典幸：肝機能異常を有する肺癌患者を対象と

したアムルビシン塩酸塩の薬物動態試験. 第54回日本肺癌

学会総会，2013,（東京） , [一般演題（口演）]
021 澤　祥幸，安宅信二，横山　晶，岡本浩明，高橋利明，大

江裕一郎，千場　博，武田晃司，野上尚之，森　清志，中

川和彦，原田眞雄，工藤新三，富澤由雄，竹田雄一郎，樋

田豊明，片上信之，石倉　聡，田村友秀：高齢者切除不

能局所進行型非小細胞癌に対するランダム化比較試験

JCOG9812/0301の統合解析. 第54回日本肺癌学会総会，

2013,（東京） , [ワークショップ]
022 吉岡弘鎮，西尾誠人，木浦勝行，瀬戸貴司，中川和彦，前

門戸　任，井上　彰，樋田豊明，原田眞雄，大江裕一郎，

野上尚之，村上晴泰，竹内賢吾，島田　忠，田中智宏，田

村友秀：CH5424802のALK陽性非小細胞肺癌患者に対す

る第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験の追跡データ（AF-001JP）．第54回日

本肺癌学会総会，2013,（東京） , [シンポジウム]
023 清水淳市，田中広祐，小栗知世，朴　将哲，堀尾芳嗣，吉

田公秀，樋田豊明，谷田部　恭，坂尾幸則：サルベージ手

術を行った小細胞肺がん症例の検討．第54回日本肺癌学会

総会，2013,（東京） , [一般演題（ポスター）]
024 田中　薫，平井文彦，山中竹春，田口健一，武田晃

司，駄賀晴子，清水淳市，小暮啓人，木村達郎，岩本康

男，小野　哲，佐々木秀文，福岡順也，西山健一，瀬戸

貴司，一瀬幸人，中川和彦，中西洋一：進行胸腺癌に対
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するCarboplatin+Paclitaxel併用療法の臨床第2相試験

（WJOG4207L）. 第54回日本肺癌学会総会，2013,（東京）, 
[ワークショップ]

025 朴　将哲，田中広祐，小栗知世，清水淳市，堀尾芳嗣，樋

田豊明，谷田部　恭，山浦秀和：切除不能ＡＬＫ融合遺伝

子陽性肺癌の臨床像と画像所見についての検討．第54回日

本肺癌学会総会，2013,（東京） , [一般演題（ポスター）]
026 小栗知世，田中広祐，朴　将哲，清水淳市，堀尾芳嗣，吉

田公秀，坂尾幸則，谷田部　恭，樋田豊明：EGFR遺伝子

変異・RET融合遺伝子を其々有した同時性多発肺腺癌の一

例．第54回日本肺癌学会総会，2013,（東京）, [一般演題（ポ

スター）]
027 田中広祐，小栗知世，朴　将哲，清水淳市，堀尾芳嗣，吉

田公秀，樋田豊明，谷田部　恭，古平　毅，片上信之，髙

山賢二，小久保雅樹：ＡＬＫ、ＥＧＦＲ遺伝子変異陽性肺

腺癌（手術不能3期）における根治的放射線化学療法の有

効性．第54回日本肺癌学会総会，2013,（東京）, [一般演題（口

演）]
028 松本　健，大歳丈博，藤本大智，川村卓久，玉井浩二，竹

下純平，田中広祐，門田和也，永田一真，大塚今日子，中

川　淳，立川　良，大塚浩二郎，富井啓介，今井幸弘：局

所麻酔下胸腔鏡検査を必要とした癌性胸膜炎症例に関する

検討．第53回日本呼吸器学会学術講演会，2013,（東京） , [ポ
スター ]

029 中川　淳，大歳丈博，藤本大智，川村卓久，玉井浩二，竹

下純平，田中広祐，松本　健，門田和也，永田一真，大塚

今日子，立川　良，大塚浩二郎，富井啓介，門浄彦，高松

寛史，康希全，柴田祐美，玉木　彰：慢性呼吸器疾患を有

する患者に対する病病連携リハビリテーションプログラム．

第53回日本呼吸器学会学術講演会，2013,（東京） , [ポス

ター ]
030 大塚今日子，大歳丈博，藤本大智，玉井浩二，川村卓久，

門田和也，松本　健，竹下純平，田中広祐，永田一真，中

川　淳，立川　良，大塚浩二郎，富井啓介：当院における

薬剤性間質性肺炎の臨床的検討．第53回日本呼吸器学会学

術講演会，2013,（東京） , [ポスター ]
031 玉井浩二，大歳丈博，藤本大智，川村卓久，竹下純平，田

中広祐，門田和也，松本　健，永田一真，大塚今日子，中

川　淳，立川　良，大塚浩二郎，富井啓介：肺非結核性抗

酸菌症患者における血清ANCA陽性率と病的意義の検討．

第53回日本呼吸器学会学術講演会，2013,（東京） , [ポス

ター ]
032 藤本大智，大歳丈博，川村卓久，玉井浩二，田中広祐，松

本健，門田和也，竹下純平，永田一真，中川　淳，大塚今

日子，泰明登，立川　良，大塚浩二郎，浜川博司，片上信之，

高橋　豊，今井幸弘，富井啓介：間質性肺炎合併肺腺癌と

epidermal growth factor receptor(EGFR)遺伝子変異の関

係．第53回日本呼吸器学会学術講演会，2013,（東京） , [ポ
スター ]

033 川村卓久，大歳丈博，藤本大智，玉井浩二，門田和也，松

本健，竹下純平，田中広祐，永田一真，大塚今日子，中川

淳，立川　良，大塚浩二郎，富井啓介：超音波気管支鏡ガ

イド下生検(EBUS-TBNA)施行例の検討．第53回日本呼吸

器学会学術講演会，2013,（東京） , [ポスター ]
034 竹下純平，田中広祐，泰明　登，加地玲子，藤田史郎，片

上信之：肺腺癌のEGFR-TKI既治療例に対するEGFR-
TKI+bevacizumab治療の成績．第53回日本呼吸器学会学

術講演会，2013,（東京） , [ポスター ]
035 大歳丈博，藤本大智，川村卓久，玉井浩二，竹下純平，田

中広祐，松本　健，門田和也，永田一真，大塚今日子，中

川　淳，立川　良，大塚浩二郎，朱　祐珍，瀬尾龍太郎，

渥美生弘，富井啓介：重症市中肺炎に対するNPPV成功例

と失敗例の比較検討．第53回日本呼吸器学会学術講演会，

2013,（東京） , [ポスター ]
036 松本　健，大歳丈博，藤本大智，川村卓久，玉井浩二，竹

下，田中広祐，門田和也，永田一真，大塚今日子，中川　淳，

立川　良，大塚浩二郎，富井啓介，藤田史郎，片上信之：

気管支鏡検査時の鎮静薬投与方法の違いによる患者満足度

の検討．第36回日本呼吸器内視鏡学会学術集会，2013,（埼

玉） , [一般演題（ポスター）]
037 福嶋敬子，山口真澄，濱口由美子，清水淳市，佐藤洋造，

岩田広治：当院における電子パス導入から現在までの取り

組み報告．第14回日本クリニカルパス学会学術集会，2013,
（盛岡） , [ポスター ]

038 小栗知世，吉田公秀，田中広祐，朴　将哲，清水淳市，堀

尾芳嗣，樋田豊明，千葉眞人，小林祥久，水野鉄也，黒田

浩章，坂倉範昭，坂尾幸則，谷田部　恭：気管神経鞘腫の

1例．第46回日本呼吸器内視鏡学会中部地方会，2013,（名

古屋） , [口演]

血液・細胞療法部

001 Kinoshita T ：Reappraisal of Multicentric Castleman’s 
Disease:Proposal of a novel Japanese Variant of TAFRO 
Syndrome. Cliniccal Lymphoma&Leukemia,2013.04,京
都,[ポスター ]

002 Ueda N, Kato H, Yamamoto K, Taji H,Murakami S, 
Hirano S, Yatabe Y, Kinoshita T：A Case of Multiple 
Extramedullary Plasmacytoma Surviving for a Long 
Term without Systemic Therapy. Clinical Lymphoma & 
Leukemia,2013.04,京都,[ポスター ]

003 K ino shi ta  T  :  R e a p p r a o s a l  o f  M u l t i c e n t r i c 
Castleman's Disease Associated with Serositis and 
Terombocytopenia:Proposal of A novel Japanese 
Variant of TAFRO Syndrom (Castleman-Kojima 
Disease). 12th International Conference on Malignant 
Lymphoma,2013.06, Lougano,Switzerland,[口演]

004 Kinoshita T：DA-EPROCH-R Combined with High-
Dose Methotrexa for newly Diagnosed CD5-Positive 
Diffuse Large B-Cell Lymphoma. 12th International 
Conference on Malignant Lymphoma, 2013.06, Lougano, 
Switzerland,[口演]

005 Kato Harumi, Yamamoto Kazuhito, Taji Hirofumi, 
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Murakami Satsuki, Hirano Daiki, Ueda Norihiro, 
Yatabe Yasushi,Tomohiro Kinoshita：Favorable 
outcomes of involved-node radiation therapy plus 
chemotherapy for limited-stage diffuse large B-cell 
lymphoma. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会,2013.08,仙
台, [口演]

006 Hirano Daiki, Kato Harumi, Yamamoto Kazuhito, 
Taji Hirofumi, Murakami Satsuki, Ueda Norihiro, 
Yatabe Yasushi, Kinoshita Tomohiro：Clinical 
outcome for lymphoblastic lymphoma treated with the 
hyper-CVAD regimen. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2013.08,仙台,[口演]

007 Murakami Satsuki, Kato Harumi, Yamamoto 
Kazuhito, Taji Hirofumi, Hirano Daiki, Ueda 
Norihiro, Yatabe Yasushi, Kinoshita Tomohiro：
Secondary malignant neoplasms in patients with 
follicular lymphoma treated with rituximab. 第11回日本

臨床腫瘍学会学術集会,2013.08,仙台,[口演]
008 木下朝博：血管内大細胞型B細胞リンパ腫の治療戦略. 第53

回日本リンパ網内系学会総会,2013.05,京都,[口演]
009 木下朝博：胸腹水と血小板減少を伴った多中性Castleman

病の一亜型；新規疾患概念TAFRO症候群. 第53回日本リン

パ網内系学会総会,2013.05,京都,[ポスター ]
010 上田格弘，加藤春美，山本一仁，田地浩史，村上五月，平

野大希，谷田部　恭，木下朝博：長期生存している多発性

の髄外性形質細胞腫の一例. 第53回日本リンパ網内系学会

総会,2013.05,京都,[ポスター ]
011 木下朝博：悪性リンパ腫治療の進歩. 日本内科学会東海支

部主催第58回生涯教育講演会,2014.02,名古屋, [口演]
012 村上五月，加藤春美，山本一仁，田地浩史，平野大希，谷

田部　恭，木下朝博：日本語：Gemcitabineを含む救援療

法に引き続いて造血幹細胞移植を行った再発・難治悪性リ

ンパ腫の検討.
 英 語：Outcomes of gemcitabine containing salvage 

regimen for relapsed/refractory malignant lymphoma.
 第36回日本造血細胞移植学会総会,　
 2014.03,（沖縄） , [ポスター ]
013 水野友絵，森園元美，田地浩史，伊藤　妙，笹田朋美，平

野大希，村上五月，加藤春美，岡田泰孝，西尾充代，翠　

邦治，山本一仁，長谷川泰久，木下朝博：末梢血幹細胞採

取における臨床工学技士の役割.
 第36回日本造血細胞移植学会総会,2014.3.7,(沖縄)【ポス

ター】

薬物療法部

001 Muro K：Biomarker Driven Chemotherapy in Gastric 
and Colorectal Cancer. The 1st International Symposium 
of KOREAN SOCIETY of GASTROINTESTINAL 
CANCER 2013, 2013, (Seoul), [Session Ⅷ/講演]

002 Muro K：Multicenter Phase II Study of TAS-102 

Monotherapy in Patients with Pretreated Advanced 
Gastric Cancer. ESMO2013, 2013, (ア ム ス テ ル ダ ム), 
[poster]

003 Kadowaki S, Fuse N, Kuboki Y, et al.：Prognostic 
impact of epidermal growth factor receptor status on 
overall survival of advanced gastric cancer patients 
treated with standard chemotherapy: a Japanese 
multicenter col laborative retrospective study. 
ESMO2013,アムステルダム. 9月Abstr #2647.

004 Muro K：Observational study of  the f irst-line 
chemotherapy including cetuximab in patients with 
metastatic colorectal cancer: CORAL trial. ASCO-GI, 
2013, (San Francisco), [poster]

005 Nomura M：Implications for the American Joint Committee 
on Cancer staging systems on esophageal squamous cell 
cancer patients receiving multimodality therapy. ASCO-
GI, 2013, (San Francisco), [poster]

006. Yamaguchi K：Phase II trial of combined chemotherapy 
with S-1, oral leucovorin, and bevacizumab in heavily 
pretreated patients with metastatic colorectal cancer. 
ASCO-GI, 2013, (San Francisco), [poster]

007 Komori A：Association of bevacizumab-free interval 
with efficacy of anti-EGFR therapy in patients with 
metastatic colorectal cancer. ASCO-GI, 2013, (San 
Francisco), [poster]

008. Muro K：P2 Study of Two PI3K/mTOR Inhibitors in 
Endometrial Ca. – Japan Lead-in-Cohort第51回日本癌治

療学会学術集会, 2013 , (京都), [口演]
009 室　圭：食道癌化学療法の現状と展望～ブレークスルーは

どこに？～ . 第67回日本食道学会学術集会, 2013, (大阪), 
[ランチョンセミナー /演者] 

010 室　圭：食道癌に対する化学放射線療法の新しい展開～ . 
第67回日本食道学会学術集会, 2013, (大阪), [ワークショッ

プ/司会]
011 宇良　敬：食道癌に対するタキサン系薬剤の部分的交叉耐

性に関する検討. 第67回日本食道学会学術集会, 2013, (大
阪), [ポスター ] 

012 山口和久：標準的化学療法に不応不耐と成った食道癌に

対するirinotecan使用成績. 第67回日本食道学会学術集会, 
2013, (大阪), [ポスター ]

013 安藤正志：HER2過剰発現のない乳癌に対する術前化学療

法におけるCarboplatinの有用性の検討. 第21回日本乳癌学

会学術総会, 2013, (浜松), [口演]
014 安藤正志：乳癌化学療法におけるナベルビンの位置付け. 

第21回日本乳癌学会学術総会, 2013 , (浜松), [モーニングセ

ミナー /演者]
015 室　圭：進行再発結腸・直腸癌におけるレゴラフェニブの

位置付け. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2013, (仙台), 
[ランチョンセミナー /司会]

016 室　圭：消化器がん患者における緩和ケアと栄養の諸問題. 
第11回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2013, (仙台), [モーニン

グセミナー /演者]
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017 小森　梓：腹膜転移を有する進行再発胃癌に対するオキサ

リプラチン併用療法の症状緩和効果. 第11回日本臨床腫瘍

学会学術集会, 2013, (仙台), [口演]
018 高張大亮：胃癌：胃癌薬物療法のコンセンサス. 第11回日

本臨床腫瘍学会学術集会, 2013, (仙台), [教育講演/演者]
019 村山厳一：固形腫瘍症例の化学療法においてB型肝炎対策

ガイドラインによるスクリーニングを施行した際のHBV
マーカーの陽性率. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2013, (仙台), [ポスター ]

020 門脇重憲：小腸がん、その他希少がん. 第11回日本臨床腫

瘍学会学術集会, 2013, (仙台), [ポスター /司会]
021 新田壮平：当院に置ける原発不明癌に対する治療状況. 第

11回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2013, (仙台), [口演]
022 野村基雄：食道癌化学放射線治療患者におけるリンパ節転

移部位の検討. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2013, (仙
台), [口演]

023 野村基雄：食道癌化学放射線治療患者における血液データ

に関する検討. 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2013, (仙
台), [口演]

024 野村基雄：頭頸部化学放射線療法に置けるマレイン酸イル

ソグラジンの口腔粘膜炎発症抑制効果. 第11回日本臨床腫

瘍学会学術集会, 2013, (仙台), [口演]
025 上垣史緒理：当院でのがん化学療法中の血栓塞栓症. 第11

回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2013, (仙台), [ポスター ]
026 高張大亮：術後補助療法の今後の展開. 第51回日本癌治療

学会学術集会, 2013 , (京都), [臓器別シンポジウム,] 
027 野村基雄：根治的化学放射線治療が施行された食道癌患者

における血液データに関する検討. 第51回日本癌治療学会

学術集会, 2013 , (京都), [ポスター ] 
028 野村基雄：根治的化学放射線治療が施行された食道癌患者

におけるリンパ節転移部位の検討. 第51回日本癌治療学会

学術集会, 2013 , (京都), [ポスター ]
029 谷口浩也：大腸癌化学療法アンケート調査－オキサリプラ

チンのリスクベネフィットバランス. 第51回日本癌治療学

会学術集会, 2013 , (京都), [口演]
030 成田有季哉：大腸がん補助化学療法アンケート調査－患者

と医療者との再発リスク低下への意識の違い. 第51回日本

癌治療学会学術集会, 2013 , (京都), [口演]
031 室　圭：最適な結腸癌術後補助化学療法を考える～患者が

望む術後補助化学療法レジメンとは～ . 第51回日本癌治療

学会学術集会, 2013 , (京都), [学術セミナー ] 
032 宇良　敬：食道癌に対するDCF療法とFP化学放射線療法

との通過障害改善効果の比較検討. 第51回日本癌治療学会

学術集会, 2013 , (京都), [口演]
033 宇良　敬：食道がんの原発巣通過障害に対する姑息的化学

放射線療法の成績. 第51回日本癌治療学会学術集会, 2013 , 
(京都), [口演]

034 谷口浩也：癌患者における栄養学的アプローチ. 第51回日

本癌治療学会学術集会, 第51回日本癌治療学会学術集会, 
2013 , (京都), [ランチョンセミナー /演者]

035 室　 圭：Treating mCRC patients with biologic agents 
and future for personalized treatment. 第51回日本癌治

療学会学術集会, 2013 , (京都), [スポンサードシンポジウ

ム/司会] 
036 室　圭：大腸癌一次化学療法における抗EGFR抗体薬のア

ドバンテージ. 第75回日本臨床外科学会総会, 2013, (名古

屋), [ランチョンセミナー /演者] 
037 室　圭：大腸癌の化学療法. 第75回日本臨床外科学会総会, 

2013, (名古屋), [若手外科医のための教育セッション/司会] 
038 室　圭：胃・大腸がん化学療法と医看薬薬連携. 第7回日本

薬局学会学術総会, 2013, (大阪), [ランチョンセミナー /演者]
039 室　圭：大腸癌化学療法～エビデンスに基づいてベストプ

ラクティスを考える～ . 日本消化器病学会東海支部第30回
教育講演会, 2013, (名古屋), [講師]

040 室　圭：転移・再発胃癌に対する化学療法. 日本消化管学

会総会学術集会, 2013, (福島), [教育講演/演者] 
041 室　圭：HER2陽性胃癌の治療実態～ HER2検査とトラス

ツズマブ治療の最適化. 日本胃癌学会総会, 2013, (京都), [ス
ポンサードシンポジウム/座長]

042 室　圭（演者）：胃癌化学療法の最前線－副作用マネジメ

ントを含めて－. 日本胃癌学会総会, 2013, (京都), [ランチョ

ンセミナー /演者] 
043 室　圭（座長）：胃癌に対する化学放射線療法の適応と治

療成績. 日本胃癌学会総会, 2013, (京都), [ワークショップ/
座長]

044 成田有季哉：進行再発胃癌における血清CA125測定の意義. 
日本胃癌学会総会, 2013, (京都), [ワークショップ]

045 宇良　敬：切除不能進行胃癌に対するoxaliplatinによる

後治療の存続利益. 日本胃癌学会総会, 2013, (京都), [ポス

ター ]
046 小森　梓：当院での進行再発胃癌における髄膜癌腫症発症

例の検討. 日本胃癌学会総会, 2013, (京都), [ポスター ]
047 高張大亮：conversino surgery1. 日本胃癌学会総会, 2013, 

(京都), [口演/座長]

臨床検査部・遺伝子病理診断部

001 Yatabe Y : Debate : Screening for ALK:FISH.6th 
International Workshop on Molecular Targeted Therapy 
in Lung Cancer,2013,Sorrento,Italy,[講演]　

002 Yatabe Y : How do Experts manage defficult cases.
ATS,2013,Philadelphia,[ワークショップ]　　

003 Yatabe Y  : Radlological Characteristics of ALK-
Positive Lung Cancer.Fleischner Society 総会, 2013,Jeju 
Korea,[講演]　　

004 Yatabe Y : Molecular Diagnosis and Multidisciplinary 
Approach of ALK Testing in Japan.Taiwan-Japan 
Scientific Exchange Meeting in NSCLC,2013,Taiwan,[講
演]  

005 Yatabe Y : Molecular diagnostics in Lung Cancer. 
Pu lmonary  Patho logy  Soc ie ty  2013  B ienn ia l 
Meeting,2013,Grenoble France[講演]

006 Yatabe.Y : EGFR mutation testing in Asia:established 
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best practice.8th Asia Pacific IAP Congress,2013,Busan  
Korea,[講演]  

007 Yatabe Y : Lung Cancer Pathology.69th Korea Congress 
of Radiology, 2013,Seoul Korea,[講演]

008 Yatabe Y : Molecular approach in lung cancer diagnosis 
and treatment.69th Korea Congress of Radiology, 
2013,Seoul Korea,[講演]　

009 Yatabe Y : AIS and the well differentiated spectrum. 
15th World Conference on Lung Cancer,2013,Sydney 
Australia,[講演]

010 Waki Hosoda, Eiichi Sasaki, Yoshiko Murakami, 
Yasushi Yatabe : GNAS mutations are frequent in 
pancreatic adenocarcinomas with mucinous phenotype. 
United Sates and Canadian Academy of Pathology, 2014

（San Diego）[ポスター ]
011 谷田部　恭：マルチマーカーを対象としたコンパニオン診

断薬のニーズと開発・運用の課題.BIOteck2013第12回国際

バイオテクノロジー展/技術会議,2013,東京,[講演]　　 
012 谷田部　恭：肺癌病理診断の臨床へのアウトカム.肺癌臨床

病理コンセンサス会議,2013,名古屋,［講演］　　

013 谷田部　恭：肺腺癌診断における問題点.第54回日本肺癌学

会総会,2013,東京,[講演]　　

014 谷田部　恭：病理診断と生体標本バンキング　病理診断

-5年後の治療への影響およびその応用.第54回日本肺癌学

会,2013,東京,[シンポジウム]　
015 細田和貴：中皮腫の細胞診.日本臨床細胞学会東海支部連合

会,2013,(名古屋)，[講演]
016 細田和貴，真砂勝泰，山田　舞，長坂　暢，村上善子，

佐々木英一，山雄健次，清水泰博，谷田部　恭：膵腫瘍

263例におけるGNAS遺伝子変異の検討.日本病理学会総

会,2013,(札幌),[口説]
017 細田和貴：EUS-FNA　基礎から実践へ、病理の立場か

ら.日本臨床細胞学会岡山県支部会,2013, (岡山), [講演]
018 村上善子：医療安全セミナー　細胞診検査におけるヒヤ

リ・ハット防止対策.第54回日本臨床細胞学会総会,（春期

大会）,2013,(東京),[口演]
019 大野文栄，尾関順子，柴田典子，長谷川俊之，佐々木英一，

植田菜々絵，村上善子（MD），細田和貴（MD），越川　卓

（MD），谷田部　恭（MD）：Mammary analogue secretory 
carcinomaの細胞像の検討.第33回日本臨床細胞学会東海連

合会学術集会,2014, (名古屋)
020 羽佐田香代，遠山由美子，濱﨑光生，谷田部　恭：ラスリテッ

ク投与中・投与後の尿酸測定について．第52回中部圏支部

医学検査学会,2015,(岐阜),[口演]
021 柴田典子，尾関順子，野中綾子，谷田部　恭：病理・細胞

診検体を用いた分子標的治療薬効果予測検査．第62回日本

医学検査学会,2013,（高松）,［シンポジウム］

022 柴田典子：パラフィン包埋組織（FFPE）標本からのDNA
抽出. 愛知県臨床検査技師会遺伝子染色体検査研究班研究

会,2013， （名古屋） ,［講演］

023 柴田典子，尾関順子，植田菜々絵，谷田部　恭：治療戦略

を見据えた細胞診－遺伝子検査. 第52回日本臨床細胞学会

秋期大会,2013,（大阪），［シンポジウム］

024 柴田典子：病理細胞診検体からの遺伝子検査. 愛知県臨床

検査技師会研究班基礎講座,2014, （名古屋） , ［講演］

輸血部

001 水野友絵，森園元美，田地浩史，伊藤　妙，笹田朋

美，平野大希，村上五月，加藤春美，岡田泰孝，西尾

充代，翠　邦治，山本一仁，長谷川泰久，木下朝博：

末梢血幹細胞採取における臨床工学技士の役割. 第36回日

本造血細胞移植学会総会, 2014.3.7,　(沖縄),　【ポスター】

頭頸部外科部

001 Hirakawa H, Uemura H, Miura K, Yoshimoto S, 
Shiotani A, Kosuda S, Sugasawa M, Homma A, 
Yokoyama J, Tsukahara K, Yoshizaki T, Hasegawa 
Y：Sentinel node navigation surgery for oral cancer : 
A prospective multi-institutional phaseII trial. Joint 
International Oncology(Sentinel Node and Cancer 
Metastasis)Congress, 2013, (サンフランシスコ), [ポスター ]

002 Hasegawa Y : Head and Neck Surgery and Oncology 
(Sentinel node biopsy on Head and Neck Cancer). 20th 
Innternational Federation of Oto-Rhino-Laryngoligical 
Societies World Congress, 2013, (ソウル), [ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ]

003 Hanai N : Case discussion for LA1, Early experiences 
using cetuximab at Aichi Cancer Center. EAN Expert 
Meeting for Japanese doctors. 2014,  (リスボン)，[口演]

004 花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，小出悠介，

福田裕次郎，長谷川泰久 : chemo-selectionでの頸部リンパ

節の反応は化学放射線療法による予後を予測する. 第114
回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会, 2013, (札幌), [口
演] 

005 別府慎太郎，平川　仁，花井信広，小澤泰次郎，鈴木秀典，

小出祐介，福田裕次郎，木村隆浩，中多祐介，西川大輔，

長谷川泰久 : 喉頭全摘後の遅発性舌動脈瘤破裂の2例. 第
153回東海地方部会連合講演会, 2013, (名古屋), [口演] 

006 長谷川泰久，藤井正人，久保田彰，吉野邦俊，冨田吉信，

甲能直幸，川端一嘉，塚原清彰，手良向聡，福島雅典 : 頭
頸部扁平上皮癌根治治療後のTS-1補助化学療法多施設無

作為化比較試験(ACTS=HNC). 第37回日本頭頸部癌学会, 
2013, (東京), [口演]

007 花井信広，小澤泰次郎，花井信広，平川　仁，鈴木秀典，

福田裕次郎，小出悠介，別府慎一郎，西川大輔，中多祐介，

木村隆浩，長谷川泰久 : 化学放射線療法後の頸部郭清術. 
第37回日本頭頸部癌学会, 2013, (東京), [シンポジウム]

008 小澤泰次郎，花井信広，平川　仁，鈴木秀典，小出悠介，

中多祐介，西川大輔，木村隆浩，別府慎一郎，長谷川泰久 
: 下咽頭癌における導入化学療法後化学放射線療法の短期

治療成績. 第37回日本頭頸部癌学会, 2013, (東京), [口演]
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009 鈴木秀典，藤本保志，中島　務，長谷川泰久 : 中下咽頭癌

におけるFDG-PET/CTによる予後予測. 第37回日本頭頸部

癌学会, 2013, (東京), [口演]
010 福田裕次郎，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

小出悠介，長谷川泰久 : 上顎癌T4症例における臨床病理学

的検討. 第37回日本頭頸部癌学会, 2013, (東京), [口演]
011 西川大輔，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

小出悠介，福田裕次郎，木村隆浩，中多祐介，別府慎一郎，

長谷川泰久 : 当科における頭頸部扁平上皮癌N3症例の検

討. 第37回日本頭頸部癌学会, 2013, (東京), [口演]
012 別府慎太郎，鈴木秀典，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，

福田裕次郎，木村隆浩，中多祐介，西川大輔，長谷川泰久 
: 口腔癌と鼻副鼻腔癌における臨床的頸部リンパ節転移症

例の病理学的検討. 第37回日本頭頸部癌学会, 2013, (東京), 
[口演]  

013 木村隆浩，小澤泰次郎，花井信広，平川　仁，鈴木秀典，

小出悠介，福田裕次郎，中多祐介，西川大輔，別府慎太郎，

長谷川泰久 : 頭頸部癌患者におけるシスプラチンによる腎

障害抑制の工夫. 第37回日本頭頸部癌学会, 2013, (東京), 
[口演]  

014 岩江信法，川端一嘉，林　隆一，吉野邦俊，鬼塚哲郎，長

谷川泰久，加藤孝邦，大上研二，丹生健一，藤井正人 : 下
咽頭癌に対する治療の現状  多施設による後ろ向き観察研

究. 第37回日本頭頸部癌学会, 2013, (東京), [口演]
015 欄　慎一郎，中西速夫，伊地知圭，長谷川泰久，小川徹也，

渡部啓孝，村上信五 : ポドブラニン高発現の頭頸部扁平上

皮癌細胞株は癌幹細胞様形質を有する. 第37回日本頭頸部

癌学会, 2013, (東京), [口演]
016 小出祐介，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

福田裕次郎，中多祐介，西川大輔，木村隆浩，別府慎太郎 
: 当科における弘毅高齢者の頭頸部癌手術. 第37回日本頭頸

部癌学会, 2013, (東京), [口演]
017 花井信広 : 頭頸部領域におけるEnergy Device のTips & 

Pitfalls. 第37回日本頭頸部癌学会, 2013, (東京), [学術セミ

ナー口演]     
018 花井信広，平川　仁，福田裕次郎，小澤泰次郎，鈴木秀典，

木村隆浩，中多祐介，西川大輔，別府慎太郎，長谷川泰久 
: 頭頸部悪性腫瘍に対する頭蓋底手術後再発症例の検討. 第
25回日本頭蓋底外科学会, 2013, (名古屋), [ポスター ]

019 平川　仁，花井信広，小澤泰次郎，鈴木秀典，福田裕次郎，

木村隆浩，中多祐介，西川大輔，別府慎太郎，長谷川泰久 
: 鼻副鼻腔癌における化学療法感受性と予後との相関に関

する臨床的検討. 第25回日本頭蓋底外科学会, 2013, (名古

屋), [ポスター ]  
020 中多祐介，平川　仁，花井信広，小澤泰次郎，鈴木秀典，

岡田　健，立花栄二，長谷川泰久 : 当科における嗅神経芽

細胞腫の検討. 第25回日本頭蓋底外科学会, 2013, (名古屋), 
[ポスター ]

021 花井信広，別府慎太郎，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

福田裕次郎，木村隆浩，中多祐介，西川大輔，澤部　倫，

都築秀典，向山宣昭，長谷川泰久 : 栄養機能食品「プロシュ

ア」を用いた癌免疫栄養療法による頭頸部癌周術期の栄養

管理に関する研究．がん免疫栄養療法研究会 第三回症例検

討会, 2013, (宮崎),[口演、優秀演題]  
022 長谷川泰久 : 上咽頭（のど）がんについて. 平成25年度愛

知県がんセンター公開講座[第5回がん研究と医療の最前

線]. 2013, (名古屋), [口演]
023 長谷川泰久 : 頭頸部癌に対する薬物療法の本邦の知見. 第

26回日本口腔・咽頭科学会, 2013, (名古屋), [ランチョンセ

ミナー口演]
024 澤部　倫，花井信広，木村隆浩，中多祐介，西川大輔，福

田裕次郎，鈴木秀典，小澤泰次郎，長谷川泰久 : 中・下咽

頭癌における放射線単独療法と化学放射線療法の比較. 第
26回日本口腔・咽頭科学会, 2013, (名古屋), [口演]

025 木村隆浩，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

福田裕次郎，中多祐介，西川大輔，別府慎太郎，澤部　倫，

都築秀典，向山宣昭，長谷川泰久 : 当科におけるセツキシ

マブの使用経験. 第154回東海地方会連合講演会, 2013, (名
古屋), [口演]

026 長谷川泰久，吉本世一，松塚　崇，甲能直幸，本間明宏，

塩谷彰浩，横山純吉，大倉康男，小須田茂，近松一朗，小

柏靖直，吉崎智一，上村裕和，三浦弘規，菅澤　正，鈴木

幹男，宮崎眞和，平野　滋，尾瀬　功，谷田部　恭，川北

大介，塚原清彰，鈴木基之，村上善子 : 頭頸部癌センチネ

ルリンパ節生検術多施設共同研究. 第15回SNNS研究会学

術集会, 2013, (釧路), [口演]
027 中多祐介， 花井信広，越川　卓，福田裕次郎，鈴木秀典，

平川　仁，小澤泰次郎，谷田部　恭，長谷川泰久 : 当科に

おける頸部リンパ節超音波ガイド下穿刺細胞診－診断率

向上への取り組み－. 第31回日本乳腺甲状腺超音波医学会, 
2013, (神戸), [口演]

028 花井信広 : 症例報告1. 東海頭頸部癌分子標的薬セミナー , 
2013, (名古屋), [口演]

029 久場潔実，菅澤　正，甲能直幸，塩谷彰浩，小須田茂，長

谷川泰久 : ICG蛍光法とRI法を用いた頭頸部がんセンチネ

ルリンパ節生検術の実行可能性の検討. 第51回日本癌治療

学会学術集会, 2013, (京都), [口演]
030 福田裕次郎，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀

典，中多祐介，西川大輔，木村隆浩，別府慎太郎，都築秀

典，澤部　倫，向山宣昭，長谷川泰久 : 内頸動脈血流遮断

試験における無侵襲脳内酸素飽和度監視装置INVOSの使

用経験. 第51回日本癌治療学会学術集会, 2013, (京都), [ポ
スター ]

031 岩江信法，林　隆一，大上研二，本間明宏，米宏一郎，鬼

塚哲郎，長谷川泰久，加藤健吾，加藤孝邦，太田一郎，田

原　信，藤井正人 : 進行下咽頭癌に対する根治的化学放射

線療法の治療成績　多施設共同による後ろ向き研究. 第51
回日本癌治療学会学術集会, 2013, (京都), [口演]

032	加納里志，本間明宏，林　隆一，川端一喜，吉野邦俊，岩

江信法，長谷川泰久，丹生健一，加藤孝邦，志賀清人，松

浦一登，門田伸也，藤井正人 : 中咽頭癌に対する放射線化

学療法の検討　多施設による後方視的観察研究. 第51回日

本癌治療学会学術集会, 2013, (京都), [口演]
033 高後友之，山下徹郎，上田倫弘，林　信，重冨俊夫，宮本
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大規，長谷川泰久，立花弘之 : 頭頸部癌治療における放射

線性口内炎重篤化予防のための特製アミノ酸配合物の有効

性. 第51回日本癌治療学会学術集会, 2013, (京都), [口演]
034 向山宣昭，花井信広，都築秀典，澤部　倫，木村隆浩，西

川大輔，中多祐介，別府慎一郎，福田裕次郎，小澤泰次郎，

平川　仁，鈴木秀典，長谷川泰久 : 縦隔手術を行った頭頸

部癌の臨床的検討. 第65回日本気管食道科学会総会ならび

に学術講演会, 2013, (東京), [口演]
035 小澤泰次郎，長谷川泰久，花井信広，平川　仁，鈴木秀

典 : 気管切開後の気管狭窄に対して気管支ファイバー下に

レーザー切除を行った1例. 第65回日本気管食道科学会総会

ならびに学術講演会, 2013, (東京), [口演] 
036 長谷川泰久 : 「最新の癌治療」頭頸部がん. 第8回日本癌治

療学会市民公開講座, 2013, (名古屋), [口演]
037  花井信広 : 化学放射線療法後救済手術における選択的頸部

郭清術．厚生労働科学研究（がん臨床研究）推進事業　頸

部郭清術研修会, 2013, (名古屋), [口演]
038 都築秀典，鈴木秀典，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，

福田裕次郎，西川大輔，別府慎一郎，中多祐介，木村隆浩，

向山宣昭，澤部　倫，長谷川泰久 : 当科における中・下咽

頭癌における上部消化管重複癌の検討. 第155回東海地方部

会連合講演会, 2013, (名古屋), [口演]
039 都築秀典，鈴木秀典，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，

福田裕次郎，西川大輔，別府慎一郎，中多祐介，木村隆浩，

向山宣昭，澤部　倫，長谷川泰久 : 中・下咽頭癌における

上部消化管重複癌画像診断の比較検討. 第31回東海頭頸部

腫瘍研究会, 2013, (名古屋) , [口演]
040 西川大輔，小澤泰次郎，花井信広，平川　仁，鈴木秀典，

福田裕次郎，木村隆浩，中多祐介，別府慎一郎，澤部　

倫，都築秀典，向山宣昭，長谷川泰久 : 内視鏡的咽喉頭手

術(ELPS)症例の検討. 第31回東海頭頸部腫瘍研究会, 2013, 
(名古屋), [口演]

041 鈴木秀典 : PETに基づく頭頸部癌の個別化治療に向けての

病院因子との比較検討. 第24回日本頭頸部外科学会総会な

らびに学術講演会, 2014, (高松), [シンポジウム]
042 花井信広 : Energyデバイス・私はこう使う～術者の視点

から撮影した頭頸部手術の実際. 第24回日本頭頸部外科学

会総会ならびに学術講演会, 2014, (高松), [モーニングセミ

ナー ]
043 花井信広 : 化学放射線治療後の頸部郭清術の検討 

-feasibility study-. 第24回日本頭頸部外科学会総会ならび

に学術講演会, 2014, (高松), [受賞講演]
044 福田裕次郎，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀

典，中多祐介，西川大輔，木村隆浩，別府慎太郎，都築秀

典，澤部　倫，向山宣昭，長谷川泰久 : 頭頸部癌における

急性動脈出欠に対する血管塞栓術－傾向と合併症の検討－. 
第24回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会, 2014, 
(高松), [口演]

045 花井信広，別府慎太郎，長谷川泰久，立花英二，岡田　健 
: Zygomatic approachにて摘出した副咽頭-頭蓋底神経鞘腫

の１例．東海頭蓋底研究会, 2014, (名古屋), [口演]
046 向山宣昭，花井信広，都築秀典，澤部　倫，木村隆浩，西

川大輔，別府慎太郎，中多祐介，福田裕次郎，小澤泰次郎，

鈴木秀典，平川　仁，長谷川泰久 : 縦隔手術を行った甲状

腺腫瘍の検討. 第156回東海地方部連合講演会, 2014, (名古

屋), [口演] 

形成外科部

001 兵藤伊久夫，奧村誠子，内堀貴文，亀井　譲：遊離腹直筋

皮弁採取部の長期経過. 第55回日本形成外科学会学術集会, 
2013,（東京） , [一般演題]

002 奧村誠子，内堀貴文，兵藤伊久夫，武石明精，福島正則，

亀井　譲 : 異時両側乳癌におけるfreeMS2TRAMflapに
よる同時再建の経験. 第55回日本形成外科学会学術集会, 
2013, （東京） , [一般演題]

003 奧村誠子，内堀貴文，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲：

自家組織再建による1次乳房再建における胸部皮膚の評価

～ ICG蛍光造影を用いて～ . 第55回日本形成外科学会学術

集会, 2013, （東京） , [一般演題]
004 兵藤伊久夫，奧村誠子，内堀貴文，亀井　譲：咽喉食摘後

遊離空腸再建における術後吻合部狭窄の検討. 第37回日本

頭頸部癌学会学術集会, 2013, （東京） , [一般演題]
005 奧村誠子，内堀貴文，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲：

1次乳房再建における胸部皮膚の評価～　ICG蛍光造影を

用いて～ . 第21回日本乳癌学会学術総会, 2013,  (浜松), [ポ
スター討論]

006 奧村誠子，内堀貴文，兵藤伊久夫，亀井　譲：乳癌におけ

る抗血管新生療法中に右母指爪周囲の感染・壊死を発症

し、保存的に加療した 1例. 第5回日本創傷外科学会総会・

学術集会, 2013, (京都), [ポスター ]
007 奧村誠子：乳房再建　中日新聞社「健康フェア」共催セミ

ナー , 2013, (名古屋), [講演]
008 中村亮太，奧村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲：上甲状腺動

脈切離後の甲状腺機能に関する検討. 第80回東海マイクロ

サージャリー研究会, 2013,  （名古屋） , [一般演題]
009 奧村誠子，中村亮太，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲，

堀尾章代，岩田広治：Nipple　sparing　mastectomyによ

る乳房1次再建の乳輪乳頭壊死の検討. 第1回日本乳房オン

コプラスティックサージャリー学会総会, 2013, （福岡） , [一
般演題]

010 兵藤伊久夫，奧村誠子，中村亮太，亀井　譲：遊離空腸移

植における移植床血管の選択および術中再吻合に関する

検討. 日本マイクロサージャリー学会40周年記念学術集会,  
2013, （盛岡） , [一般演題]

011 奧村誠子，中村亮太，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲：

乳房再建におけるMS2　TRAM　flapにてICGを用いた穿

通枝選択の有用性～第2報～ . 日本マイクロサージャリー学

会40周年記念学術集会, 2013, （盛岡） , [一般演題]
012 中村亮太，奧村誠子，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲：

皮弁生着範囲とICG蛍光造影の造影時間に関する検討. 日
本マイクロサージャリー学会40周年記念学術集会, 2013, 

（盛岡） , [一般演題]
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013 兵藤伊久夫，奧村誠子，中村亮太，亀井　譲：上甲状腺動

脈切離後の甲状腺機能に関する検討. 2013, （飯塚） , [一般

演題]
014 中村亮太，奧村誠子，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲：

乳房再建術後患者の職業復帰に関する検討. 第62回日本形

成外科学会中部支部東海地方会, 2013, （静岡県駿東郡） , 
[一般演題]

015 兵藤伊久夫：腓骨再建後の長期経過. 第32回日本口腔腫瘍

学会総会・学術集会, 2014, （札幌） , [シンポジウム]
016 奧村誠子：乳房再建〜その再建方法の選択と術式の工夫〜, 

2014, （名古屋） , [ディスカッション]
017 中村亮太，奧村誠子，兵藤伊久夫，長谷川泰久，亀井　譲：

上甲状腺動脈切離後の甲状腺機能に関する検討, 2014, （名

古屋） , [一般演題]
018 兵藤伊久夫，奧村誠子，中村亮太，尾澤昌悟，吉岡　文，

浅見和哉，亀井　譲：当院における眼窩内容摘出後・義眼

装着例の検討. 第25回日本眼瞼義眼床手術学会, 2014, （名

古屋） , [一般演題]
019 中村亮太，奧村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲：既頸部郭清

例における移植床血管剥離の工夫. 第19回日本形成外科手

術手技学会, 2014, （名古屋） , [一般演題]
020 中村亮太，奧村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲：膀胱膣瘻に

対し大網弁による充填を行った2例. 第63回東海形成外科学

会, 2014, （名古屋） , [一般演題]

呼吸器外科部

001 小栗知世，吉田公秀，田中広祐，朴　将哲，清水淳市，堀

尾芳嗣，樋田豊明，森　俊輔，千葉眞人，小林祥久，水

野鉄也，黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則，谷田部　恭：気

管神経鞘腫の1例. 第46回日本呼吸器内視鏡学会中部支部

会,2013,(名古屋),[口演]
002 千葉眞人，黒田浩章，森　俊輔，小林祥久，水野鉄也，坂

倉範昭，坂尾幸則：左S1+2区域切除の2例(開胸・胸腔鏡下

の比較). 第26回日本内視鏡外科学会総会,2013， (福岡),[口
演]

003 黒田浩章，千葉眞人，森　俊輔，小林祥久，水野鉄也，坂

倉範昭，坂尾幸則：完全胸腔鏡下手術(TS)時の出血とその

対応、手術時操作中の当院での注意点. 第26回日本内視鏡

外科学会総会,2013,(福岡), [口演]
004 小栗知世，田中広祐，朴　将哲，清水淳市，堀尾芳嗣，吉

田公秀，坂尾幸則，谷田部　恭，樋田豊明：EGFR遺伝子

変異・RET融合遺伝子を其々有した同時性多発肺腺癌の一

例. 第54回日本肺癌学会総会,2013,（東京） , [ポスター ]
005 坂倉範昭，森　俊輔，千葉眞人，小林祥久，水野鉄也，黒

田浩章，谷田部　恭，坂尾幸則：肺腺癌の新病理学的浸潤

径を胸部HRCTで評価できるか?. 第54回日本肺癌学会総

会，2013，（東京），[ポスター ]
006 森　俊輔，坂倉範昭，千葉眞人，小林祥久，水野鉄也，黒

田浩章，坂尾幸則：当院における悪性胸膜中皮腫手術症例

の検討. 第54回日本肺癌学会総会, 2013, (東京), [ポスター ]

007 清水淳市，田中広祐，小栗知世，朴　将哲，堀尾芳嗣，吉

田公秀，樋田豊明，谷田部　恭，坂尾幸則：サルベージ手

術を行った小細胞肺がん症例の検討. 第54回日本肺癌学会

総会, 2013, (東京), [ポスター ]
008 黒田浩章，千葉眞人，森　俊輔，小林祥久，水野鉄也，坂

倉範昭，坂尾幸則：当院における完全胸腔鏡下肺葉切除・

区域切除の導入時の工夫.第54回日本肺癌学会総会, 2013, 
(東京), [口演]

009 千葉眞人，黒田浩章，森　俊輔，小林祥久，水野鉄也，坂

倉範昭，坂尾幸則：右下葉切除+S2区域切除の2例(開胸・

胸腔鏡下の比較). 第54回日本肺癌学会総会, 2013, (東京), 
[ビデオ]

010 坂倉範昭，森　俊輔，千葉眞人，富沢健二，小林祥久，黒

田浩章，宇佐美範恭，坂尾幸則，北村由香，内田達男：術

後膿胸の治療 － 有茎骨格筋弁充填＋胸郭形成＋持続胸腔

洗浄法. 第30回日本呼吸器外科学会総会, 2013，（名古屋），

[ポスター ]
011 坂倉範昭，森　俊輔，千葉眞人，小林祥久，水野鉄也，黒

田浩章，谷田部　恭，坂尾幸則：肺腺癌の新病理学的浸潤

径を胸部HRCTで評価できるか. 第54回日本肺癌学会総会，

2013，（東京），[ポスター ]
012 水野鉄也，坂倉範昭，黒田浩章，小林祥久，千葉眞人，森

俊輔，坂尾幸則：大細胞神経内分泌癌の診断と治療方針 当
院における肺大細胞神経内分癌(LCNEC)の治療経験. 第54
回日本肺癌学会総会, 2013, (東京), [ワークショップ、口演]

013 水野鉄也，谷口哲郎，石川義登，川口晃司，福井高幸，石

黒太志，中村彰太，尾関直樹，横井香平：転移性肺腫瘍に

対する肺切除　反復切除の適応と意義. 第113回日本外科学

会総会, 2013(福岡), [ワークショップ、口演]
014 水野鉄也，谷口哲郎，川口晃司，福井高幸，石黒太志，中

村彰太，羽切周平，尾関直樹，横井香平：胸腺癌に対する

治療経験と課題. 第32回日本胸腺研究会, 2013(札幌), [口演]
015 瀬戸克年，石橋弘矩，浅川二三火，宇井涼子，小林昌嗣，

吉井敏孝，大久保憲一：椎体骨・肋骨破壊を伴う再発神経

鞘腫に対して後方アプローチによる腫瘍摘出術を行った一

例.日本肺癌学会関東支部会2014,(東京),[口演]

乳腺科部

001 Hattori M, Matsuo K, Ichikawa M, Fujita T, 
Sawaki M, Kondo N, Horio A, Yatabe Y, Iwata H：

Distant disease-free survival (DDFS) discrimination 
capacity of various pathologic complete response (pCR) 
definitions according to breast cancer subtypes. ASCO, 
2013,(Chicago),[poster]

002 Iwata H, Ohtani S, Fujisawa T, Taira N, Masuda N, 
Kashiwaba M, Yamamoto Y, Toyama T, Yamaguchi 
T :  N-SAS BC06: A phase III study of  adjuvant 
endocrine therapy with or without chemotherapy for 
postmenopausal breast cancer patients who responded 
to neoadjuvant letrozole (LET): The New Primary 
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Endocrine-Therapy Origination Study (NEOS). ASCO, 
2013,(Chicago),[poster]

003 Ito Y, Noguchi S, Deleu I, Baselga J, Hortobagyi G.N., 
Bachelot T.D., Masuda N, Pistilli B, Pritchard K.I., 
Iwata H, Gnant M, Eakle J.F., Csõszi T, Srimuninnimit 
V, Puttawibul P, Roila F, Panneerselvam A, Taran T, 
Sahmoud T, Rugo H.S.：Incidence, management, and 
resolution of noninfectious pneumonitis in BOLERO-2. 
ASCO, 2013,(Chicago),[poster]

004 Ueno T, Masuda N, Saji S, Kuroi K, Sato N, Takei 
H, Yamamoto Y, Ohno S, Yamashita H, Hisamatsu 
K, Aogi K, Iwata H, SasanoH, Toi M：Relationship 
of tumor and stromal autophagy and endocrine 
responsiveness in breast cancer tissues. ASCO, 
2013,(Chicago),[poster]

005 Goss P.E., Barrios C.H., Chan A, Finkelstein 
D.M., Iwata H, Martin M, Braun A, Ding B, 
Maniar T, Coleman R.E.：Denosumab versus 
placebo as adjuvant treatment for women with early-
stage breast cancer at high risk of disease recurrence 
(D-CARE): An international, placebo-controlled, 
randomized, double-blind phase III clinical trial. ASCO, 
2013,(Chicago),[poster]

006 Kuroi K, Ohno S, Nakamura S, Iwata H, Masuda 
N, Sato N, Toi M：Is ypT0/isn0 acceptable for 
Japanese population? JBCRG’s perception. ASCO, 
2013,(Chicago),[poster]

007 Ohtani S, Taira N, Kihara K, Hasegawa Y, Sakai 
T, Iwase T, Masuda N, Fujisawa T, Yanagita 
Y, Ohsumi S, Higaki K, Yamaguchi T, Iwata 
H：Analysis of health-related quality of life during 
neoadjuvant endocrine therapy with letrozole in 
postmenopausal breast cancer patients: N-SAS BC06 
trial. ASCO, 2013,(Chicago),[poster]

008 Iwata H, Baselga J, Campone M, Arteaga C.L., 
Cortes J, Jonat W, Laurentiis M.D., Ciruelos E, 
Janni W, Bachelot T, Lonning P.E., O'Regan CM.R, 
Tomaso E.D., Bharani-Dharan B, Duval V, Lau 
H, Germa C, Urban P, Leo A.D.：Ph III randomized 
studies of the oral pan-PI3K inhibitor buparlisib 
(BKM120) with fulvestrant in postmenopausal women 
with HR+/HER2– locally advanced or metastatic breast 
cancer (BC) after aromatase inhibitor (AI; BELLE-2) or 
AI and mTOR inhibitor (BELLE-3) treatment. ASCO, 
2013,(Chicago),[poster]

009 Yamamoto N, Yamashiro H, Iwata H, Masuda 
N, Ohtani S, Takahashi M, Yamazaki K, Kato 
M, Ohno S, Kuroi K, Yamagami K, Morimoto T, 
Hasegawa Y, Takano T, Kadoya T, Hosoda M, Abe 
H, Morita S, Yasuno S, Toi M：Safety of trastuzumab 
in HER2-positive primary breast cancer in Japan: Initial 
safety report for the large-scale cohort study (JBCRG 

C-01). ASCO, 2013,(Chicago),[poster]
010 Goss PE, Barrios CH, Chan A, Finkelstein DM, 

Iwata H, Martin M, Braun A, Zhou Y, Maniar T, 
Coleman RE：Denosumab versus placebo as adjuvant 
treatment for women with early-stage breast cancer 
at high risk of disease recurrence (D-CARE): A global, 
placebo-controlled, randomized, double-blind, phase 3 
clinical trial. San Antonio Breast Cancer Symposium, 
2013,(San Antonio), [poster]

011 Fujita T, Sawaki M, Hattori M, Naoto K, Horio A, 
Gongou N, Ichikawa M, Idota A, Adachi Y, Hisada 
T, Kotani H, Ishiguro J, Iwata H：Postmastectomy 
radiation improves loco-regional control for patients 
with advanced breast cancer treated with neoadjuvant 
chemotherapy. San Antonio Breast Cancer Symposium, 
2013,(San Antonio), [poster]

012 Ohtani S, Masuda N, Im Y-H, Im S-A, Park B-W, 
Kim S-B, Yanagita Y, Takao S, Ohno S, Aogi K, 
Iwata H, Yoshidome K, Nishimura R, Ohashi 
Y, Lee S-J, Toi M：Adjuvant capecitabine in breast 
cancer patients with pathologic residual disease after 
neoadjuvant chemotherapy: First safety analysis of 
CREATE-X (JBCRG-04). San Antonio Breast Cancer 
Symposium, 2013,(San Antonio), [poster]

013 Enokido K, Watanabe C, Nakamura S, Ogiya A, 
Osako T, Akiyama F, Horio A, Iwata H, Ohno S, 
Kojima Y, Tsugawa K, Motomura K, Hayashi N, 
Yamauchi H, Sato N：Feasibility of sentinel node 
biopsy following neoadjuvant chemotherapy in cytology-
proven node positive breast cancer before chemotherapy. 
San Antonio Breast Cancer Symposium, 2013,(San 
Antonio), [poster]

014 Kondo N, Fujita T, Sawaki M, Hattori M, Horio 
A, GONDO N, Idota A, Ichikawa M, Iwata H：The 
difference of molecular subtypes and prognosis after 
surgery for breast cancer patients with each blood types. 
San Antonio Breast Cancer Symposium, 2013,(San 
Antonio), [poster]

015 Turner N, André F, Loibl S, Ro J, Iwata H, Harbeck 
N, Glück S, Verma S, Loi S, Huang Bartlett C, 
Thiele A, Zhang K, Koehler M, Cristofanilli M：

Phase 3, multicenter, randomized, double-blind, 
placebo-controlled trial of fulvestrant with or without 
PD-0332991 (palbociclib) ± goserelin in women with 
hormone receptor-positive, HER2-negative metastatic 
breast cancer (MBC) whose disease progressed after 
prior endocrine therapy. San Antonio Breast Cancer 
Symposium, 2013,(San Antonio), [poster]

016 Takada M, Ishiguro H, Nagai S, Ohtani S, 
Kawabata H, Yanagita Y, Hozumi Y, Shimizu 
C, Takao S, Sato N, Kosaka Y, Sagara Y, Iwata 
H, Ohno S, Kuroi K, Masuda N, Yamashiro 
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H, Sugimoto M, Kondo M, Naito Y, Sasano H, 
Inamoto T, Morita S, Toi M： Predictive factors for 
pathologic complete response and disease-free survival 
after neoadjuvant chemotherapy with trastuzumab: A 
multicenter retrospective observational study in patients 
with HER2-positive primary breast cancer (JBCRG-C03 
study). San Antonio Breast Cancer Symposium, 
2013,(San Antonio), [poster]

017 Hattori M, Matsuo K, Ichikawa M, Fujita T, Sawaki 
M, Kondo N, Horio A, Yatabe Y, Iwata H：Distant 
disease-free survival (DDFS) discrimination capacity of 
various pathologic complete response (pCR) definitions 
according to breast cancer subtypes. Breast Cancer 
Symposium ,2013,(San Francisco), [Poster session]

018 Hattori M, Ito Y, Takahashi S, Fukada I, Iwase T, 
Iwata H, Hatake K：Risk of hepatitis B virus (HBV) 
reactivation in hepatitis B surface antigen negative/ 
hepatitis B core antibody positive and/or hepatitis 
B surface antibody positive Japanese breast cancer 
patients who receive chemotherapy.CTRC-AACR 
San Antonio Breast Cancer Symposium,2013,(San 
Antonio),[Poster session]

019 Fujita T, Sawaki M, Hattori M, Kondo N, Horio A, 
Gondo N, Ichikawa M, Idota A, Kotani H, Hisada 
T, Adachi Y, Ishiguro J, Iwata H：Postmastectomy 
radiation improves loco-regional control for patients 
with advanced breast cancer treated with neoadjuvant 
chemotherapy.36th San Antonio breast  cancer 
symposium, 2013,(San Antonio),[Poster session]

020 Kondo N, Fujita T, Sawaki M, Hattori M, Horio 
A, Gondo N, Idota A, Ichikawa M, Iwata H：The 
difference of molecular subtypes and prognosis after 
surgery for breast cancer patients with each blood types. 
36th San Antonio breast cancer symposium, 2013,(San 
Antonio),[Poster]

021 Horio A：The Analysis of the local treatment of our 
institution based on the ACOSOG Z0011 trial. International 
Breast Cancer Congress, 2013,(St. Gallen） ,[Poster session]

022 Ichikawa M：The accuracy of MRI in estimating 
residual tumor in the breast after neoadjuvant 
chemotherapy (NAC) for early breast cancer patients 
according to each molecular subtypes. EBCC, 2014, 
(Glasgow) ,[Poster session]

023 Idota A, Sawaki M, Ichikawa M, Gondo N, Horio A, 
Kondo N, Hattori M, Fujita T, Iwata H：Bone Scan 
Index predicts skeletal-related events in patients with 
metastatic breast cancer. EBCC, 2014,(Glasgow), [Poster 
session]

024 Sawaki M, IORT in Japan：New surgical techniques 
for excellent outcome of breast cancer. Invited by Taiwan 
Breast Cancer Society. Trans-Asia Symposium of Intra-
Operative Radiotherapy and Surgical Techniques, 2013, 

(Taiwan), [educational lecture]
025 Iwata H：Primary systemic therapy for early breast 

cancer patients-The history and perspective of Japanese 
clinical trial-.11th Annual Meeting of japanese society of 
Medicl Oncology, 2013,(仙台),[oral]

026 Iwata H, Horiguchi J, Sato N, Fujiwara Y：A phase 
1b trial of trastuzumab emtansine in combination with 
pertuzumab. 第51回日本癌治療学会総会, 2013,(京都),[口
演]　

027 Hattori M, Yamada M, Ushio A, Fujita T, Sawaki 
M, Kondo N, Horio A, Yatabe Y, Iwata H：Matrix-
producing carcinoma of the breast: immunohistochemical 
expression profiles of a rare subtype of breast carcinoma.
第113回日本外科学会定期学術集会, 2013,(福岡), [ポス

ター ]
028 Hattori M, Matsuo K, Fujita T, Sawaki M, Kondo 

N, Horio A, Yatabe Y, Iwata H：Impact of interval 
from treatment initiation to trastuzumab therapy on 
prognosis in HER2-positive breast cancer patients.第11
回日本臨床腫瘍学会学術集会,2013,(仙台), [口演]

029 岩田広治：乳がん．癌治療学会拡大教育セミナー , 2013,(名
古屋),[セミナー ]

030 岩田広治：乳癌における抗HER2療法の最前線．第72回日

本癌学会学術総会腫瘍別シンポジウム4 乳がんにおける基

礎・臨床の最前線, 2013,(横浜),[シンポジウム]
031 遊佐亜希子，舎人　誠，益田泰輔，山本修平，大河内美奈，

伊藤誠二，岩田広治，近藤栄作，馬場嘉信，本多裕之，新

井史人，中西速夫：新規血中循環がん細胞（CTC)迅速単離

装置の開発と1細胞遺伝子解析．第72回日本癌学会学術総

会, 2013,(横浜),[イングリッシュオーラルセッション]
032 澤木正孝：乳がん初期治療における標準的薬物療法．第21

回日本乳癌学会総会, 2013,(浜松), [教育セミナー ]
033 澤木正孝：看護師に知って欲しい高齢者乳がんの諸問題．

第10回日本乳癌学会中部地方会 看護セミナー 1, 2013,(名
古屋), [基調講演]

034 藤田崇史，位藤俊一，五味直哉，小野　稔，矢形　寛，大西

清，亀井桂太郎，坂本尚美，田口哲也，中山貴寛，橋本秀行，

福間英祐，渡邉良二：超音波ガイド下吸引式組織生検の精

度の検討．第30回日本乳腺甲状腺超音波医学会, 2013,(福
島), [口演]

035 藤田崇史，澤木正孝，服部正也，近藤直人，堀尾章代，牛

尾　文，権藤なおみ，市川茉莉，井戸田　愛，岩田広治：

乳房切除後腋窩リンパ節転移1-3個症例に対する胸壁・

鎖骨上照射の有用性の検討．第113回日本外科学会総会，

2013,(福岡), [ポスター ]
036 井戸田　愛，近藤直人，澤木正孝，藤田崇史，服部正也，

堀尾章代，牛尾　文，権藤なおみ，市川茉莉，岩田広治：

当院における家族性乳癌の検討  「HBOC外来」を開設する

ために．第21回日本乳癌学会総会, 2013,(浜松), [ポスター ]
037 近藤直人，藤田崇史，澤木正孝，服部正也，堀尾章代，牛

尾　文，権藤なおみ，井戸田　愛，市川茉莉，岩田広治：

乳房既治療症例に対するセンチネルリンパ節生検の妥当
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性．第113回日本外科学会総会, 2013,(福岡), [ポスター ]
038 近藤直人，藤田崇史，澤木正孝，服部正也，堀尾章代，牛

尾　文，権藤なおみ，井戸田　愛，市川茉莉，岩田広治：

乳癌と血液型～臨床病理・予後との関連～．第21回日本乳

癌学会総会, 2013,(浜松), [ポスター ]
039 服部正也，松尾恵太郎，市川茉莉，藤田崇史，澤木正孝，

近藤直人，堀尾章代，谷田部　恭，岩田広治：病理学的完

全奏効（pCR）の定義毎にみた乳癌サブタイプの予後とそ

の意義．第21回日本乳癌学会学術総会, 2013,(浜松), [ポス

ターディスカッション]
040 服部正也，堀尾章代，澤木正孝，近藤直人，藤田崇史，岩

田広治：フルベストラント療法後の内分泌療法への反応性．

第51回日本癌治療学会学術集会, 2013,(京都), [ポスター ]
041 堀尾章代：センチネルリンパ節転移陽性例における 郭

清・非郭清群の予後の検討．第113回日本外科学会総会, 
2013,(福岡), [ポスター ] 

042 堀尾章代：ＡＲＭ法による 上肢からのリンパ流温存に関す

る検討．第21回日本乳癌学会学術総会， 2013,(浜松), [口演]
043 堀尾章代：当院における乳腺科と形成外科との連携～一次

一期再建を行うために～ ．日本オンコプラスティックサー

ジェリー学会, 2013,(福岡), [口演]
044 堀尾章代：ＡＲＭ法による 上肢からのリンパ流温存に関す

る検討 ＷＳ．第75回日本臨床外科学会, 2013,(福岡), [口演]
045 市川茉莉：術前化学療法において造影MRIは効果予測因子

となるか：サブタイプ別での検討．第21回日本乳癌学会学

術総会, 2013,(浜松), [ポスター ]
046 市川茉莉：内分泌療法抵抗性を示した転移性乳癌に対しエ

ストロゲン療法が有効であった一例．第10回日本乳癌学会

中部地方会, 2013,(名古屋), [ポスター ]
047 市川茉莉：内分泌療法抵抗性となった転移性乳癌に対する

エストロゲン療法の有効性．癌治療学会, 2013,(京都), [ポ
スター ]

048 安立弥生，服部正也，藤田崇史，澤木正孝，近藤直人，堀

尾章代，権藤なおみ，井戸田　愛，市川茉莉，石黒淳子，

小谷はるる，久田知可，岩田広治：悪性化した乳管内乳頭

腫の検討．第10回日本乳癌学会中部地方会， 2013,(名古屋), 
[口演]

049 久田知可：二次癌のadjubant治療直後に晩期再発を認め

た異時両側乳癌の1例．第10回日本乳癌学会中部地方会，

2013,(名古屋), [口演]
050 小谷はるる，堀尾章代，藤田崇史，澤木正孝，服部正也，

近藤直人，権藤なおみ，　井戸田　愛，市川茉莉，石黒淳子，

安立弥生，久田知可，岩田広治：ステレオガイド下マンモ

トーム生検でＤＣＩＳと診断された症例にＳＬＮＢ省略が

可能か？．第23回日本乳がん検診学会総会, 2013,(東京), [ポ
スター ]

051 石黒淳子：乳腺腺様嚢胞癌の1例．第10回日本乳癌学会中

部地方会, 2013,(名古屋), [ポスター ]

消化器外科部

001 Shimizu Y, Yamaue Y, Maguchi H, Yamao K, 
Hirono S, Osanai M, Hijioka S, Hosoda W, 
Nakamura Y, Shinohara T, Yanagisawa A：

Predictors of Malignancy in Branch Duct Intraductal 
Papillary Mucinous Neoplasm of the Pancreas(BD-
IPMN)-Analysis of 202 Pancreatic Resection Patients 
At Multiple High Centers.　第21回米国消化器病機構〜

Digestive Disease Week〜,2013,（オーランド・フロリダ

州） , [示説]
002 Ito S, Kodera Y, Ito Y, Misawa K, Kinoshita T：

Neoadjuvant chemotherapy followed by surgery 
f or  gastr ic  cancer  with  extensive  lymphnode 
metastasis:Efficacy in clinical practice.第10回IGCC, 
2013, （Verona） , [口演]

003 Yoshikawa T, Tanabe K, Ito S, Nishikawa K, Matsui 
T, Kimura Y, Tsuburaya A, Morita S, Miyashita Y, 
Sakamoto J：Feasibility and safety of surgery after 
neoadjuvant chemotherapy (NAC) for adenocarcinoma of 
the esophagogastric junction(AEG):Subset analysis of a 
compass trial.　第10回IGCC,2013, （Verona） , [口演]

004 Misawa K, Fujiwara M, Ito S, Ymamura Y, 
Watanabe T, Ishigure K, Morioka Y, Mochizuki 
Y, Kodera Y：LONGITUDINAL ASSESSMENT 
OF THE POSTOPERATIVE QUALITY OF LIFE 
AFTER LAPAROSCOPIC-ASSISTED AND OPEN 
GASTRECTOMY FOR T1-STAGE GASTRIC CANCER.
第10回IGCC,2013, （Verona） , [口演]

005 Sano T, Shimizu Y, Senda Y, Komori K, Ito S, Abe T, 
Kinosita T, Nimura Y：Outcome of major hepatobiliary 
resection: incidence and risk factor of biliary fistula. 第45
回国際外科学週間 International Surgical Week 2013,2013,

（フィンランド/ヘルシンキ） , [パネルディスカッション]
006 Sano T, Shimizu Y, Senda Y, Komori K, Ito S, Abe T, 

Kinosita T, Nimura Y：Bile leakage after hepatectomy 
for liver tumors. 第45回国際外科学週間  International 
Surgical Week 2013,2013,（フィンランド/ヘルシンキ） , [パ
ネルディスカッション]

007 S e n d a  Y ,  S a n o  T ,  S h i m i z u  Y：PAT E N C Y 
OF  THE M A IN  PA NCREATIC  DUCT  AFTER  
P A N C R E A T I C O D U O D E N E C T O M Y  W I T H 
INVAGINATION ANASTONOSIS. 第21回 United 
European Gastroenterology Week,2013, （ドイツ/ベルリ

ン） , [示説]
008 今井健晴，伊藤誠二，金城和寿，伊藤友一， 三澤一成，佐

野　力，小森康司，安部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下

敬史，植村則久，清水泰博：80歳以上の高齢者StageⅡ/Ⅲ
胃癌ー術後Ｓー 1療法の現状と課題ー .　第285回東海外科

学会,2013, （名古屋） , [口演]
009 川合亮佑，千田嘉毅，佐野　力，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植
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村則久，清水泰博，木下　平 ：脾原発inflammatory 
pseudotunorの1例.　第285回東海外科学会,2013,（名古屋）, 
[口演]

010 小森康司，木村賢哉，木下敬史，服部憲史，佐野　力，伊

藤誠二，安部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村

則久，金城和寿，川合亮佑，大澤高陽，二宮　豪，清水泰博：

直腸癌術後（根治度Ａ）リンパ節単独再発手術（Ｒ０切除）

症例の検討.　第285回東海外科学会,2013, （名古屋） , [口演]
011 植村則久，安部哲也，川合亮佑，佐野　力，金光幸秀，伊

藤誠二，小森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村

賢哉，清水泰博，篠田雅幸：胸部食道癌鎖骨上窩リンパ節

転移症例に対する3領域郭清の有効性.　第113回日本外科

学会定期学術集会,2013, （福岡） , [示説]
012 服部憲史，金光幸秀，小森康司，木村賢哉，佐野　力，千

田嘉毅，宇佐美範恭，伊藤志門，安部哲也，三澤一成，伊

藤友一，植村則久，清水泰博：当院における大腸癌肺転

移再切除例の治療成績.　第113回日本外科学会定期学術集

会,2013, （福岡） , [示説]
013 佐野　力，清水泰博，千田嘉毅，植村則久，木村賢哉，伊

藤友一， 三澤一成，安部哲也，小森康司，伊藤誠二，金光

幸秀，木下　平，二村雄次：胆道再建を伴う肝葉切除の短

期成績；胆汁瘻に着目して.　第113回日本外科学会定期学

術集会,2013, （福岡） , [示説]
014 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 金光幸秀, 伊藤誠二, 小

森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木村賢哉, 植村

則久, 木下　平, 細田和貴, 山雄健次：who(2010)病理組

織分類に基づく膵神経内分泌腫瘍(pNET)の治療成績.　第

113回日本外科学会定期学術集会,2013, （福岡） , [口演]
015 伊藤誠二, 三澤一成, 伊藤友一, 金城和寿, 植村則久, 木

村賢哉, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 金光幸秀, 佐野

力, 清水泰博, 木下　平：胃がん肝転移の治療戦略-肝切除

と化学療法施行例の比較.　第113回日本外科学会定期学術

集会,2013, （福岡） , [示説]
016 小森康司，金光幸秀，木村賢哉，佐野　力，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，金城

和寿，川合亮佑，服部憲史，大澤高陽，今井健晴，二宮　豪，
清水泰博：肛門側切離断端の病理組織学的所見からみたＩ

ＳＲの治療.　第113回日本外科学会定期学術集会,2013, （福

岡） , [示説]
017 大澤高陽，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，金光幸秀，伊

藤誠二，小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木

村賢哉，植村則久，木下　平：大腸癌同時性多発肝転移

に対する術前化学療法.　第113回日本外科学会定期学術集

会,2013, （福岡） , [示説]
018 今井健晴，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，金光幸秀，伊

藤誠二，小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木

村賢哉，植村則久，木下　平：膵頭十二指腸切除後の膵液

瘻からの動脈出血〜予防策と動脈塞栓術〜.　第113回日本

外科学会定期学術集会,2013, （福岡） , [示説]
019 伊藤友一, 中西速夫, 伊藤誠二, 三澤一成, 植村則久, 木

村賢哉, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 金光幸秀, 佐野

力, 清水泰博, 木下　平：光イメージングとＭＲＩを融合

した胃癌腹膜転移に対するMultimodalityイメージング.　
第113回日本外科学会定期学術集会,2013, （福岡） , [示説]

020 木村賢哉, 金光幸秀, 小森康司, 伊藤誠二, 三澤一成, 伊

藤友一, 植村則久, 安部哲也, 千田嘉毅, 佐野　力, 清水

泰博：80歳以上の超高齢者に対する大腸癌手術症例の検

討.　第113回日本外科学会定期学術集会,2013,（福岡）,[パ
ネルディスカッション]

021 千田嘉毅, 清水泰博, 佐野　力, 金光幸秀, 伊藤誠二, 小

森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一，木村賢哉, 植村

則久, 木下　平：超高齢者の胆巣悪性腫瘍に対する膵頭

十二指腸切除術の治療成績.　第113回日本外科学会定期学

術集会,2013, （福岡） , [示説]
022 島田和明，竹内義人，小西　大，小林達伺，斎浦明夫，松

枝　清，佐野　力，金本秀行，上坂克彦：MDCTによる胆

道膵悪性腫瘍の術前画像診断能の評価　前向き多施設共同

研究.　第113回日本外科学会定期学術集会,2013, （福岡） , 
[口演]

023 佐藤洋造, 山浦秀和, 加藤弥菜, 井上大作, 鹿島正隆, 栗

延孝至, 佐藤健司, 清水泰博, 佐野　力，稲葉吉隆：PTPE
前後の肝機能評価　EOB・プリモビストを用いた検討.　
第42回日本IVR学会総会,2013, （軽井沢） , [口演]

024 大澤高陽, 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 小森康司, 木

村賢哉, 服部憲史, 金城和寿, 二宮　豪, 川合亮佑：同時

性大腸癌肝転移に対する当院の治療成績〜手術単独、化療

後肝切除、化学療法のみの比較結果〜.　第25回日本肝胆膵

外科学会・学術集会,2013, （宇都宮） , [シンポジウム]
025 細田和貴，真砂勝泰，山田　舞，長坂　暢，村上善子，佐々

木英一，山雄健次，清水泰博，谷田部　恭：膵腫瘍263例
におけるGNAS遺伝子変異の検討.　第102回日本病理学会

総会,2013, （札幌） , [口演]
026 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 小森康司, 金城和寿, 大

澤高陽, 川合亮佑, 二宮　豪, 木下　平, 山雄健次：膿胞

変性を伴う膵神経内分泌腫瘍の治療成績.　第25回日本肝

胆膵外科学会・学術集会,2013, （宇都宮） , [示説]
027 佐野　カ, 清水泰博, 千田嘉毅, 小森康司, 木下　平, 二

村雄次：左肝管十二指腸吻合後の胆管癌に対し肝右葉、尾

状葉、膵頭十二指腸切除を行った1例.　第25回日本肝胆膵

外科学会・学術集会,2013, （宇都宮） , [示説]
028 川合亮佑, 安部哲也, 植村則久, 二宮　豪, 篠田雅幸：胸

骨後再建術後に発生した胃管癌切除の工夫.　第67回日本食

道学会学術集会,2013, （大阪） , [示説]
029 植村則久, 安部哲也, 川合亮佑, 佐野　力, 金光幸秀, 伊

藤誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木村

賢哉, 清水泰博, 篠田雅幸：重複大動脈弓を合併した胸部

食道癌切除の工夫.　第67回日本食道学会学術集会,2013,
（大阪） , [示説]

030 千田嘉毅, 清水泰博, 佐野　力, 小森康司, 川合亮佑, 大

澤高陽, 二宮　豪, 金城和寿, 木下　平：膵頭十二指腸切

除術における膵空腸吻合法の工夫〜soft pancreas症例へ

の陥入法の導入〜.　第25回日本肝胆膵外科学会・学術集

会,2013, （宇都宮） , [ビデオ]
031 金城和寿，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，小森康司，大
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澤高陽，川合亮佑，二宮　豪，山田　舞，細田和貴，山雄

健次， 木下　平：診断に苦慮した巨大な嚢胞性腫瘍の1例. 
第25回日本肝胆膵外科学会・学術集会,2013, （宇都宮） , [示
説]

032 川合亮佑，千田嘉毅，佐野　力，小森康司，二宮　豪，金

城和寿，大澤高陽，清水泰博，木下　平：特異な進展形

式を示し原発部位の同定が困難であった膵頭部領域癌の1
例.　第25回日本肝胆膵外科学会・学術集会,2013,（宇都宮）, 
[示説]

033 二宮　豪，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，小森康司，川

合亮佑，大澤高陽，木下　平：退形成性膵管癌の4例.　第

25回日本肝胆膵外科学会・学術集会,2013, （宇都宮） , [示
説]

034 堀周太郎，島田和明，奈良　聡，江崎　稔，岸　庸二，佐

野　力，小菅智夫：下大静脈を合併切除した肝内胆管癌15
例の検討.　第25回肝胆膵外科学会,2013, （宇都宮） , [口演]

035 川上次郎，安部哲也，植村則久，川合亮佑，浅野智成，佐

野　力，伊藤誠二，小森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤

友一，木村賢哉，木下敬史，大澤高陽，舎人　誠，岩田至

紀，倉橋真太郎，清水泰博，篠田雅幸：食道癌サルベージ

術後の乳び胸治療においてリンパ節造影検査が有用であっ

た1例. 日本消化器病学会東海支部　第118回例会　第29回
教育講演会,2013, （浜松） , [口演]

036 山口真澄，榊原由美子，小森康司：術後放射線療法の晩

期合併症として回腸膀胱瘻をきたした1例.　第62回東海ス

トーマ・排泄リハビリテーション研究会,2013, （名古屋） , 
[口演]

037 舎人　誠，小森康司，木村賢哉，木下敬史 ： ISR （Inter-
sphincteric resection：肛門括約筋部分温存手術）術後に

遅発性直腸尿道瘻.　第23回骨盤外科機能温存研究会,2013, 
（東京） , [口演]

038 大澤高陽，小森康司，木村賢哉，木下敬史，舎人　誠，千

田嘉毅，佐野　力，清水泰博：大腸癌同時性多発肝転移に

対する術前化学療法の影響.　第79回大腸癌研究会,2013,
（大阪） , [口演]

039 小 森 康 司， 木 村 賢 哉， 木 下 敬 史， 舎 人　 誠 ： ISR
（Intersphincteric resection） の手術標本の病理組織学的所

見は予後予測因子となるか？ .　第79回大腸癌研究会,2013,
（大阪） , [示説]

040 水上高秀, 兵藤伊久夫, 神山圭史, 小森康司, 亀井　譲：

咽喉食摘後の遊離空腸再健時に腸回転異常症を指摘された

1例.　第48回日本形成外科学会中部支部学術集会,2013,（岐

阜） , [口演]
041 舎人　誠，小森康司，木村賢哉，木下敬史，佐野　力，伊

藤誠二，安部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村

則久，川合亮佑，大澤高陽，川上次郎，岩田至紀，倉橋真

太郎，浅野智成，清水泰博：S状結腸悪性黒色腫の1例.　
第40回愛知臨床外科学会,2013, （名古屋） , [口演]

042 倉橋真太郎, 伊藤友一, 伊藤誠二, 三澤一成, 川合亮佑, 

植村則久, 木下敬史, 木村賢哉, 千田嘉毅, 安部哲也,  

小森康司, 佐野　力, 清水泰博：腹膜播種をを伴うStage
Ⅳ胃癌に化学療法が著効し、胃切除術を施行した1例.　第

40回愛知臨床外科学会,2013, （名古屋） , [口演]
043 浅野智成，安部哲也，植村則久，川合亮佑，川上次郎，佐

野　力，伊藤誠二，小森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤

友一，木村賢哉，木下敬史，清水泰博：肝細胞癌下縦隔リ

ンパ節転移に対して、腹臥位胸腔鏡下腫瘍摘出術を施行し

た1例.　第40回愛知臨床外科学会,2013, （名古屋） , [口演]
044 小森康司， 金光幸秀， 木村賢哉， 佐野　力， 伊藤誠二， 安

部哲也， 千田嘉毅， 三澤一成， 伊藤友一，清水泰博：骨盤

内進展様式からみた直腸癌・再発直腸癌に対する治療戦

略.　第68回日本消化器外科学会総会,2013, （宮崎） , [シン

ポジウム]
045 金城和寿, 伊藤誠二, 三澤一成, 伊藤友一, 二宮　豪, 小

森康司, 金光幸秀, 佐野　力, 清水泰博, 木下　平：幽門

側胃切除後Billroth-I再建法とRoux-Y再建法との比較.　第

68回日本消化器外科学会総会,2013, （宮崎） , [口演]
046 清水泰博, 山上裕機, 真口宏介, 山雄健次, 廣野誠子, 金

光幸秀, 佐野　力, 千田嘉毅, 柳澤昭夫：膵管内乳頭腫瘍

（ＩＰＭＮ）癌予測ノモグラムの診断能ー多施設、多数切除

例におけるexternal calibity ー .　第68回日本消化器外科

学会総会,2013, （宮崎） , [ワークショップ]
047 川合亮佑, 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 金光幸秀, 伊

藤誠二, 小森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木村

賢哉, 植村則久, 大澤高陽, 木下　平：胆管非拡張型膵胆

管合流異常症例における治療成績からみた術式選択.　第

68回日本消化器外科学会総会,2013, （宮崎） , [示説]
048 千田嘉毅，清水泰博，佐野　力，金光幸秀，伊藤誠二，小

森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，大澤高陽：陥

入法による膵頭十二指腸切除後の主膵管開存性と術後脂

肪肝発生についての検討.　第68回日本消化器外科学会総

会,2013, （宮崎） , [口演]
049 佐野　力, 清水泰博, 千田嘉毅, 伊藤友一, 三澤一成, 安

部哲也, 小森康司, 伊藤誠二, 木下　平, 二村雄次：表層

拡大進展を伴った下部胆管癌に対する尾状葉単独切除・膵

頭十二指腸切除術.　第68回日本消化器外科学会総会,2013,
（宮崎） , [口演]

050 木村賢哉, 金光幸秀, 小森康司, 伊藤友一, 三澤一成, 千

田嘉毅, 伊藤誠二, 佐野　力, 清水泰博：右側結腸癌に対

するon-touch isolation techniqueによる結腸右半切除術+
Ｄ3郭清.　第68回日本消化器外科学会総会,2013,（宮崎）,[口
演]

051 安部哲也， 植村則久， 佐野　力， 金光幸秀， 伊藤誠二， 小

森康司， 千田嘉毅， 三澤一成， 篠田雅幸，清水泰博：胸部

食道癌切除後胸骨後胃管再建における縫合不全を減らすた

めの工夫.　第68回日本消化器外科学会総会,2013, （宮崎） , 
[ビデオ].

052 川合亮佑，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，金光幸秀，伊

藤誠二，小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一：胆管

非拡張型膵管合流異常症例における治療成績からみた術式

選択.　第68回日本消化器外科学会総会,2013,（宮崎） ,[口演]
053 服部憲史，金光幸秀，小森康司，木村賢哉，佐野　力，千

田嘉毅，伊藤誠二，安部哲也，三澤一成，清水泰博：切除

不能大腸癌肝転移化学療法例におけるconversion可能因子
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と予後因子の検討.　第68回日本消化器外科学会総会,2013,
（宮崎） , [口演]

054 二宮　豪, 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 金光幸秀, 伊

藤誠二, 小森康司, 安部哲也, 木下　平, 山雄健次：膿

胞変性をともなった膵神経内分泌腫瘍の臨床学的検討ー

WHO 2010分類による悪性度評価を含めてー .　第68回日

本消化器外科学会総会,2013, （宮崎県） , [口演]
055 清水泰博, 山上裕機, 真口宏介, 山雄健次, 廣野誠子, 小

山内学, 肱岡　範, 佐野　力, 千田嘉毅, 柳澤昭夫：分

枝型IPMNの手術適応を考えるー癌予測ノモグラム診断

能ー .　第44回日本膵臓学会大会,2013, （仙台） , [口演]
056 永塩美邦, 原　和生, 水野伸匡, 肱岡　範, 今岡　大, 長

谷川俊之, 品川秋秀, 関根匡成, 丹羽康正, 清水泰博, 山

雄健次：EUS-FNAによる膵腫瘤の診断ー診断能と正診率

に及ぼす因子の検討から見えてくるものー .　第44回日本

膵臓学会大会,2013, （仙台市） , [口演]
057 水野伸匡, 原　和生, 肱岡　範, 今岡　大, 清水泰博, 山

雄健次：自己免疫性膵炎の新たな展開　自己免疫性膵炎の

国際コンセンサス基準と改定診断基準2011の検証　自己免

疫性膵炎（AIP）新旧診断基準の検証と本邦における2型
AIPの実態.　第44回日本膵臓学会大会,2013, （仙台）, [シ
ンポジウム]

058 原　和生, 永塩美邦, 水野伸匡, 肱岡　範, 今岡　大, 関

根匡成, 田中　努, 田近正洋, 丹羽康正, 清水泰博, 山雄

健次：画像検査にて膵漿液性膿胞腫（SCN）と鑑別困難で

あった膵管癌の1例.　第44回日本膵臓学会大会,2013, （仙

台） , [示説]
059 肱岡　範, 水野伸匡, 原　和夫, 今岡　大, 永塩美邦, 関

根匡成, 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 細田和貴, 丹羽

康正, 山雄健次：IPMN微小浸潤癌の臨床病理学的特徴.　
第44回日本膵臓学会大会,2013, （仙台） , [示説]

060 関根匡成, 肱岡　範, 水野伸匡, 原　和夫, 今岡　大, 丹

羽康正, 田近正洋, 近藤真也, 田中　努, 永塩美那, 長谷

川俊之, 大林友彦, 品川秋秀, 清水泰博, 佐野　力, 千田

嘉毅, 谷田部　恭, 細田和貴, 山雄健次：壁在結節を伴

わないIPMN上皮内癌2例の検討.　第44回日本膵臓学会大

会,2013, （仙台） , [示説]
061 佐野　力， 清水泰博， 千田嘉毅， 小森康司， 原　和生， 

水野伸匡， 肱岡　範， 山雄健次， 木下　平， 二村雄次：

PTBD後に門脈血栓を来たし、1年余の化学療法後に切除し

えた膵頭部癌の1例.　第44回日本膵臓学会大会,2013, （仙

台） , [示説]
062 石田秀行，岩間毅夫， 小林宏寿，上野秀樹，田中屋宏爾，

赤木　究，小西　毅，石田文生，山口達郎，新井正美，檜

井幸夫，永坂岳司，中島　健，隈元謙介，松原長秀，池永

雅一，竹之下誠一，固武健二郎，赤木由人，五十嵐正弘，

池田正孝，石岡千加史，石川俊昭，石川秀樹，井上靖浩，

金光幸秀，金沢孝満，倉地清隆，小泉浩一，小森康司，小

山　基，菅野康吉，田村和朗，千野晶子，中村利夫，長谷

川博俊，藤田　伸，古川洋一，松本主之，吉田輝彦，吉

松和彦，冨田尚裕，渡邉聡明，杉原健一：家族性大腸腫瘍

(FAP、リンチ) 遺伝性大腸癌に関する大腸癌研究会の今後

の活動の方向性.　第19回日本家族性腫瘍学会,2013,（大分）, 
[シンポジウム]

063 大澤高陽, 千田嘉毅, 佐野　力, 清水泰博：下大静脈原

発平滑筋肉腫を切除した1例.　第57回東海肝臓外科懇談

会,2013, （名古屋） , [口演]
064 小森康司：直腸癌手術の実際.　第25回東海スト−マリハビ

リテーション講習会,2013, （名古屋） , [教育講演]
065 浅野智成， 千田嘉毅， 佐野　力， 清水泰博， 今岡　大， 肱

岡　範， 原　和夫， 水野伸匡， 山雄健次：通常型膵癌の3
年以上無再発生存例に関する臨床病理学的検討.　第47回
肝胆膵治療研究会,2013, （名古屋） , [口演]

066 関根匡成, 原　和生, 水野伸匡, 肱岡　範, 丹羽康正, 田

近正洋, 近藤真也, 田中　努, 永塩美那, 長谷川俊之, 大

林友彦, 品川秋秀, 坂口将文, 吉澤尚彦, 石原健二, 清水

泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 谷田部　恭, 藤本正夫, 山雄

健次：粘膜下腫瘍の形態を呈した胆嚢悪性リンパ腫の1症
例.　第47回肝胆膵治療研究会,2013, （名古屋） , [口演]

067 吉澤尚彦，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，永

塩美那，長谷川俊之，大林友彦，品川秋秀，坂口将文，関

根匡成，丹羽康正，田近正洋，近藤真也，田中　努，清

水泰博，谷田部　恭，山雄健次：術前診断困難であった

IPMCの1症例.　第47回肝胆膵治療研究会,2013, （名古屋） , 
[口演]

068 前田教行, 上坂克彦, 福冨　晃, 朴　成和, 金本秀行, 

小西　大, 松本逸平, 清水泰博, 中森正二, 坂本裕彦：

JASPAC-01： Randomized phase III trial of adjuvant 
chemotherapy with gemcitabine versus S-1 for patients 
with resected pancreatic cancer.　第11回日本臨床腫瘍学

会,2013, （仙台） , [口演]
069 岩田至紀，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，大澤高陽，山

雄健次，細田和貴，木下　平：膵体部癌切除後の残膵に発

生した多発膵癌の1例.　第40回日本膵切研究会,2013, （高

松） , [示説]
070 坂本康成, 原　和生, 永塩美邦, 今岡　大, 肱岡　範, 水

野伸匡, 清水泰博, 細田和貴, 谷田部　恭, 山雄健次：画

像検査にて漿液性膿胞腫瘍（SCN）と鑑別困難であった膵

管癌の1例.　第59回日本消化器画像診断研究会,2013, （広

島県） , [口演]
071 平田正保, 松崎哲朗, 道満恵介, 目加田慶人, 三澤一成, 

森　健策：音声認識を利用したナビゲーションシステムの

操作　解剖学的名称による視点移動動作.　第22回日本コン

ピュータ外科学会,2013, （東京） , [口演]
072 二村幸孝, 林　雄一郎, 北坂考幸, 古川和宏, 三澤一成, 

森　健策：Radial Structure Tensor解析に基づくCT像か

らの腹部リンパ節領域の自動抽出に関する予備的検討.　第

22回日本コンピュータ外科学会,2013, （東京） , [口演]
073 ちょ成文, 小田昌宏, 北坂孝幸, 三澤一成, 藤原道隆, 林

雄一郎, 二村幸孝, 森　健策：手術ナビゲーションにおけ

る腹部臓器領域抽出に用いるデータ収集のための3次元CT
像の画像間類似関係の調査.　第22回日本コンピューター外

科学会,2013, （東京） , [口演]
074 林　雄一郎, 三澤一成, 小田昌宏, 森　健策：腹腔鏡下手
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術ナビゲーションシステムの臨床応用と位置合わせ誤差の

評価.　第22回日本コンピューター外科学会,2013, （東京） , 
[口演]

075 佐藤健司, 道満恵介, 目加田慶人, 三澤一成, 森　健策：

検索対象の継続時間を考慮した腹腔鏡手術映像のタグ付け. 
第22回日本コンピューター外科学会,2013, （東京） , [口演]

076 関根匡成, 原　和生, 清水泰博：脈管浸潤の評価に対する

超音波内視鏡（EUS）の有用性.　第49回日本胆道学会学

術集会,2013, （東京都） , [口演]
077 大澤高陽, 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 小森康司, 原

和生, 肱岡　範, 今岡　大, 山雄健次：先天性胆道拡張症

に合併した多発胆管癌の1例.　第49回日本胆道学会学術集

会,2013, （東京都） , [示説]
078 千田嘉毅, 清水泰博, 佐野　力, 小森康司, 山雄健次, 木

下　平：当科におけるIPNB切除例の検討.　第49回日本胆

道学会学術集会,2013, （東京都） , [口演]
079 小森康司：ストーマ造設の実際について　　癌治療専門病

院における人工肛門.　平成25年度がん看護ジェネラリスト

ナース育成プログラム～「皮膚・排泄ケア　中級コース　

ストーマケア」～ ,2013, （名古屋） , [教育講演]
080 肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，丹羽康正，田

近正洋，田中　努，石原　誠，佐野　力，千田嘉毅，谷田

部　恭，細田和貴，長谷川俊之，清水泰博，山雄健次：

NECの臨床病理学的検討.　第1回日本神経内分泌腫瘍研究

会学術集会,2013, （京都） , [示説]
081 堤　英治, 肱岡　範, 水野伸匡, 原　和生, 今岡　大, 田

近正洋, 田中　努, 石原　誠, 清水泰博, 丹羽康正，山雄

健次：当院における膵神経内分泌腫瘍に対するエベロリ

ムスの使用経験.　第1回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集

会,2013, （京都府） , [示説]
082 小森康司：平井先生から教えて頂いた大腸癌手術の基本手

技.　第30回東海大腸外科治療研究会,2013, （名古屋） , [特
別講演]

083 金光幸秀, 志田　大, 小森康司：術前3Dシミュレーション

を併用した，下部進行直腸癌・重点領域に対する側方郭清

術.　第21回日本消化器外科学会総会,2013, （東京） , [ビデ

オシンポジウム]
084 関根匡成, 原　和生, 清水泰博：悪性胆道疾患の脈管浸潤

に対するEUSの有用性の検討.　第55回日本消化器病学会

大会,2013, （東京都） , [ワークショップ]
085 清水泰博, 山上裕機, 真口宏介：IPMN新コンセンサス診

療ガイドラインの検証2012年IPMN診療ガイドラインの検

証ー多施設、多数切除の解析からー .　第55回日本消化器

病学会大会,2013, （東京都） , [パネルディスカッション]
086 佐野　力， 清水泰博， 千田嘉毅， 植村則久， 木下敬史， 木

村賢哉， 伊藤友一， 三澤一成， 安部哲也，小森康司， 伊藤

誠二， 木下　平， 二村雄次：下大静脈原発平滑筋肉腫の1
切除例.　第21回日本消化器関連学会週間　JDDW,2013,

（東京都） , [示説]
087 小森康司，木村賢哉，木下敬史，佐野　力，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，川合

亮佑，服部憲史，金城和寿，大澤高陽，今井健晴，二宮　豪，

清水泰博：腹膜転移巣（P1）の病理組織学的所見からみ

た根治度B大腸癌の予後.　第21回日本消化器関連学会週間

JDDW,2013, （東京都） , [示説]
088 植村則久, 安部哲也, 川合亮佑, 篠田雅幸：食道癌におけ

る胸部下行大動脈背側領域へのリンパ節転移.　第66回日本

胸部外科学会定期学術集会,2013, （仙台） , [示説]
089 岩田至紀, 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史, 佐野　力, 伊

藤誠二, 安部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村

則久, 川合亮佑, 清水泰博, 篠田雅幸, 木下　平：高位前

方切除術後にS状結腸軸捻転を発症した1例.　第286回東海

外科学会,2013, （岐阜） , [口演]
090 大澤高陽，佐野　力，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉， 木下敬史，植村

則久，舎人　誠，清水泰博：同時性大腸癌肝転移を伴っ

た大腸SM癌の一例.　第286回東海外科学会,2013, （岐阜） , 
[口演]

091 川上次郎, 安部哲也, 植村則久, 川合亮佑, 浅野智成, 佐

野　力, 伊藤誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤

友一, 木村賢哉, 木下敬史, 大澤高陽, 舎人　誠, 岩田至

紀, 倉橋真太郎, 清水泰博, 篠田雅幸：食道癌心膜合併切

除時おける心膜補填の工夫.　第286回東海外科学会,2013,
（岐阜） , [口演]

092 倉橋真太郎, 伊藤友一, 伊藤誠二, 三澤一成, 岩田至紀, 

浅野智成, 川上次郎, 舎人　誠, 川合亮佑, 植村則久, 木

下敬史, 木村賢哉, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 佐野

力, 清水泰博：化学療法が著効し治癒切除となったStage 
Ⅳ胃癌の2例.　第286回東海外科学会,2013, （岐阜） , [口演]

093 今岡　大, 水野伸匡, 肱岡　範, 原　和生, 田近正洋, 田

中　努, 石原　誠, 永塩美邦, 関根匡成, 清水泰博, 丹羽

康正, 山雄健次：当院での切除不能進行膵癌に対する化学

療法の成績ー GEMとerlotinib併用療法を中心にー .　第51
回日本癌治療学会学術集会,2013, （京都） , [示説]

094 舎人　誠, 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史, 中西速夫：低

分化型大腸がんのEGFR 標的薬感受性に関する細胞株を

用いた実験的研究.　第51回日本癌治療学会学術集会,2013,
（京都） , [口演]

095 谷口浩也, 成田有季哉, 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史, 

小森　梓, 上垣史緒理, 野村基雄, 新田壮平, 山口和久, 

門脇重憲, 高張大亮, 宇良　敬, 安藤正志, 室　圭：大腸

癌補助化学療法アンケート調査−オキサリプラチンのリス

クベネフィットバランス.　第51回日本癌治療学会学術集

会,2013, （京都） , [口演]
096 成田有季哉, 谷口浩也, 小森　梓, 上垣史緒理, 新田壮

平, 山口和久, 野村基雄，門脇重憲, 高張大亮, 宇良　敬, 

安藤正志, 木下敬史, 木村賢哉, 小森康司, 室　圭：大腸

癌補助化学療法アンケート調査−患者と医療者との再発リ

スク低下への意識の違い.　第51回日本癌治療学会学術集

会,2013, （京都） , [口演]
097 清水泰博, 上坂克彦, 福冨　晃, 朴　成和, 金本秀行, 小

西　大, 松本逸平, 金岡祐次, 中森正二, 坂本裕彦, 森

永聡一郎：膵癌治療の最前線JASPAC01の結果と膵癌術

後補助療法の今後の展望.　第51回日本癌治療学会学術集
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会,2013, （京都府） , [シンポジウム]
098 吉川貴己, 田邊和照, 西川和宏, 伊藤誠二, 松井隆則, 木

村　豊, 円谷　彰, 森田智視, 宮下由美, 坂本純一：進行

胃癌に対する術前補助化学療法の至適なコース数の探索　

COMPASS早期解析結果.　第51回日本癌治療学会学術集

会,2013, （京都） , [口演]
099 今岡　大, 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 大澤高陽, 肱

岡　範, 原　和生, 水野伸匡, 山雄健次：当院における膵

癌の術後補助化療法の治療成績.　第51回日本癌治療学会

学術集会,2013, （京都府） , [口演]
100 野崎功雄, 後藤田直人, 藤谷恒明, 福島紀雅, 伊藤誠二, 

藤田淳也, 大下裕夫, 栗田　啓：患者に優しいクリニカル

パス より早期の食事開始を目指した胃全摘パスの安全性と

効果.　第14回日本クリニカルパス学会,2013, （岩手） , [口演]
101 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史：病理組織学的所見の観点

からみたISRの手術成績.　第68回日本大腸肛門病学会学術

集会,2013, （東京） , [口演]
102 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史, 佐野　力, 伊藤誠二, 安

部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 川合

亮佑, 大澤高陽, 舎人　誠, 川上次郎, 清水泰博：下部進

行直腸癌の治療戦略　高度局所進行直腸癌の治療戦略ー

Diverting stoma造設後、二期的に原発巣を切除した症例

の検討ー .　第75回日本臨床外科学会総会,2013, （名古屋） , 
[パネルディスカッション]

103 清水泰博, 山上裕機, 山雄健次, 廣野誠子, 肱岡　範, 柳

澤昭夫：膵IPMNの手術適応と術式　2012年IPMN国際診

療ガイドラインの検証ー“worrisome features”の臨床的

扱いー .　第75回日本臨床外科学会総会,2013, （名古屋） ,  
[パネルディスカッション]

104 岩田至紀, 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小

森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木村賢哉, 木下

敬史, 植村則久, 川合亮佑, 大澤高陽, 木下　平：通常型

膵癌切除後に発生した膵癌の3切除例.　第75回日本臨床外

科学会総会,2013, （名古屋） , [示説]
105 千田嘉毅, 清水泰博, 佐野　力, 伊藤誠二, 小森康司, 安

部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木村賢哉, 木下敬史, 植村

則久, 川合亮佑, 大澤高陽, 今岡　大, 山雄健次：通常型

膵癌の3年以上無再発生存例に関する臨床病理学的検討.　
第75回日本臨床外科学会総会,2013, （名古屋） , [口演]

106 木村賢哉, 木下敬史, 小森康司, 川合亮佑, 植村則久, 伊

藤友一, 三澤一成, 千田嘉毅, 安部哲也, 伊藤誠二, 佐野

力, 清水泰博：管理困難なストーマを減少させる工夫　肛

門温存手術における一時的回腸双孔式人工肛門の工夫.　第

75回日本臨床外科学会総会,2013,（名古屋）,[ワークショップ]
107 大澤高陽, 清水泰博, 佐野　力, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小

森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木村賢哉, 木下

敬史, 植村則久, 川合亮佑, 木下　平：非拡張型膵胆管合

流異常を伴った胆嚢、膵臓異時性重複癌の1例.　第75回日

本臨床外科学会総会,2013, （名古屋） , [示説]
108 大橋紀文, 小林大介 ,田中千恵, 藤谷和正, 伊藤誠二, 吉

川貴己, 福島紀雅, 小寺泰弘, 佐野　武：Stage Ⅳ臓器癌

に対する治療戦略（食道・胃）胃癌治療ガイドラインにお

けるStage Ⅳ胃癌に対する対応.　第75回日本臨床外科学

会,2013, （名古屋） , [口演]
109 小寺泰弘, 伊藤誠二, 藤谷和正, 大橋紀文, 吉川貴己, 福

島紀雅, 田中千恵, 小林大介, 藤原道隆, 佐野　武：各種

ガイドラインの日常臨床への対応と留意点 胃癌治療ガイド

ラインにおける「切除可能M1胃癌」への対応.　第75回日

本臨床外科学会,2013, （名古屋） , [口演]
110 木下敬史, 小森康司, 木村賢哉, 川合亮佑, 植村則久, 伊

藤友一, 三澤一成, 千田嘉毅, 安部哲也, 伊藤誠二, 佐野

力, 清水泰博：当院における腹腔鏡下直腸切除時の直腸切

離・吻合の工夫.　第26回日本内視鏡外科学会総会,2013,
（福岡県） , [口演]

111 川上次郎, 安部哲也, 植村則久, 川合亮佑, 浅野智成, 佐

野　力, 伊藤誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤

友一, 木村賢哉, 木下敬史, 清水泰博, 篠田雅幸：腹臥位

鏡腔鏡下食道癌手術における鏡腔ドレーン留置の工夫.　第

26回日本内視鏡外科学会総会,2013, （福岡県） , [口演]
112 田中伸孟, 石榑　清, 渡邉卓哉, 小林大介, 森岡祐貴, 三

澤一成, 望月能成, 伊藤誠二, 田中千恵, 藤原道隆, 小寺

泰弘：RS14-10肥満症例に対する腹腔鏡下幽門側胃切除と

開腹幽門側胃切除の比較検討CCOG0802の結果より.　第

26回日本内視鏡外科学会総会,2013, （福岡） , [口演]
113 小林大介, 三澤一成, 渡邉卓哉, 田中千恵, 石山聡治, 望

月能成, 伊藤誠二, 藤原道隆, 小寺泰弘：腹腔鏡下胃切除

術後QOL評価に関する施設間格差についての検討.　第26
回日本内視鏡外科学会総会,2013, （福岡） , [口演]

114 伊藤友一, 三澤一成, 伊藤誠二, 川合亮佑, 植村則久, 木

下敬史, 木村賢哉, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 佐野

力, 清水泰博, 木下　平：食道・胃外科領域の手術法の工

夫　腹腔鏡下胃全摘（LATG）術後の再建法〜Endo-Stich
を用いた食道ー空腸吻合とY脚空腸パウチ作成〜.　第26回
日本内視鏡外科学会総会,2013, （福岡） , [パネルディスカッ

ション]
115 安部哲也, 植村則久, 川合亮佑, 川上二郎, 小森康司, 伊

藤誠二, 千田嘉毅, 三澤一成, 清水泰博, 篠田雅幸：腹臥

位胸腔鏡下食道切除術の安全な導入をめざした当院での取

り組みと成績.　第26回日本内視鏡外科学会総会,2013,（福

岡県） , [口演]
116 小林大介, 三澤一成, 渡邉卓哉, 田中千恵, 石山聡治, 望

月能成, 伊藤誠二, 藤原道隆, 小寺泰弘：腹腔鏡下胃切除

術後QOL評価に関する施設間格差についての検討.　第26
回日本内視鏡外科学会総会,2013, （福岡） , [口演]

117 三澤一成, 伊藤誠二, 伊藤友一, 川合亮佑, 植村則久, 木

下敬史, 木村賢哉, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 佐野

力, 清水泰博：腹腔鏡手術ナビゲーションシステムの開発

と臨床応用.　第26回日本内視鏡外科学会総会,2013,（福岡

県） , [パネルディスカッション]
118 浅野智成, 安部哲也, 植村則久, 川合亮佑, 川上次郎, 伊

藤誠二, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木村賢哉, 木下

敬史, 大澤高陽, 清水泰博：肝細胞癌下縦隔リンパ節転移

に対して、腹臥位鏡腔鏡下腫瘍摘出を施行した1例.　第26
回日本内視鏡外科学会総会,2013, （福岡県） , [口演]
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119 清水泰博：外科的治療.　第回NET Education Seminar in 
Aichi,2013, （名古屋市） , [口演]

120 岩田至紀, 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史, 舎人　誠, 佐

野　力, 伊藤誠二, 安部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤

友一, 植村則久, 川合亮佑, 大澤高陽, 川上次郎, 浅野智

成, 倉橋真太郎, 清水泰博：直腸癌術後に肝再発、膣再発、

骨盤内局所再発を来たした1例.　日本消化器病学会東海支

部　第119回例会　第30回　教育講演会,2013, （愛知県） , 
[口演]

121 小森康司：根治性を重視した大腸癌の手術療法.　愛知県が

んセンター提携　がん治療の最前線から④　大腸がんの予

防と治療,2014, （名古屋） , [特別講演]
122 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史：当科における術前化学放

射線療法施行後、原発巣切除を施行した直腸癌症例につい

て.　第80回大腸癌研究会,2014, （東京） , [口演]
123 倉橋真太郎, 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史, 岩田至紀, 

浅野智成, 川上次郎, 大澤高陽, 川合亮佑, 植村則久, 伊

藤友一, 三澤一成, 千田嘉毅, 安部哲也, 伊藤誠二, 佐野

力, 清水泰博, 篠田雅幸, 木下　平：血行性子宮転移を来

した大腸癌の1例.　第41回愛知臨床外科学会,2014, （名古

屋） , [口演]
124 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史：狭窄症状を伴う高度局所

進行直腸癌の治療戦略−Diverting stoma造設後、二期的に

原発巣切除の有用性について—.　第10回日本消化管学会総

会,2014, （福島） , [ワークショップ]
125 小森康司, 木村賢哉, 木下敬史, 佐野　力, 伊藤誠二, 安

部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 川合

亮佑, 清水泰博：Oncology emergencyのピットフォールが

ん専門病院における緊急手術の現状.　第50回日本腹部救急

医学会総会,2014, （東京） , [ワークショップ]
126 伊藤誠二, 佐野　武, 笹子三津留：高度リンパ節転移胃癌

に対する術前化学療法.　第86回日本胃癌学会総会,2014,
（横浜） , [パネルディスカッション]

127 望月能成, 石榑　清, 伊藤誠二, 松井隆則, 石山聡治, 大

島由紀子, 中山裕史, 小寺泰弘：胃癌術後にS-1/CDDP療
法は施行可能か.　第86回日本胃癌学会総会,2014, （横浜） , 
[パネルディスカッション]

128 小林大介, 三澤一成, 田中千恵, 岩田直樹, 神田光郎, 山

田　豪, 中山吾郎, 藤井　努, 杉本博行, 小池聖彦, 野本

周嗣, 藤原道隆, 小寺泰弘：CY1胃癌に対する根治を目指

した集学的治療戦略.　第86回日本胃癌学会総会,2014, （横

浜） , [ワークショップ]
129 中西速夫, 古屋朋美, 齋藤卓也, 伊藤誠二, 近藤英作：

FGFR2増幅胃がんの特性解析と分子標的治療の検討.　第

68回日本胃癌学会総会,2014, （横浜） , [ワークショップ]
130 齋藤卓也, 伊藤誠二, 谷田部　恭, 山道啓吾, 近藤英作, 

中西速夫：HER2陽性(IHC2+)肝転移性胃がんの臨床病理

学的特徴と肝転移巣由来胃がん細胞株のTtastuzumab感受

性の検討.　第86回日本胃癌学会総会,2014, （横浜） , [口演]
131 伊藤友一, 吉川貴己, 伊藤誠二, 三澤一成, 望月能成, 松

井隆則, 中山裕史, 清水泰博, 木下　平, 小寺泰弘：胃全

摘術におけるR-Y再建とAboral pouch再建を比較する第III

相試験.　第86回日本胃癌学会総会,2014, （横浜） , [口演]
132 三澤一成, 伊藤誠二, 伊藤友一, 木下　平：“いつもの

LAGのように”行う胃がんReduced Port Surgery.　第86
回日本胃癌学会総会,2014, （横浜） , [示説]

133 浅野智成, 伊藤誠二, 三澤一成, 伊藤友一, 千田嘉毅, 佐

野　力, 清水泰博, 木下　平：当院における胃がん肝転移

の治療成績.　第86回日本胃癌学会総会,2014,（横浜）, [示説]

整形外科部

001 Sugiura H, Yoshida M, Hasegawa H, Yamada K, 
Yamada Y, Tsukushi S, Nishida Y：Surgical Margin 
and Local Re-recurrence for patients with Locally 
Recurrent Soft-Tissue Sarcomas. International Society 
of Limb Salvage 17TH General Meeting, 2013, (Bologna-
Italy), [ポスター ]  

002 吉田雅博, 中島浩敦, 宮本健太郎：後腹膜発生軟部肉腫の

治療成績．第120回中部整形外科災害外科学会学術集会, 
2013, (和歌山), [口演]  

003 長谷川弘晃：30歳 男性 右大腿骨腫瘍用人工関節感染例．

第1回名古屋結合組織腫瘍研究フォーラム, 2013, (名古屋), 
[口演] 

004 二村尚久, 筑紫　聡, 浦川　浩, 新井英介, 小澤英史, 中

島浩敦, 杉浦英志, 山田芳久, 石黒直樹, 西田佳弘：四肢

長管骨発生骨巨細胞腫の発生部位―骨端線の位置関係に関

する考察―．第86回日本整形外科学会学術総会, 2013, (広
島), [口演]  

005 濵田俊介, 杉浦英志, 西田佳弘, 筑紫　聡, 浦川　浩, 新

井英介, 小澤英史, 二村尚久, 生田国大, 石黒直樹：隆起

性皮膚線維肉腫の局所浸潤性と線維肉腫成分の検討．第86
回日本整形外科学会学術総会, 2013, (広島), [口演]  

006 杉浦英志, 山田健志, 奥田洋史, 西田佳弘, 中島浩敦, 山

田芳久, 石黒直樹：骨・軟部腫瘍切除後骨欠損に対する温

熱処理骨再建法．第86回日本整形外科学会学術総会, 2013, 
(広島), [シンポジウム]  

007 杉浦英志, 山田健志, 奥田洋史, 西田佳弘, 石黒直樹：脊

椎転移に対する脊髄打ち抜き原体照射法の有用性．第86回
日本整形外科学会学術総会, 2013, (広島), [ポスター ]  

008 山田健志, 奥田洋史, 西田佳弘, 石黒直樹, 杉浦英志：小

円形細胞肉腫に対する治療戦略の将来展望．第86回日本整

形外科学会学術総会, 2013, (広島), [ポスター ]  
009 杉浦英志：骨軟部腫瘍の治療．平成25年度認定看護師教育

課程「がん化学療法看護」分野, 2013, (名古屋), [口演]  
010 長谷川弘晃：腎細胞癌骨転移病変に対し、放射線療法と

Biophosphonate製剤の併用療法を行った一例．第5回自

由ヶ丘整形医会, 2013, (名古屋), [口演]  
011 吉田雅博：大腿発生異型脂肪腫の1例．第5回自由ヶ丘整形

医会, 2013, (名古屋), [口演]  
012 杉浦英志：病的骨折をきたした骨巨細胞腫の1例．第5回自

由ヶ丘整形医会, 2013, (名古屋), [口演]  
013 吉田雅博, 杉浦英志, 長谷川弘晃：右上腕骨悪性骨腫瘍の
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1例．第29回骨軟部腫瘍治療法検討会, 2013, (名古屋), [口演]  
014 長谷川弘晃, 杉浦英志, 吉田雅博：筋肉内に発生した浸潤

型血管脂肪腫の1例．第232回整形外科集談会東海地方会, 
2013, (名古屋), [口演]  

015 小澤英史, 西田佳弘, 筑紫　聡, 浦川　浩, 新井英介, 二

村尚久, 杉浦英志, 石黒直樹：骨・軟部肉腫に対して腓骨

遠位部合併切除を要した症例における術後機能と合併症．

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2013, (東
京), [口演]  

016 生田国大, 西田佳弘, 筑紫　聡, 浦川　浩, 新井英介, 小

澤英史, 二村尚久, 濵田俊介, 杉浦英志, 中島浩敦, 石黒

直樹：骨・軟部腫瘍切除再建に移植した自家骨および自家

処理骨の成績．第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術

集会, 2013, (東京), [ポスター ]  
017 杉浦英志, 吉田雅博, 奥田洋史, 西田佳弘, 中島浩敦, 山

田健志, 山田芳久, 石黒直樹：軟部肉腫における広範切除

術後の局所再発と切除縁についての検討．第46回日本整形

外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2013, (東京), [パネルディ

スカッション]  
018 杉浦英志, 吉田雅博, 奥田洋史, 西田佳弘, 中島浩敦, 山

田健志, 山田芳久, 石黒直樹：再発軟部肉腫に対する切除

縁と瘢痕組織の取り扱いについての検討．第46回日本整形

外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2013, (東京), [口演]  
019 山田芳久, 細野幸三, 長谷川弘晃, 清水光樹, 高橋　満, 

片桐浩久, 杉浦英志, 中島浩敦, 西田佳弘, 石黒直樹：再

発転移巣切除を繰り返し長期無病生存を維持できた滑膜肉

腫の1例．第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 
2013, (東京), [ポスター ]  

020 吉田雅博, 杉浦英志, 奥田洋史, 中島浩敦：後腹膜軟部肉

腫に対する動注化学療法の有用性．第46回日本整形外科学

会骨・軟部腫瘍学術集会, 2013, (東京), [ポスター ]  
021 山田健志, 杉浦英志, 高橋　満：高リスク小円形細胞肉腫

に対する大量化学療法の適応と限界．第46回日本整形外科

学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2013, (東京), [ポスター ]  
022 二村尚久, 西田佳弘, 筑紫　聡, 浦川　浩, 新井英介, 小

澤英史, 生田国大, 濵田俊介, 杉浦英志, 中島浩敦, 石黒

直樹：骨外Ewing肉腫の切除縁設定に関する考察：化学療

法後の画像に基づいてよいか．第46回日本整形外科学会

骨・軟部腫瘍学術集会, 2013, (東京), [ポスター ]  
023 奥田洋史, 杉浦英志, 吉田雅博, 西田佳弘, 石黒直樹, 山

田健志：嚢胞を有する滑膜肉腫の画像的特徴と診断法につ

いての検討．第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会, 2013, (東京), [ポスター ]  
024 奥田洋史, 杉浦英志, 吉田雅博, 濵田俊介, 西田佳弘, 石

黒直樹, 山田健志：脂肪系腫瘍のECRIと病理像との関係．

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2013, (東
京), [ポスター ]  

025 中野健二, 中島浩敦, 高津哲郎, 山本拓也, 大野徹二郎, 

酒井康臣, 安藤友樹, 伊藤茂彦, 小西　滋, 杉浦英志：背

部軟部腫瘍と鑑別を要した落下胆石による後腹膜腔・腹壁

腫瘍の1例. 第233回整形外科集談会東海地方会, 2013, (名
古屋), [口演]  

026 長谷川弘晃, 杉浦英志, 吉田雅博：下腿に発生した粘液

線維肉腫の1例. 第233回整形外科集談会東海地方会, 2013, 
(名古屋), [口演] 

027 長谷川弘晃, 杉浦英志, 吉田雅博：腫瘍用人工関節置換術

後も深部感染を来した3例. 第121回中部日本整形外科災害

外科学会学術集会, 2013, (名古屋), [口演]  
028 大田剛広, 山田健志, 細野幸三, 杉浦英志：骨軟部腫瘍と

鑑別を要したgossypibomaの2例. 第121回中部日本整形外

科災害外科学会学術集会, 2013, (名古屋), [口演]  
029 杉浦英志, 吉田雅博, 長谷川弘晃：悪性軟部腫瘍に対する

パゾパニブの治療効果と投与法についての検討. 第51回日

本癌治療学会学術集会, 2013, (京都), [口演]  
030 吉田雅博, 杉浦英志, 長谷川弘晃：頭頸部癌における骨転

移の治療成績. 第51回日本癌治療学会学術集会, 2013, (京
都), [口演]

031 杉浦英志：日常診療における骨軟部腫瘍診断のポイント．

名東区整形外科開業医会, 2013, (名古屋), [講演]  

泌尿器科部

001 Soga N, Yatabe Y, Ogura Y, Hayashi N : The impact 
of prostate cancer Gleason score variations depended on 
pathologists for clinical risk classification after Gleason 
grading consensus decided by international society of 
urological pathology (ISUP : 2005 ). 2013, 5.7　108th 
Annual AUA Congress, 2013, SD, USA (moderated 
poster)

002 Norihito Soga, Kennichiro Ishii, Norio Hayashi, 
Yoshiki Sugimura.：Evaluation of the function of 
Manserin in prostate cance. 第72回日本癌学会, 2013, 横
浜, [示説]

003 曽我倫久人，小倉友二，林　宣男：愛知県がんセンター中

央病院における2012年入院手術統計. 第53回三重泌尿器科

医会, 2013, 津, [口演]
004 曽我倫久人，谷田部　恭，小倉友二，林　宣男：Gleason 

score grading コンセンサス（2005年）以後の、 前立腺生

検組織における院外病理医と院内病理医のGleason score    
の相違が臨床病期risk分類に与える影響. 第2回日本泌尿器

病理研究会, 2013, 東京, [口演]
005 高木治行，曽我倫久人，神田英輝，中塚豊真，浦城淳二，

藤森将志，山中隆嗣，長谷川大輔，長谷川貴章，有馬公

伸，杉村芳樹，佐久間　肇，山門亨一郎 : T1b腎癌に対す

るRFAと腎摘除術の治療成績の比較. 日本Interventional 
radiology学会33回関西地方会, 2013, 大阪．

006 富田夏夫, 古平　毅, 立花弘之, 大島幸彦, 曽我倫久人, 

小倉友二, 林　宣男 : 前立腺癌に対する内分泌治療併用強

度変調放射線治療におけるIPSSによる排尿機能の評価. 第
72回日本医学放射線学会総会, 2013, 横浜

007 曽我倫久人，谷田部恭，小倉友二，林　宣男：Gleason 
score grading コンセンサス（2005年）以後の、 前立腺生

検組織における院外病理医と院内病理医のGleason scoreの
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相違が、臨床病期risk分類に与える影響. 第101回日本泌尿

器科学会総会, 2013, 札幌, [示説]
008 曽我倫久人，谷田部　恭，小倉友二，林　宣男 : 経直腸的

前立腺生検における、標準6カ所生検に内側生検を追加す

る有益性. 第54回三重泌尿器科医会, 2013, 津, [口演]
009 小倉友二，曽我倫久人，林　宣男 : テンプレートを用いた

経会陰的前立腺saturation生検の検討. 第51回日本癌治療

学会学術集会, 2013, 京都, [示説]
010 曽我倫久人，谷田部　恭，小倉友二，林　宣男 : 前立腺標

準6カ所生検に内側生検を加えることによる、がん検出率

への影響. 第63回日本泌尿器科学会中部総会, 2013, 名古屋, 
[口演]

婦人科部

001 笹本香織, 河合要介, 近藤紳司, 中西　透：術前化学療法

が無効であった漿液性境界悪性腫瘍の3症例. 第96回愛知産

科婦人科学会学術講演会, 2013, (名古屋), [口演]
002 水野美香, 中西　透, 伊藤富士子, 葛谷和夫, 近藤東臣：

愛知県におけるベセスダシステム導入後の実態調査　実施

状況に関する第2回アンケート調査より. 第132回東海産科

婦人科学会, 2013, (名古屋), [口演]
003 近藤紳司, 河合要介, 笹本香織, 中西　透：当院で再開腹

によるstaging laparotomyを施行した20例の臨床的検討. 
第132回東海産科婦人科学会, 2013, (名古屋), [口演]

004 中西　透, 河合要介, 笹本香織, 近藤紳司：子宮頸癌

FIGO Ib2期の検討. 第65回日本産科婦人科学会学術講演会, 
2013, (札幌), [ポスター ]

005 近藤紳司, 河合要介, 笹本香織, 中西　透：当院における

子宮頸部小細胞癌IB1期の検討. 第65回日本産科婦人科学

会学術講演会, 2013, (札幌), [ポスター ]
006 笹本香織, 河合要介, 近藤紳司, 中西　透：カルボプラチ

ン過敏反応が再発卵巣癌の予後に及ぼす影響についての

検討. 第65回日本産科婦人科学会学術講演会, 2013, (札幌), 
[ポスター ]

007 宮城悦子, 沼崎令子, 中西　透, 片岡史夫, 猿木信裕, 伊

藤則雄, 吉田憲生, 新原温子, 村松孝彦, 山本浩史, 高須

万里子, 山門　實, 青木大輔, 平原史樹：血漿中アミノ酸

プロファイルを指標とした新規婦人科癌スクリーニング法

の有用性. 第54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 2013, (東
京), [口演]

008 中西　透, 渡部　洋, 青木大輔, 齋藤俊章：白金製剤感受

性再発卵巣癌に対するリポゾーム化ドキソルビシン+カル

ボプラチンの第II相臨床試験. 第54回日本婦人科腫瘍学会

学術講演会, 2013, (東京), [口演]
009 笹本香織, 河合要介, 近藤紳司, 中西　透：再発子宮体癌

のdisease free Intervalを規定する因子についての検討. 第
54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 2013, (東京), [ポス

ター ]
010 河合要介, 笹本香織, 近藤紳司, 中西　透：プラチナ抵抗

性再発卵巣がんに対するノギテカンの有効性および安全性

の検討. 第54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 2013,(東
京), [ポスター ]

011 近藤紳司, 河合要介, 笹本香織, 中西　透：子宮峡部に発

生した子宮体癌の臨床的検討. 第133回東海産科婦人科学

会, 2013, (名古屋), [口演]
012 河合要介, 笹本香織, 近藤紳司, 中西　透：子宮体部・卵

巣同時発生重複癌の臨床的検討 子宮体癌卵巣転移との比較

検討. 第51回日本癌治療学会学術集会, 2013, (京都), [口演]
013 笹本香織, 河合要介, 近藤紳司, 中西　透：CBDCA過敏

症が再発卵巣癌予後へ及ぼす影響. 第51回日本癌治療学会

学術集会, 2013, (京都), [ポスター ] 

放射線診断　ＩＶＲ部

001 Inaba Y, Yamaura H, Sato Y, Kato M, Kashima M, 
Aramaki T, Takeuchi Y, Arai Y : Colorectal stenting: 
risk of delayed multidisciplinary management. The 7th 
Meeting of the Society of Gastrointestinal Intervention 
2013，（Seoul），［Invited Lectures］

002 Kawada H,  Inaba Y ,  Sato  Y ,  Yamaura H, 
Kashima M, Kato M, Murata S : Penetrating rigid 
esophageal obstruction using a stylet needle followed by 
successfully stenting. The 7th Meeting of the Society of 
Gastrointestinal Intervention 2013，（Seoul），［Poster］

003 Sato Y, Ura T, Yamaura H, Kato M, Nishiofuku 
H, Takahari D, Tanaka T, Muro K, Inaba Y : 
Phase Ⅰ/Ⅱstudy of hepatic arterial infusion using 
oxaliplatin combined with intravenous 5-fluorouracil and 
l-leucovorin for pretreated unresectable liver metastases 
from colorectal cancer (Oha!Study). The 7th Meeting 
of the Society of Gastrointestinal Intervention 2013，

（Seoul），［Poster］
004 Murata S, Sato Y, Yamaura H, Kashima M, Kato 

M, Kawada H, Inaba Y : Interventional procedures 
via the blind end of the jejunum limb after biliary tract 
reconstruction . European congress of Radiology 2014,

（Vienna），［Poster］
005 Sato Y, Matsushima S, Inaba Y, Yamaura H, Kato 

M, Ishiguchi T : Preoperative estimation of remnant 
liver function using relative enhancement following 
percutaneous transhepatic portal embolization on Gd-
EOB-DTPA-enhanced MR imaging . European congress 
of Radiology 2014,（Vienna），［Oral Presentation］

006 Matsushima S, Sato Y, Yamaura H, Kato M, Inoue 
D, Kinosada Y, Era S, Takahashi K, Inaba Y : 
Visualization of liver uptake function using the uptake 
contrast-enhanced ratio in hepatobiliary phase imaging. 
European congress of Radiology 2014,（Vienna），

［Electronic Presentation］
007 栗延孝至，松島　秀，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，井

上大作，鹿島正隆，佐藤健司，稲葉吉隆：EOB-MRを用い
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た肝造影率による肝細胞密度の評価．第72回日本医学放射

線学会総会，2013，（横浜），［口演］

008 佐藤健司，松島　秀，加藤弥菜，山浦秀和，佐藤洋造，井

上大作，鹿島正隆，栗延孝至，稲葉吉隆：ECRIを用いた

大腸癌肝転移における全身化学療法の治療効果早期予測に

関する検討．第72回日本医学放射線学会総会，2013，（横

浜），［口演］

009 山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，井上大作，鹿島正隆，栗

延孝至，佐藤健司，稲葉吉隆：大腸癌化学療法に伴う肝機

能障害のGd-EOB-DTPA造影MRによる評価．第72回日本

医学放射線学会総会，2013，（横浜），［口演］

010 稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，鹿島正隆：化

学療法の基本とその使用法②動注療法．第42回日本IVR学

会総会，2013，（軽井沢），［口演］

011 佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，井上大作，鹿

島正隆：腸閉塞（blind loopを含む）に対する緩和IVR．第

42回日本IVR学会総会，2013，（軽井沢），［口演］

012 稲葉吉隆：Angio-CT-使いこなしてますか？ランチョンセ

ミナー．第42回日本IVR学会総会，2013，（軽井沢），［座長］

013 稲葉吉隆：中心静脈アクセスにおけるCVポートの位置づけ

について-Power Injectable-Portの今後の展望-ランチョンセ

ミナー．第42回日本IVR学会総会，2013，（軽井沢），［座長］

014 稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，井上大作，鹿

島正隆，栗延孝至，佐藤健司，荒井保明：CHAコイル法

による肝動注カテーテル留置．第42回日本IVR学会総会，

2013，（軽井沢），［口演］　

015 佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，井上大作，鹿島正隆，

栗延孝至，佐藤健司，清水泰博，佐野　力，稲葉吉隆：

PTPE前後の肝機能評価　EOB・プリモビストを用いた検

討．第42回日本IVR学会総会，2013，（軽井沢），［口演］

016 佐藤洋造：動注． 第42回日本IVR学会総会，2013，（軽井

沢），［コメンテーター］

017 福嶋敬子，奥田孝光，長岡洋子，服部寿史，米澤祐司：看

護師の立場からIVRの変遷から見て診療放射線技師に求め

るもの、期待するもの．第42回日本IVR学会総会，2013，（軽

井沢），［口演］

018 井上大作，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，鹿島正隆，栗

延孝至，佐藤健司，稲葉吉隆：上腸間膜動脈経由の肝動

注リザーバーカテーテル留置．第38回リザーバー研究会，

2013，（香川），［口演］

019 稲葉吉隆，小林　健，谷川　昇，荒井保明：骨転移に対す

るIVR．第11回日本臨床腫瘍学会，2013，（仙台），［ワーク

ショップ］

020 加藤弥菜：肝臓癌．第22回日本臨床腫瘍学会教育セミナー，

2013，（仙台），［講演］

021 池田　理，佐藤洋造，馬場康貴，保本　卓，郷原英夫，山

門亨一郎，南　哲弥，山本　聡，廣田省三：神経内分泌腫

瘍肝転移に対する経動脈的治療：後方視的研究．第1回日

本神経内分泌腫瘍研究会，2013，（京都），［シンポジウム］

022 佐藤洋造：消化管インターベンション．消化管インターベ

ンション講演会，2013，（名古屋），［講演］

023 稲葉吉隆：動注化学療法．第49回日本医学放射線学会秋季

大会，2013，（名古屋），［座長］

024 稲葉吉隆：放射線科でも抗癌剤を知ろう．第49回日本医学

放射線学会秋季大会，2013, （名古屋），［座長］

025 稲葉吉隆：消化管のIVR．第3回緩和IVR研究会，2013，（名

古屋），［座長］

026 佐藤洋造：消化管に対する緩和IVR：我々ができること

は？．第3回緩和IVR研究会，2013，（名古屋），［口演］

027 松島　秀，佐藤洋造，山浦秀和，紀ノ定保臣，惠良聖一，

米澤祐司，高橋和也，稲葉吉隆：細胞外マトリクスの造影

効果を考慮したGd-EOB-DTPAの肝細胞相造影率と肝細胞

密度の相関性．第41回日本磁気共鳴医学会大会，2013，（徳

島），［口演］

028 高橋和也，松島　秀，佐藤洋造，米澤祐司，稲葉吉隆：肝

細胞イメージングを用いた肝機能の可視化．平成25年度日

本生体医工学東海支部大会，2013，（名古屋），［口演］

029 高橋和也，松島　秀，佐藤洋造，米澤祐司，稲葉吉隆：細

胞外造影効果を考慮した肝細胞イメージング．平成25年度

日本生体医工学東海支部大会，2013，（名古屋），［口演］

030 黒田ひとみ， 奥村真衣，松島　秀，中島地康：マンモグラ

フィ装置の経年使用によるX線出力および線質の変化に対

する検討．第23回日本乳癌検診学会，2013，（東京），［ポ

スター］

031 村田慎一，山浦秀和，川田紘資，加藤弥菜，鹿島正隆，佐

藤洋造，稲葉吉隆：経皮的胃瘻造設困難例における術後画

像の検討．日本IVR学会第36回中部・第35回関西合同地方

会，2014，（名古屋），［口演］

032 佐藤洋造：内視鏡的インターベンション．日本IVR学会第

36回中部・第35回関西合同地方会，2014，（名古屋），［座長］

033 川田紘資，稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，鹿

島正隆，村田慎一：CV port設置後に介入を必要とした症

例に関する検討．日本IVR学会第36回中部・第35回関西合

同地方会，2014，（名古屋），［口演］

034 山浦秀和：診断　その他．日本医学放射線学会第155回中

部地方会，2014，（名古屋），［座長］

035 加藤弥菜，山浦秀和，佐藤洋造，鹿島正隆，川田紘資，村

田慎一，稲葉吉隆：大腸癌の術後再発診断における定期CT
の意義．日本医学放射線学会第155回中部地方会，2014，（名

古屋），［口演］

036 稲葉吉隆：腫瘍領域における画像診断と治療―IVR．先端

総合イメージングセミナー 2014，2014，（名古屋），［講演］

037 稲葉吉隆：Aセッション．第23回日本臨床腫瘍学会教育セ

ミナー，2014，（横浜），［司会］

038 稲葉吉隆：画像診断と治療効果判定基準．第23回日本臨床

腫瘍学会教育セミナー，2014，（横浜），［講演］

039 稲葉吉隆：ディーシービーズの適正な使用方法について．

ディーシービーズ第1回適正使用講習会，2014，（名古屋），

［講演］

040 稲葉吉隆：ディーシービーズの適正な使用方法について．

ディーシービーズ第2回適正使用講習会，2014，（名古屋），

［講演］
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放射線治療部

001 Kodaira T, Tachibana H, Tomita N, Oshima 
Y, Hirata K, Fuwa N：Clinical efficacy of Helical 
TomoTherapy for nasopharyngeal cancer treated with 
definite concurrent chemoradiotherapy. 55th Annual 
meeting of the American Society for Therapeutic 
Radiation and Oncology,2013,(Atlanta),[口演]

002 Tomita N, Tachibana H, Kodaira T, Soga N, Ogura 
Y, Hayashi N：Evaluation of Urinary Outcomes 
by International Prostate Symptom Scores (IPSS) in 
Intensity Modulated Radiation Therapy Combined with 
Androgen Deprivation Therapy for Prostate Cancer. 55th 
Annual meeting of the American Society for Therapeutic 
Radiation and Oncology ,2013,（Atlanta）,[口演]

003 Kodaira T : Japanese present status and future aspect 
of clinical practice for nasopharyngeal cancer. 1st annual 
meeting Japan-Taiwan Conference on high precision 
radiation therapy, 2013, (Tokyo),[口演]

004 Makita C, Nakamura T, Takada A, Takayama K, 
Suzuki M, Ishikawa Y, Azami Y, Kato T, Tsukiyama 
I, Kikuchi Y： Proton beam therapy with induction 
chemotherapy for unresectable stage III　non-small cell 
lung cancer: a preliminary report. 第72回日本医学放射線

学会総会,2013,(Yokohama),[口演]
005 富田夏夫，古平　毅，立花弘之，大島幸彦，曽我倫久人，

小倉友二，林　宣男：前立腺癌に対する内分泌治療併用強

度変調放射線治療におけるIPSSによる排尿機能の評価. 第
72回日本医学放射線学会総会,2013,(横浜),[講演]

006 古平　毅： 治療2　寡分割照射の生物学的背景　リフレッ

シャーコース 高精度放射線治療　座長. 第49回日本医学放

射線学会秋期臨床大会,2013,(名古屋),[教育講演]
007 古平　毅：シンポジウム5 進化した分子標的治療と放射線

治療への寄与

 セツキシマブ併用放射線治療の現状と課題. 第26回日本放

射線腫瘍学会,2013,(青森),[口演]
008 古平　毅：シンポジウム7　放射線治療高精度化に伴う有

害事象の再評価

 エビデンスからみた頭頸部癌のIMRTの有用性. 第26回日本

放射線腫瘍学会,2013,(青森),[口演]
009 立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，清水亜里紗，竹花恵一，

高後友之，宮本大模，重富俊雄，古平　毅：頭頸部癌治

療における放射線口腔粘膜炎重篤化予防における特性アミ

ノ酸配合物の有効性. 第26回日本放射線腫瘍学会,2013,(青
森),[口演]

010 牧田智誉子，立花弘之，富田夏夫，清水亜里紗，竹花恵一，

古平　毅：上咽頭癌に対する2-step法IMRT施行症例にお

ける耳下腺体積と線量変化の検討. 第26回日本放射線腫瘍

学会,2013,(青森),[口演]
011 清水亜里紗，富田夏夫，竹花恵一，牧田智誉子，立花弘之，

古平　毅，田地浩史，山本一仁，木下朝博，谷田部　恭：

MALTリンパ腫に対する放射線治療成績. 第26回日本放射

線腫瘍学会,2013,(青森),[口演]
012 立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，清水亜里紗，竹花恵一，

古平　毅：当院におけるストロンチウム−89内用療法の治

療成績. 日本医学放射線学会第154回中部地方会,2013,(金
沢),[口演]

013 牧田智誉子，立花弘之，富田夏夫，清水亜里紗，竹花恵一，

古平　毅，平田希美子，溝脇尚志，梅田雄嗣，渡邊健一郎：

ヘリカルトモセラピーで全腹部照射を施行した線維形成性

小円形細胞腫の一例. 日本医学放射線学会第154回中部地方

会,2013,(金沢),[口演]
014 清水亜里紗，富田夏夫，竹花恵一，牧田智誉子，立花弘之，

古平　毅，加藤春美，田地浩史，山本一仁，木下朝博，谷

田部　恭：当院におけるMALTリンパ腫の放射線治療成績. 
日本医学放射線学会第154回中部地方会,2013,(金沢),[口演]

015 富田夏夫，牧田智誉子，立花弘之　清水亜里沙，竹花恵一，

古平　毅：当院における前立腺癌に対する放射線治療の中

期成績. 日本医学放射線学会第155回中部地方会,2014,(名古

屋),[当番世話人　主幹]
016 牧田智誉子，立花弘之，富田夏夫，清水亜里沙 竹花恵

一，清水秀年，古平　毅：上咽頭癌に対する2-step法での

IMRT施行症例における耳下腺体積と線量変化の検討. 日本

医学放射線学会第155回中部地方会,2014,(名古屋),[当番世

話人　主幹]
017 清水亜里紗，竹花恵一，牧田智誉子，富田夏夫，立花弘之，

古平　毅：頭頸部癌IMRT症例における甲状腺機能低下症

発生に関するDVH解析. 日本医学放射線学会第155回中部

地方会,2014,(名古屋),[当番世話人　主幹]
018 竹花恵一，清水亜里紗，牧田智誉子，富田夏夫，立花弘

之，古平　毅：咽頭癌に対するIMRTを用いた化学放射

線療法の治療成績. 日本医学放射線学会第155回中部地方

会,2014,(名古屋),[当番世話人　主幹]
019 古平　毅：第4回頭頸部癌学会教育セミナー　放射線治

療の実際　治療計画. 第37回日本頭頸部癌学会,2013,(東
京),[口演]  

020 古平　毅：シンポジウム　化学療法の現状と役割　化学

放射線療法における放射線療法. 第37回日本頭頸部癌学

会,2013,(東京),[口演]
021 竹花恵一，清水亜里紗，牧田智誉子，富田夏夫，立花弘

之，古平　毅，鈴木秀典，平川　仁，小澤泰次郎，花井信

宏，長谷川泰久：下咽頭癌に対するＩＭＲＴを用いた化学

放射線療法の治療成績. 第32回頭頸部腫瘍研究会,2014,(名
古屋),[口演]

022 古平　毅：ワークショップ「絨毛性腫瘍の集学的治療」絨

毛癌の放射線治療. 第31回日本絨毛疾患研究会,2013,(名古

屋),[口演]
023 古平　毅：アフタヌーンティーセミナー 多様化する高精度

放射線治療の汎用性と専門性　—サイバーナイフとトモセ

ラピーによる頭蓋内・頭頸部治療—トモセラピー . 第27回日

本高精度放射線外部照射研究会,2014,(東京),[口演]
024 古平　毅，大島幸彦：教育セミナー I　頭頸部腫瘍 IMRT. 

第5回日本放射線外科学会,2014,(高崎),[口演]
025 古平　毅：頭頸部癌の放射線治療 高精度治療によるさ
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らなる低侵襲治療をめざして. 奈良県頭頸部腫瘍研究

会,2013,(奈良),[口演]
026 古平　毅：Cetuximab 併用放射線療法の実際と臨床上の留

意点. 大阪大セミナー ,2013,(大阪),[口演]
027 古平　毅：頭頸部癌の放射線治療多様化する治療と個別化

治療への調整.  第1回北河内放射線治療セミナー ,2013,(大
阪),[口演]

028 古平　毅：Cetuximab併用放射線治療の実際と臨床上の

留意点. 多治見頭頸部がん放射線療法セミナー ,2014,(岐
阜),[口演]

緩和ケア部

001 金　有淑，小森康永：もしもあなたが『ナラティヴ・セラ

ピー・テキストブック』を書くなら？　日本家族研究・家

族療法学会シンポジウム14, 2013.6.22, （東京） , [シンポジ

ウム]
002 渡辺俊之，小森康永，宋　敏稿：死別と家族と文学. 日本

家族研究・家族療法学会ワークショップ,東京2013.6.23,（東

京） , [ワークショップ]
003 小森康永：テーマ化する家族. 第20回日本家族看護学会特

別講演, 2013.8.31, （静岡市） , [特別講演]
004 下山理史：家族ケアはなぜ大切なのか？ . 第18回日本緩和

医療学会学術大会, 2013, （横浜） , [口演]
005 下山理史：消化器がんサバイバーシップを支える緩和ケア. 

第68回日本消化器外科学会総会,2013, （宮崎） , [要望演題]
006 下山理史，坂本雅樹，杉本由佳，渡邊紘章，飯田邦夫：愛

知県地域の緩和ケアネットワーク構築の試み. 第51回日本

癌治療学会学術集会, 2013, (京都), [ポスター ]
007 下山理史：がんで配偶者を失った家族に対するケア. 第37

回日本死の臨床研究会年次大会, 2013, （松江） , [ポスター ]
008 下山理史：多職種チーム医療における緩和ケア. 第75回　

日本臨床外科学会総会, 2013, （名古屋） , [パネルディスカッ

ション]

看護部

001 藤田　恵，中島貴子：化学放射線療法を行う頭頚部がん患

者の皮膚炎悪化要因の検討. 第18回日本緩和医療学会学術

大会, 2013, （横浜） , [ポスター ]
002 瀬古志桜，新貝扶弥子，服部正也：経済的困窮に陥った終

末期乳がん患者に対する在宅療養支援. 第21回日本乳がん

学会, 2013, （浜松） , [ポスター ]
003 青山寿昭，桑原恵美，井上真里江：頭頚部術後嚥下障害患

者へ嚥下訓練シートを導入して. 日本嚥下障害臨床研究会, 
2013, （大分） , ［口演］

004 八重樫裕，北川功二，青山寿昭：嚥下障害を持つ患者の会

の運営と今後の課題～参加者からの学びより～ . 日本嚥下

障害臨床研究会, 2013, （大分） , ［口演］

005 青山寿昭：嚥下障害患者の患者会. 口から食べる幸せを守

る会, 2013, （横浜） , [ポスター ]
006 南谷志野：一般病棟における短時間勤務者とフルタイム勤

務者の協働の実態. 第17回日本看護管理学会, 2013, (東京） , 
[口演]

007 南谷志野：一般病棟における短時間勤務者とフルタイム勤

務者の協働に関する研究～「短時間勤務者との共同意識」

に関する要因の検討. 第29回産業・組織心理学会, 2013, (京
都） , [口演]

008 青山寿昭：外来通院の摂食・嚥下障害患者との関わり～栄

養・嚥下看護外来の取り組み～ . 日本摂食・嚥下リハビリ

テーション学会, 2013, （岡山） , ［ポスター］

009 八重樫裕：外来通院の摂食・嚥下障害患者との関わり～参

加者との関わりから考える患者会運営と今後の課題～ . 日
本摂食・嚥下リハビリテーション学会, 2013, （岡山） , ［ポス

ター］

010 北川功二，青山寿昭，八重樫裕：咽頭喉頭食道摘出術を受

けた患者20名の嚥下障害の実態. 日本摂食・嚥下リハビリ

テーション学会, 2013, （岡山） , ［ポスター］

011 桑原恵美：嚥下シート導入による効果. 日本摂食・嚥下リ

ハビリテーション学会, 2013, （岡山） , ［ポスター］

012 福嶋敬子，山口真澄，清水淳市，佐藤洋造，濱口由美子，

岩田広治：当院における電子パス導入から現在までの取り

組み報告. 第14回クリニカル学会, 2013, (岩手), [発表]
013 中島貴子：頭頚部がん化学放射線療法による皮膚炎悪化要

因の検討. 日本放射線腫瘍学会第26回学術大会, 2013, （青

森） , [示説]
014 南谷志野，藤原奈佳子：一般病棟における短時間勤務者と

フルタイム勤務者の協働の実態. 第17回日本看護管理学会

年次大会, 2013, （東京） , [口演] , 人的資源管理AWARD受賞

015 南谷志野，藤原奈佳子：一般病棟における短時間勤務者と

フルタイム勤務者の協働に関する研究－「短時間勤務者と

の協働意識」に関連する要因の検討－. 第29回産業・組織

心理学会, 2013, （京都） , [口演]
016 吉川　惠，新貝夫弥子，大川明子，浅場　香：ホルモン療

法中の閉経前乳がん患者の更年期様症状と精神症状、心理

的要因との関連. 日本がん看護学会学術会, 2014, (新潟), [口
演]

017 新田都子，山崎祥子，永田智子，深谷恭子，藤田　恵：が

ん専門病院に勤務する看護師の支援体制を考える～がん看

護に関する困難感調査を通して～ . 第28回日本がん看護学

会学術集会, 2014, (新潟） , [ポスター ]
018 柴田亜弥子，山崎祥子，深谷恭子：ＣＬＩＭＢ®プログラ

ムに参加した子どものＱＯＬの変化. 日本がん看護学会学

術会, 2014, (新潟), [口演]
019 柴田亜弥子，山崎祥子，深谷恭子：がんの親を持つ子ども

への介入プログラム（CLIMB）の取り組み. 日本看護医療

学会, 2013, （愛知） , [示説]
020 新貝夫弥子，高木礼子，瀬古志桜，岩田広治：再発乳がん

患者におけるドセタキセルによる浮腫の実態と特徴. 第21
回日本乳癌学会, 2013, （浜松） , [示説]　　

021 福嶋敬子，中山衣代，長岡祥子，佐野雄三，深水ひとみ，

依田佳恵，奥田孝光，服部寿史，岩政裕昭，佐藤洋造，稲
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葉吉隆，丹羽康正：ＰＡＣＳからの検査看護記録連携(第1
報). 第14回日本医療情報学会看護学術大会, 2013, (北海道）, 
[示説]

022 中山衣代，福嶋敬子，長岡祥子，佐野雄三，深水ひとみ，

依田佳恵，奥田孝光，服部寿史，岩政裕昭，佐藤洋造，  稲

葉吉隆，丹羽康正：ＰＡＣＳからの検査看護記録連携(第2
報). 第14回日本医療情報学会看護学術大会, 2013, (北海道）, 
[示説]

023 高畑知帆子，小原真紀子，戸﨑加奈江，宮谷美智子，山

田知里：レゴラフェニブ療法の治療継続に対する取り組

み. 第28回日本がん看護学会学術集会, 2014, （新潟） , [ポス

ター ]
024 新田都子，山崎祥子，高木仁美：がんセンター中央病院に

おける緩和・疼痛看護外来の開設. 第15回日本看護医療学

術集会, 2013, (愛知） , [示説]
025 山口真澄，福嶋敬子，清水淳市，佐藤洋造，濱口由美子，

岩田広治：当院における電子クリニカルパス導入への取り

組み. 第18回愛知クリニカルパス研究会, 2013, （愛知） , [口
演]

026 山口真澄，榊原由美子，小森康司：術後放射線療法の晩期

合併症として回腸膀胱瘻をきたした1症例. 東海ストーマリ

ハビリテーション研究会, 2013, （愛知） , [口演]
027 山口真澄，深田順子，鎌倉やよい，榊原由美子，金光幸秀，

小森康司，木村賢哉，木下敬史，設楽紘平：大腸がん術後

患者のＱＯＬと排便機能の変化の検討. 第31回日本ストー

マ・排泄リハビリテーション学会, 2014, （宮城） , [口演]
028 山崎祥子，新田都子，永田智子，深谷恭子，藤田　恵：A

がん専門病院の緩和ケアに関わる認定看護師の今後の課題

～緩和ケアに関する知識、実践、困難感の実態調査～ . 日
本緩和医療学会学術大会, 2013, （横浜） , [示説]

029 山崎祥子，吉田公秀，新田都子：クリゾニチブの効果発現

により投与日からオピオイドが過量となった1例. 日本がん

治療学術集会, 2013, （京都） , [示説]
030 山崎祥子，新田郁子，藤田　恵，深谷恭子，永田智子：看

護師のがん看護に関する困難感及び緩和ケアに関する実

践・知識の実態と関連要因. 第18回日本緩和医療学会学術

大会, 2013, （神奈川） , [ポスター ]
031 井上さよ子：点滴治療を拒んだ終末期がん患者へのケアリ

ング. 平成25年度愛知県看護研究学会, 2013, （愛知）,［口演］ 
032 井上さよ子：がん終末期せん妄による患者に対して間欠的

鎮静を行ったケアの検討. 第25回日本生命倫理学会, 2013,
（東京） , ［口演］ 

033 安形真由美，榊原由美子，小島　瞳，川嶋羽純：スタッフ

教育や患者指導のための使用媒体の見直し. 第31回日本ス

トーマ・排泄リハビリテーション学会, 2014, (宮城） , [ポス

ター ]

薬剤部

001 立松三千子：チーム医療の新しい形～医看薬薬連携による

外来患者サポートへの取り組み～．第21回医療薬学フォー

ラム，2013，（金沢），［シンポジスト］

002 則竹香奈, 長谷川彩子, 立松三千子, 水谷旭良, 玉水　

誠, 西川弘嗣, 鍋島俊隆, 長谷川泰久 : 口腔管理医療連携

モデル事業からみえてきた医歯薬連携の必要性. 第23回日

本医療薬学会年会,2013,(仙台),[口演]
003 高橋新次, 前田章光, 水谷旭良, 高畑知帆子, 今岡　大 

: 当院における膵癌患者に対するerlotinibの皮膚障害の

発現状況と外用剤の使用状況. 第23回日本医療薬学会年

会,2013,(仙台),[ポスター ]
004 井口幸子, 松崎雅英, 高橋新次, 則竹香奈, 梶田正樹, 水

谷旭良 : 外来初診患者の常用薬調査の取り組み. 第23回日

本医療薬学会年会,2013,(仙台),[ポスター ]
005 立松三千子，佐藤洋造，小原真紀子，秋山理恵，佐藤由美，

室　圭：医看薬薬連携～多職種による情報共有への取り組

み～．第23回日本医療薬学会年会,2013， （仙台） ,［オーガ

ナイザー・座長・シンポジスト］

006 松崎雅英，前田章光，浅野知沙，伊藤裕子，立松三千子，

梶田正樹，水谷旭良：デノスマブ投与患者の血清カルシウ

ム値に及ぼす保険薬と新カルシチュウ®D3の低減抑制効果

の比較．第7回日本緩和医療薬学会年会,2013,(千葉),[口演]
007 立松三千子，肱岡　範，秋山理恵，長縄弥生，佐藤由美，

向井未年子：がん患者さんを多職種でサポートする―具体

例から連携のあり方を考える― ．第7回日本緩和医療薬学

会，2013，（千葉），［オーガナイザー・座長］

008 長谷川彩子, 前田章光, 松崎雅英, 高畑知帆子, 小原真紀

子, 水野靖也, 水谷旭良：愛知県がんセンター中央病院に

おけるレゴラフェニブの有害事象の発現状況について～手

足症候群を中心に～ . 日本病院薬剤師会東海ブロック・日

本薬学会東海支部合同学術大会,2013,(鈴鹿),[口演]
009 則竹香奈，長谷川彩子，立松三千子，水谷旭良，玉水　誠，

西川弘嗣，鍋島俊隆，長谷川泰久：口腔管理医療連携モデ

ル事業からみえてきた医歯薬連携に必要なこと．第46回東

海薬剤師学術大会，2013， （岐阜） ,［ポスター］

010 前田章光, 安藤　仁, 宇良　敬, 水谷旭良, 藤村昭夫：

シスプラチン投与患者における尿中Nアセチル-β-D-グル

コサミニダーゼの上昇. 第34回日本臨床薬理学会,2013,(東
京),[口演]

011 下村一景，浅野知沙，前田章光，門脇重憲，水野靖也，水

谷旭良：ゾレドロン酸水和物にて発症した低カルシウム

血症に対してカルシウム/天然型ビタミンD3/マグネシウム

配合剤を処方提案した症例.日本臨床腫瘍薬学会学術大会

2014,2014,(千葉),[口演]
012 長谷川彩子, 前田章光, 松崎雅英, 高畑知帆子, 小原真

紀子, 水野靖也, 水谷旭良：愛知県がんセンター中央病

院におけるレゴラフェニブの有害事象の発現状況につい

て～手足症候群を中心に～ . 日本臨床腫瘍薬学会学術大会

2014,2014,(千葉),[口演]
013 松崎雅英, 高橋新次, 立松三千子, 梶田正樹, 水谷旭

章, 高畑知帆子, 小原真紀子, 室　圭：外来化学療法セ

ンターにおける有害事象の発現状況と薬剤師の関与の進

展に係る検討について.　日本臨床腫瘍薬学会学術大会

2014,2014,(千葉),[ポスター ]
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疫学予防部

001 Chihara D, Morton L, Ito H, Weisenburger T, 
Matsuo K : The difference in the incidence and the 
trend of States. American Association for Cancer 
Research Annual Meeting 2013, 2013, (Washington　
DC), [ポスター ]

002 Tanaka H, Hayakawa C, Oze I, Saka H : A "Tobacco 
Craving Index" is a Useful Indicator to Predict Success 
of Smoking Cessation in Setting of Smoking Cessation 
Therapy. The 10th Asia Pacific Conference on Tobacco or 
Health, 2013, (千葉), [ポスター ]

003 Chihara D : High-dose chemotherapy with autologous 
stem cell transplantation for elderly patients with 
relapsed/ refractory diffuse large b-cell lymphoma. 12th 
International conference of Malignant Lymphoma, 2013, 
(Switzerland), [口演]

004 Ito H, Gallus S, Hosono S, Oze I, Fukumoto K, Yatabe 
Y, Hida T, Mitsudomi T, Negri E, La Vecchia C, 
Tanaka H, Matsuo K : Time to first cigarette and lung 
cancer risk in Japan. 12th Annual AACR International 
Conference on Frontiers in Cancer Prevention Research, 
2013, (Washington　DC), [ポスター ]

005 Fukumoto K, Ito H, Park C, Tanaka H, Matsuo K, 
Tajima K, Takezaki T : Cigarette smoke inhalation 
and lung cancer risk: Case-control study in Japan. 12th 
Annual AACR International Conference on Frontiers in 
Cancer Prevention Research , 2013, (Washington　DC), 
[ポスター ]

006 Tanaka H, Ito H : Descriptive epidemiology of cancer 
in "oldest-old" Jaoanese population. 第44回高松宮妃癌研

究基金国際シンポジウム, 2013, (東京), [口演]
007 Chihara D, Asano N, Kinoshita T, Maeda Y, Matsue K, 

Ohmachi K, Okamoto M, Mizuno I, Uchida T, Nagai 
H, Ogura M, Suzuki R : Simplified MIPI is a valid 
prognostic index in the rituximab era: multicenter MCL 
study in Japan. Blood Abstracts 55th Annual Meeting , 
2013, (New Orleans), [ポスター ]

008 Oze I, Matsuo K, Hosono S, Ito H, Watanabe M, 
Ishioka K, Ito S, Tajika M, Yatabe Y, Niwa Y, 
Yamao K, Nakamura S, Tajima K, Tanaka H : 
The Aldehyde Dehydrogenase 2(ALDH2) Glu504Lys 
Polymorphism Interacts with Alcohol Drinking in the 
Risk of Stomach Cancer. The 4th JCA-AACR Special 
Joint Conference, 2013, (千葉), [ポスター ]

009 Fukumoto K, Ito H, Park C, Tanaka H, Matsuo K, 
Tajima K, Takezaki T : Cigarette smoke inhalation 
and lung cancer risk: Case-control study in Japan. 第6回
NAGOYAグローバルリトリート, 2014, (愛知), [ポスター ]

010 Tanaka H : Advance in the Japanese Multi-Institutional 
Collaborative Study. 7th General Assembly and 
International Conference of Asian Pacific Organization 
for Cancer Prevention (2014 APOCP), 2014, (Taiwan), [招
請講演（教育講演）]

011 田中英夫，若井建志，J-MICC Study委員会 : 個別化予防を

目指したゲノムコホート研究． 第20回日本がん予防学会, 
2013, (東京), [シンポジウム]

012 渡邉美貴 : ヒト集団におけるドコサヘキサエン酸(DHA)摂
取と血清脂質との関連　〜食事介入研究〜.  第59回東海公

衆衛生学会, 2013, (静岡), [ポスター ]
013 田中英夫 : 日本人のがん個別化予防の実現に向けたがん分

子疫学研究の方向性． 第72回日本癌学会学術総会, 2013, 
(横浜), [シンポジウム]

014 伊藤秀美，尾瀬　功，細野覚代，渡邉美貴，田中英夫，松

尾恵太郎 : 日本人におけるPSCA遺伝子多型 、ピロリ感染、

喫煙状況別の累積胃がんリスク． 第72回日本癌学会学術総

会, 2013, (横浜), [口演]
015 尾瀬　功，松尾恵太郎，細野覚代，伊藤秀美，渡邉美貴，

石岡久佳，田島和雄，田中英夫 : アジア人における葉酸摂

取と胃がんリスク－症例対照研究とメタ解析より． 第72回
日本癌学会学術総会, 2013, (横浜), [口演]

016 細野覚代，松尾恵太郎，伊藤秀美，尾瀬　功，渡邉美貴，

田島和雄，田中英夫 : 飲酒とALDH2 Glu504Lys遺伝子多

型の交互作用と日本人子宮内膜癌リスクに関する検討． 第
72回日本癌学会学術総会, 2013, (横浜), [ポスター ]

017 渡邉美貴，細野覚代，松尾恵太郎，伊藤秀美，尾瀬　

功，田島和雄，田中英夫 : 院内がん登録および外来調査の

自記式調査票を用いての遺伝性乳がん・卵巣がん症候群

（HBOC)疑い症例の拾い上げ． 日本人類遺伝学会第58回大

会, 2013, (宮城), [ポスター ]
018 尾瀬　功，越智宣昭，堀田勝幸，瀧川奈義夫，藤原義朗，

田端雅弘，谷本光音，木浦勝行 : 第Ⅲ相試験からみた進展

小細胞肺がんの予後と治療関連死の変換． 第54回日本肺癌

学会総会, 2013, (東京), [ワークショップ]
019 細野覚代，松尾恵太郎，伊藤秀美，尾瀬　功，渡邉美貴，

田島和雄，田中英夫 : 日本人女性の子宮内膜癌リスクに対

する飲酒とALDH2　Glu504Lys遺伝子多型の交互作用の

検討． 日本人類遺伝学会第58回大会, 2013, (宮城), [ポス

ター（示説）]
020 伊藤秀美，細野覚代，尾瀬　功，渡邉美貴，田中英夫，松

尾恵太郎 : 乳がんの累積リスクー個別化がん予防戦略ー . 
第24回日本疫学会学術総会, 2014, (宮城), [口演]

021 福本紘一，伊藤秀美，細野覚代，尾瀬　功，松尾恵太郎，

田島和雄，獄崎俊郎，田中英夫 : タバコの煙を深く吸い込

むことは肺癌リスク上昇に関与している. 第24回日本疫学

会学術総会, 2014, (宮城), [ポスター（示説）]
022 渡邉美貴，松尾恵太郎，細野覚代，尾瀬　功，伊藤秀美，

加藤久登，田中英夫 : 日本人の出生年代別Helicobacter 

３.　学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）
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pylori感染率の推計. 第24回日本疫学会学術総会, 2014, (宮
城), [ポスター（示説）]

023 千原　大，伊藤秀美，松田智大，片野田耕太，柴田亜希子，

谷口修一，宇都宮興，祖父江友孝，松尾恵太郎 : 成人Ｔ細

胞白血病リンパ腫死亡率推移の検討：人口動態統計と日本

造血細胞移植学会データを用いて. 第24回日本疫学会学術

総会, 2014, (宮城), [ポスター（示説）]
024 細野覚代，松尾恵太郎，伊藤秀美，尾瀬　功，渡邉美貴，

田島和雄，田中英夫 : エストロゲン代謝関連遺伝子多型と

閉経女性性ホルモン濃度との関連：日本多施設コーホート

研究横断研究. 第24回日本疫学会学術総会, 2014, (宮城), 
[口演]

025 細野覚代，松尾恵太郎，伊藤秀美，尾瀬　功，渡邉美貴，

田島和雄，田中英夫 : 日本人女性における子宮内膜癌リス

クとHSD17B2遺伝子多型との関連について． 第36回日本

がん疫学・分子疫学研究会, 2013, (岐阜), [ポスター（示説）]
026 伊藤秀美，末田愛子，細野覚代，尾瀬　功，渡邉美貴，田

中英夫，松尾恵太郎 : 日本人女性の遺伝的リスク別の乳

がん累積リスク． 第36回日本がん疫学・分子疫学研究会, 
2013, (岐阜), [ポスター（示説）]

027 尾瀬　功，松尾恵太郎，細野覚代，伊藤秀美，渡邉美貴，

田島和雄，田中英夫 : 胃がんリスクにおけるアルデヒド脱

水素酵素-2遺伝子多型(ALDH2 Glu504Lys)と飲酒の交互

作用． 第36回日本がん疫学・分子疫学研究会, 2013, (岐阜), 
[口演]

028 田中英夫 : 日本版クイットラインの開設・普及の課題． 第
23回日本禁煙推進医師歯科医師連盟総会・学術大会, 2014, 
(福岡), [口演]

029 田中英夫 : 日本多施設共同コーホート研究（J-MICC　

STUDY)の進捗とBBJなどのバイオバンク、ゲノムコーホー

トとの連携． オーダーメイド医療の実現プログラム  平成 
25 年度 一般公開シンポジウム, 2014, (東京), [シンポジウ

ム]
030 田中英夫 : ゲノムコーホート研究の「倫理的」課題とは？ 

「オーダーメイド医療の実現プログラム」シンポジウム, 
2014, (東京), [シンポジウム]

腫瘍病理学部

001 Kondo E, Saito K, Iioka H, Watanabe R.：Development 
of the Tumor-homing peptides and its application for the 
next-generation tumor medicine. 72nd Annual Meeting 
JCA, 2013, (Yokohama), [English oral session]

002 Kondo E.：Development of the Peptide-based anti-
tumor DDS  technology. Seoul national University 
Seminar, 2013, (Seoul), [invited speaker]

003 近藤英作，斎藤　憲，飯岡英和：CXADRは扁平上皮癌増

殖制御の新規標的分子である. 第102回日本病理学会総会, 
2013,（札幌） , [口演]

004 中西速夫，斎藤卓也，古屋朋美，近藤英作：日本人由来

HER2陽性胃がん細胞パネルの樹立とその分子標的薬感受

性. 第102回日本病理学会総会, 2013, (札幌), [口演]
005 飯岡英和，斎藤　憲，中西速夫，近藤英作 : 肺癌における

p14ARFペプチドの抗腫瘍効果. 第102回日本病理学会総会, 
2013,（札幌） , [口演]

006 斎藤　憲，中西速夫，近藤英作 : プロリン水酸化酵素ファ

ミリー OGFOD-1の発現解析. 第102回日本病理学会総会, 
2013,（札幌） , [口演]

007 近藤英作，斎藤　憲 : CXADR(CAR)は扁平上皮癌増殖・転

移抑制のための新規標的分子である. 第17回日本がん分子

標的治療学会, 2013, (京都), [ワークショップ]
008 近藤英作 : 腫瘍および腫瘍環境構成細胞吸収性新規細胞膜

透過ペプチドの開発研究. 文部科学省新学術領域研究「が

ん微小環境」班会議, 2013, (東京), [口演]
009 近藤英作 : 腫瘍ホーミングペプチドによる新しい制がん医

療技術展開の研究. 第30回岐阜癌研究懇話会, 2013, (岐阜), 
[招聘講演]

010 近藤英作 : ペプチドをベースとした生体低侵襲性制がん医

療技術へのアプローチ. 第2回国際先端生物学・医学・工学

会議(ICIBME 2013), 2013, (名古屋), [招聘講演]
011 斎藤　憲，中西速夫，近藤英作 : ゲフィティニブ耐性肺癌

におけるp14ARFの機能制御. 第72回日本癌学会学術総会, 
2013, (横浜), [ポスター ]

012 飯岡英和，斎藤　憲，山下大祐，住友　誠，加藤栄史，近

藤英作 : アイソフォーム特異的モノクロナル抗体を用いた

がん組織におけるCrb3aの機能解析. 第72回日本癌学会学

術総会, 2013, (横浜), [ポスター ]
013 近藤英作 : 機能性ペプチドを応用した薬剤耐性肺がんの標

的. Basic Biology Seminar In Okayama, 2013, (岡山), [招
聘講演]

014 近藤英作 : 標的細胞吸収性ペプチドを応用した制がんを目

的とするpeptide-based DDS構築へのアプローチ. 平成25 
年度がん支援活動公開シンポジウム, 2014, (東京), [指定発

表・ポスター ]
015 近藤英作 : 低侵襲性制がん医療技術の構築を目指した腫瘍

吸収性ペプチドの開発. 第98回岡山県医用工学研究会シン

ポジウム, 2014, (岡山), [招聘講演]
016 近藤英作 : プチドを応用した新規生体低侵襲性制がんDDS

技術の開発研究. 第87回日本薬理学会年会, 2014, (仙台), 
[招聘講演（シンポジウム）]

分子腫瘍学部

001 Tanaka I, Osada H, Fujii M, Sekido Y：A LIM 
protein AJUBA suppresses malignant mesothelioma 
cell proliflation via Hippo signaling pathway. American 
Association for Cancer Research（AACR）Annual 
Meeting, 2013, (Washington, D.C.), [ポスター ]

002 Natsume A, Katsushima K, Shinjo K, Ohka F, 
Hatanaka A, Ichimura N, Kondo Y : Epigenetic 
Plasticity Regulated by Polycomb Repressive Complex 2 
in Human Glioblastoma. Gordon Research Conference, 
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2013, (Lucca), [ポスター ]
003 Ohka F, Natsume A, Ichimura N, Hatanaka A, 

Katsushima K, Shinjo K, Zong H, Kondo Y：Loss of 
p53 and Nf1 and subsequent epigenetic alterations in 
glioblastoma mouse model. Gordon Research Conference, 
2013, (Lucca), [ポスター ]

004 Shinjo K, Okamoto Y, Tanaka Y, Jean-Pierre Issa, 
Kondo Y：Innate Immune System is Adequate for 
Induction of DNA Methylation after Hepatitis Viral 
Infection in Human Hepatocyte Chimeric Mouse. Gordon 
Research Conference, 2013, (Lucca), [ポスター ]

005 Sekido Y, Ichidai T, Fujii M, Osada H：Hippo 
signaling cascade alteration in malignant mesothelioma. 
Keystone Symposia, 2013, (Monterey CA), [ポスター ]

006 Yuko Murakami-Tonami, Ichiro Takeuchi, Satoshi 
Kishida, Hitoshi Ichikawa, Hiroshi Murakami, 
Kondo Yutaka, Sekido Yoshitaka, John M Maris, 
Katsuhiko Shirahige, Kenji Kadomatsu：Inactivation 
of Smc2 shows synergistic lethal response to MYCN 
amplification by regulating DNA damage response genes 
transcription in neuroblastoma cells. EMBO conference. 
The DNA damage response in cell physiology and disease, 
2013, (Cape Sounio, Greece), [ポスター ]

007 Sekido Y：Dysregulation of Hippo tumor-suppressive 
pathway in malignant mesothelioma. 15th International 
Association for the Study of Lung Cancer(IASLC), 2013, 
(Sydney), [ポスター ]

008 Kondo Y：Molecular links between microenvironmental 
signals and epigenetic reprogramming processes via 
long non-coding RNA in glioblastoma. French Japanese 
Cancer Meeting, 2013, (Toulouse), [口演]

009 Ohka F, Natsume A, Zong H, Liu C, Hatanaka A, 
Katsushima K, Shinjo K, Wakabayashi T, Kondo 
Y：Interplay between genetic loss of p53, Nf1 and 
histone modifications in tumorigenesis of glioblastoma. 
The 18th Annual Meeting of the Society for Neuro-
Oncology, 2013, (San Francisco), [口演]

010 Kondo Y：HEPATITIS VIRUS INFECTION AFFECTS 
DNA METHYLATION IN MICE WITH HUMANIZED 
LIVERS. The 18th Korea-Japan Cancer Research 
Workshop, 2013, (Gifu), [ポスター ]

011 Katsushima K, Shinjo K, Ohka F, Natsume A, 
Tatsuhiro S, Kondo Y：Functional Roles of Long Non-
Cording RNA in Epigenetic Reprogramming of Glioma 
Stem Cells. Keystone Symposia, 2014, (Santa Fe), [ポス

ター ]
012 Kondo Y : Epigenetic Regulation of Glioma Stem Cells 

via NOTCH － Non-coding RNA Pathway. The 5th 
Symposium of A3 Foresight Program, 2014, (Jeju), [口演]

013 Kondo Y：Epigenetics of Mesothelioma and Lung 
Cancer. 4th Clinical Epigenetics International Meeting, 
2014, (Dusseldorf), [口演]

014 Osada H, Yagi K, Yanagisawa K, Akatsuka J, 
Tatematsu Y, Kato S, Yatabe Y, Ono K, Sekido 
Y, Takahashi T：Functional analysis of CLCP1 
as potential target for lung cancer diagnostics and 
therapeutics. 第72回日本がん学会学術総会, 2013, (神奈

川), [口演]
015 Osada H, Yagi K, Yanagisawa K, Akatsuka J, 

Tatematsu Y, Kato S, Yatabe Y, Ono K, Sekido Y, 
Takahashi T：Analysis of CLCP1, a potential target 
for lung cancer diagnostics and therapeutics. 第36回 日本

分子生物学会年会, 2013, (兵庫), [ポスター ]
016 近藤　豊：脳腫瘍細胞の発生と進展に関わるエピゲノム. 

エピゲノム／エピジェネティクス　JST・NEDO公開シン

ポジウム, 2013, (東京), [ポスター ]
017 新城恵子，吉成晶子，近藤　豊：DNAメチル化を用いた肺

がん血液診断法の確立. 第7回 日本エピジェネティクス研究

会年会, 2013, (奈良), [ポスター ]
018 勝島啓佑，新城恵子，大岡史治，夏目敦至，柴田龍弘，近

藤　豊：脳腫瘍細胞の分化に関わる長鎖非翻訳RNAに関す

る研究. 第7回 日本エピジェネティクス研究会年会, 2013, 
(奈良), [ポスター ]

019 大岡史治，夏目敦至，市村典久，畑中彬良，勝島啓佑，新

城恵子，Hui Zong，近藤　豊：膠芽腫マウスモデルを用

いたp53、Nf1欠失から引き起こされるエピジェネティク

ス異常の解析. 第7回 日本エピジェネティクス研究会年会, 
2013, (奈良), [ポスター ]

020 近藤　豊：エピゲノム情報を利用した新しいがんの予防・

診断・治療. 第40回 日本毒性学会学術年会, 2013, (千葉), 
[シンポジウム]

021 近藤　豊：ヒト肝細胞キメラマウスを用いた肝炎ウィルス

感染後のDNAメチル化誘導機構の解明. 第5回 金沢大学学

際科学実験センターシンポジウム, 2013, (石川), [シンポジ

ウム]
022 近藤　豊 : がん細胞を制御するエピゲノム機構の解明と

治療への展望. 第22回 日本がん転移学会学術集会・総会, 
2013, (長野), [シンポジウム]

023 関戸好孝：中皮腫の複合シグナル伝達系異常とその制御. 
第11回日本臨床腫瘍学会, 2013,(仙台), [シンポジウム]

024 関戸好孝：悪性中皮腫の遺伝子シグナル伝達系異常. 4th 
Japan Mesothelioma Interest Group(JMIG), 2013, (京
都),[セミナー ]

025 藤井万紀子，長田啓隆，田中一大，近藤　豊，関戸好孝：

非上皮由来がん細胞におけるTGF-βによる腫瘍増殖促進作

用. 第72回日本がん学会学術総会, 2013, (神奈川), [口演]
026 田中一大，長田啓隆，藤井万紀子，深津明日樹，樋田豊明，

佐藤鮎子，長谷川好規，辻村　亨，関戸好孝：LIMドメイ

ンを持つAJUBA蛋白質は、Hippoシグナル経路を介して悪

性中皮腫細胞の増殖を抑制する. 第72回日本がん学会学術

総会, 2013, (神奈川), [口演]
027 深津明日樹，田中一大，新城恵子，近藤　豊，藤井万紀子，

長谷川好規，富沢健二，光冨徹哉，長田啓隆，畑　裕，関

戸好孝：非小細胞肺癌におけるRASSF3の発現解析. 第72
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回日本がん学会学術総会, 2013, (神奈川), [口演]
028 近藤　豊 : グリオブラストーマにおけるエピゲノム動的制

御. 第72回 日本がん学会学術総会, 2013, (神奈川), [シンポ

ジウム]
029 勝島啓佑，新城恵子，大岡史治，関戸好孝，夏目敦至，柴

田龍弘，近藤　豊 : 脳腫瘍幹細胞の分化を制御する長鎖

非翻訳RNAに関する研究. 第72回 日本がん学会学術総会, 
2013, (神奈川), [口演]

030 大岡史治，夏目敦至，市村典久，畑中彬良，勝島啓佑，新

城恵子，若林俊彦，関戸好孝，近藤　豊 : 膠芽腫発生過程

においてp53、Nf1遺伝子欠失に誘導させるエピゲノム異常. 
第72回 日本がん学会学術総会, 2013, (神奈川), [口演]

031 市村典久，新城恵子，大岡史治，勝島啓佑，畑中彬良，山本

栄一郎，近藤　豊 : 大腸癌におけるCpG island Methylator 
PhenotypeとDNAメチル化酵素、TET遺伝子の発現様式に

関する解析. 第72回 日本がん学会学術総会, 2013, (神奈川), 
[口演]

032 新城恵子，大岡史治，勝島啓佑，畑中彬良，市村典久，近

藤英作，近藤　豊 : 高感度DNAメチル化検出法を用いた

肺がん血液診断法の確立. 第72回 日本がん学会学術総会, 
2013, (神奈川), [ポスター ]

033 村 上(渡 並)優 子，岸 田　 聡，竹 内 一 郎，加 藤 由 紀，

Jagannathan Jayanti，　Maris John，　市川　仁，

近藤　豊，関戸好孝，白髭克彦，村上浩士，門松健治 : 
SMC2はDNA損傷修復に関連する遺伝子の転写を制御し、

神経芽腫においてMYCNと合成致死性を示す. 第36回 日本

分子生物学会年会, 2013, (兵庫), [ポスター ] 
034 勝島啓佑，新城恵子，大岡史治，夏目敦至，柴田龍弘，近

藤　豊 : 脳腫瘍幹細胞の分化を制御する長鎖非翻訳RNAに

関する研究. 第36回 日本分子生物学会年会, 2013, (兵庫), 
[ポスター ]

035 大岡史治，夏目敦至，市村典久，畑中彬良，東條正幸，

勝島啓佑，新城恵子，若林俊彦，関戸好孝，近藤　豊 : 
p53,Nf1欠失から誘導されるエピゲノム異常の同定と誘導

機構の解明. 第36回 日本分子生物学会年会, 2013, (兵庫), 
[ポスター ]

036 関戸好孝：悪性中皮腫に対する新規治療法開発へ向けた

中皮腫細胞株の利用. 平成25年度中部地区 医療・バイオ系

シーズ発表会, 2013, (名古屋), [ポスター ]
037 関戸好孝：悪性中皮腫の遺伝子異常. 第8回中皮腫細胞診セ

ミナー , 2014, (福岡), [口演]      

遺伝子医療研究部

001 Yoshida N, Karube K, Utsunomiya A, Tsukasaki 
K, Imaizumi Y, Taira N, Uike N, Katayama M, 
Tsuzuki S, Kinoshita T, Ohshima K, and Seto M： 
Cell cycle deregulation determines acute transformation 
in chronic type adult T-cell leukemia/lymphoma. 55th 
Annual Meeting of American Society of Hematology; 
Abstract no. 845, 2013, (New Orleans), [口演]

002 吉田稚明，加留部謙之輔，宇都宮　與，塚崎邦弘，今泉芳

孝，平良直也，鵜池直邦，海野　啓，在田幸太郎，片山　幸，

都築　忍，大島孝一，瀬戸加大：Cell cycle関連遺伝子の異

常が慢性型ATLの急性転化に関与する. 第53回日本リンパ

網内系学会, 2013, (京都), [口演]
003 吉田稚明，加留部謙之輔，宇都宮　與，塚崎邦弘，今泉芳

孝，平良直也，鵜池直邦，海野　啓，在田幸太郎，片山　幸，

都築　忍，大島孝一，瀬戸加大：Cell cycle関連遺伝子の異

常が慢性型ATLの急性転化に関与する. 第53回日本リンパ

網内系学会, 2013, (京都), [ポスター ]
004 都築　忍，片山　幸，吉田稚明，在田幸太郎，大島孝一，

瀬戸加大：インビトロで誘導したT細胞への遺伝子導入に

よるマウスリンパ腫モデル. 第72回日本癌学会学術総会, 
2013, (横浜), [ポスター ]

005 勝呂　幸, 田川博之, 竹内一郎, 吉田稚明, 在田幸太郎, 

都築　忍, 瀬戸加大：リンパ腫を形成するクローン細胞の

多様性は、臨床病態を反映する. 第72回日本癌学会学術総

会, 2013, (横浜), [ポスター ]
006 吉田稚明，加留部謙之輔，宇都宮　與，塚崎邦弘，今泉芳

孝，平良直也，鵜池直邦，海野　啓，在田幸太郎，片山　幸，

都築　忍，大島孝一，瀬戸加大：Cell cycle関連遺伝子の異

常が慢性型ATLの急性転化に関与する. 第72回日本癌学会

学術総会, 2013, (横浜), [口演]
007 在田幸太郎，都築　忍，大島孝一，杉山敏郎，瀬戸加大：

レトロウイルスによる正常B細胞への遺伝子導入を用いた

B細胞リンパ腫マウスモデル. 第72回日本癌学会学術総会, 
2013, (横浜), [口演]

008 瀬戸加大：悪性リンパ腫発症の分子機構. 第72回日本癌学

会学術総会, 2013, (横浜), [口演]
009 都築　忍，瀬戸加大：TEL(ETV6)-AML1(RUNX1)は自己

複製能を有する胎児プロＢ細胞を開始する. 第75回日本血

液学会学術集会, 2013, (札幌), [ポスター ]
010 吉田稚明，加留部謙之輔，宇都宮　與，塚崎邦弘，今泉芳

孝，平良直也，鵜池直邦，海野　啓，在田幸太郎，片山　幸，

都築　忍，大島孝一，瀬戸加大：Cell cycle関連遺伝子の異

常が慢性型ATLの急性転化に関与する. 第75回日本血液学

会学術集会, 2013, (札幌), [口演]
011 在田幸太郎，都築　忍，大島孝一，杉山敏郎，瀬戸加大：

新規マウス胚中心由来B細胞リンパ腫モデル. 第75回日本血

液学会学術集会, 2013, (札幌), [口演]
012 高原大志：卵巣原発と考えられた印環細胞を含むmucinous 

adenocarcinomaの一例. 第102回日本病理学会総会, 2013, 
(札幌), [ポスター ]

腫瘍免疫学部

001 Inaguma Y, Akahori Y, Akatsuka Y, Murayama Y, 
Shiraishi K, Tsuzuki-Iba S, Endoh A, Tsujikawa 
J, Demachi-Okamura A, Hiramatsu K, Saji 
H, Yamamoto Y, Yamamoto N, Nishimura Y, 
Takahashi T, Kuzushima K, Emi N：Construction 
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and Molecular Characterization Of a T-Cell Receptor-
Like Antibody and CAR-T Cells Specific For Minor 
Histocompatibility Antigen HA-1H. The 55th ASH 
Annual Meeting, 2013, (New Orleans, USA), [ポスター ]

002 Okamoto S, Iwase N, Amaishi Y, Ikeda Y, Fujiwara 
H, Kuzushima K, Yasukawa M, Shiku H, Mineno 
J：Effective and safe TCR gene therapy with silencing 
endogenous TCRs and high affinity TCR variants. 第19
回日本遺伝子治療学会, 2013, (岡山), [口演]

003 Maki H, Uemura Y, Zhang R, Liu T, Suzuki M, 
Hirosawa N, Takeda K, Sakamoto Y, Senju S, 
Kuzushima K：Pluripotent stem cell-derived myeloid 
cells expressing TRAIL as a possible cell medicine for 
cancer. 第42回日本免疫学会総会・学術集会, 2013, (千葉), 
[ポスター ]

004 山田英里, 近藤紳司, 内海　史, 熊澤詔子, 三井寛子, 関

谷龍一郎, 鈴木史朗, 梅津朋和, 水野美香, 梶山広明, 柴

田清住, 吉川史隆：免疫療法の標的となる新たな卵巣がん

抗原の検索. 第65回日本産婦人科学会学術講演会, 2013, (札
幌), [口演]

005 岡本幸子, 天石泰典, 池田裕明, 藤原　弘, 葛島清隆, 安

川正貴, 珠玖　洋, 峰野純一：高親和性NY-ESO-1特異的

TCR発現siTCRベクターを用いた高効率かつ安全性の高い

TCR遺伝子治療. 第17回日本がん免疫学会総会, 2013, (宇
部), [口演]

006 朝井洋晶, 藤原　弘, 越智史博, 峰野純一, 岡本幸子, 葛

島清隆, 池田裕明, 北澤荘平, 赤塚美樹, 珠玖　洋, 安川

正貴：経静脈的に輸注されたWT1特異的人工CTLは腎糸球

体たこ足細胞を傷害しない. 第17回日本がん免疫学会総会, 
2013, (宇部), [口演]

007 赤塚美樹, 赤堀　泰, 稲熊容子, 村山裕子, 辻川朱里, 平

松可帆, 西村泰治, 葛島清隆, 恵美宣彦：HLA-A2拘束性

に提示されたマイナー抗原HA-1Hを認識する抗体の単離と

CAR-Tの機能. 第17回日本がん免疫学会総会, 2013, (宇部), 
[口演]

008 越智史博, 藤原　弘, 谷本一史, 宮崎幸大, 朝井洋晶, 岡

本幸子, 峰野純一, 葛島清隆, 珠玖　洋, 石井榮一, 安川

正貴：抗体依存性細胞傷害活性(ADCC)を介した抗腫瘍効

果を示す人工CD16陽性T細胞の開発. 第17回日本がん免疫

学会総会, 2013, (宇部), [口演]
009 岡村文子, 葛島清隆：K-rasの活性変異に伴うオートファ

ジーによるCTLエピトープの産生. 第5回造血器腫瘍免疫療

法研究会学術集会, 2013, (名古屋), [ポスター ]
010 赤塚美樹, 田地浩史, 森島泰雄, 宮村耕一, 小寺良尚, 高

橋利忠, 木下朝博, 葛島清隆, 恵美宣彦：同種移植後再発

予防・治療を目的としたマイナー抗原ワクチン臨床試験. 
第5回造血器腫瘍免疫療法研究会学術集会, 2013, (名古屋), 
[ポスター ]

011 稲熊容子, 赤塚美樹, 赤堀　泰, 村山裕子, 辻川朱里, 平

松可帆, 西村泰治, 葛島清隆, 恵美宣彦：HLA-A2拘束性

に提示されたマイナー抗原HA-1Hを認識する抗体の単離と

CAR-Tの機能. 第5回造血器腫瘍免疫療法研究会学術集会, 

2013, (名古屋), [口演]
012 藤原　弘, 越智史博, 朝井洋晶, 岡本幸子, 峰野純一, 葛

島清隆, 珠玖　洋, 安川正貴：HLAクラスI拘束性白血病

抗原特異的CD4陽性T細胞の抗白血病効果. 第72回日本癌

学会学術総会, 2013, (横浜), [口演]
013 越智史博, 藤原　弘, 谷本一史, 朝井洋晶, 宮崎幸大, 岡

本幸子, 峰野純一, 葛島清隆, 珠玖　洋, 安川正貴：抗体

依存性細胞傷害活性を介した抗腫瘍効果を示す人工CD16
陽性T細胞の開発. 第72回日本癌学会学術総会, 2013, (横
浜), [口演]

014 榮川伸吾, 垣見和宏, 磯辺みどり, 和田　尚, 上中明子, 

葛島清隆, 西川博嘉, 鵜殿平一郎, 岡三喜男, 中山睿一：

NY-ESO-1f (NY-ESO-1 91-110) ペプチドワクチンによる抗

体・CD4・CD8T細胞免疫応答の誘導. 第72回日本癌学会

学術総会, 2013, (横浜), [口演]
015 赤塚美樹, 岡村文子, 山本幸也, 西村泰治, 高橋利忠, 葛

島清隆, 恵美宣彦：HLA-A2拘束性に提示されたマイナー

抗原HA-1認識抗体の開発と応用. 第72回日本癌学会学術総

会, 2013, (横浜), [ポスター ]
016 岡本幸子, 天石泰典, 池田裕明, 藤原　弘, 葛島清隆, 安

川正貴, 珠玖　洋, 峰野純一：高親和性TCR発現siTCRベ

クターを用いた高効率かつ安全性の高いTCR遺伝子治療. 
第72回日本癌学会学術総会, 2013, (横浜), [ポスター ]

017 宮原慶裕, 杉野早穂子, 王　立楠, 葛島清隆, 藤田知信, 

河上　裕, 岡本幸子, 天石泰典, 峰野純一, 珠玖　洋：

HLA-A0201拘束性NY-ESO-1由来ペプチド(p157-165)特
異的T細胞受容体はHLA-A0206陽性NY-ESO-1陽性腫瘍を

認識する. 第72回日本癌学会学術総会, 2013, (横浜), [ポス

ター ]
018 張　エイ, 劉　天懿, 千住　覚, 廣澤成美, 辻村邦夫, 中

西速夫, 薗田精昭, 坂本　安, 西村泰治, 葛島清隆, 植村

靖史：多能性幹細胞由来の増殖性ミエロイド細胞を用いた

がん免疫療法の開発. 第72回日本癌学会学術総会, 2013, (横
浜), [ポスター ]

019 牧　寛之, 植村靖史, 張　エイ, 竹田和由, 劉　天懿, 鈴

木元晴, 都築　忍, 岡村文子, 赤塚美樹, 西村泰治, 千住

覚, 葛島清隆：TRAILを発現する多能性幹細胞由来ミエロ

イド細胞を用いた細胞医薬の開発. 第72回日本癌学会学術

総会, 2013, (横浜), [ポスター ]
020 葛島清隆：Artificial antigen presenting cells and basic 

research. 第75回日本血液学会, 2013, (札幌), [シンポジウム]
021 朝井洋晶, 藤原　弘, 宮崎幸大, 越智史博, 越智俊元, 峰

野純一, 岡本幸子, 葛島清隆, 池田裕明, 珠玖　洋, 安

川正貴：Preclinical evaluation for renal safety of WT1-
targeting adoptive immunotherapy. 第75回日本血液学会, 
2013, (札幌), [口演]

022 越智史博, 藤原　弘, 谷本一史, 朝井洋晶, 宮崎幸大, 岡

本幸子, 峰野純一, 葛島清隆, 珠玖　洋, 石井榮一, 安川

正貴：Artificial CD16 positive T cells successfully display 
in vivo anti-tumor effect through ADCC. 第75回日本血液

学会, 2013, (札幌), [口演]
023 赤塚美樹, 細川晃平, 岡本晃直, 片桐孝和, 稲熊容子, 岡
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村文子, 葛島清隆, 恵美宣彦, 中尾眞二：Isolation of a 
HLA-B*4002-restricted CTL to HPCs from a patient 
with aplastic anemia with 6pLOH. 第75回日本血液学会, 
2013, (札幌), [口演]

感染腫瘍学部

001 Tsurumi T  : Nuclear Transport of Epstein-Barr 
Virus DNA Polymerase is dependent on the BMRF1 
Polymerase Processivity Factor and Molecular 
Chaperone Hsp90.   The Bio logy  o f  Molecular 
Chaperones: From molecules, organelles and cells to 
misfolding diseases, 2013, (Santa Margherita di Pula, 
Italy), [ポスター ]

002 Kanda T, Murata T, Tsurumi T : Roles of BART 
microRNAs in EBV-infected epithelial cells. 6th 
International  Symposium on Nasophjaryngeal 
Carcinoma, 2013, (Istanbul, Turkey), [口演]

003 Murata T, Noda C, Kanda T, Tsurumi T：Induction 
of  EBV Oncogene LMP1 by AP-2 in NPC Cells. 
6th International Symposium on Nasophjaryngeal 
Carcinoma, 2013, (Istanbul, Turkey), [ポスター ]

004 Narita Y, Murata T, Kimura H, Tsurumi T : The 
Epstein-Barr virus DNA Polymerase Catalytic Subunit 
BALF5 Interacts with Pin1 for Efficient Productive 
Viral DNA Replication. 38th Annual International 
Herpesvirus Workshop, 2013, (Grand Rapids, USA), [ポ
スター ]

005 Tsurumi T : Nuclear transport of Epstein-Barr virus 
DNA polymerase is dependent on the BMRF1 polymerase 
processivity factor and molecular chaperone Hsp90. 
18th World Congress on Advances in Oncology and 16th 
International Symposium on Molecular Medicine, 2013, 
(Creta Maris, Italy), [ポスター ]

006 Tsurumi T : Generation of Epstein-Barr virus lacking 
BVLF1 ORF responsible for late gene transcription. 
Keystone Symposia on Molecular and Cellular Biology: 
Advancing Vaccines in the Genomic Era, 2013, (Rio de 
Janeiro, Brazil), [ポスター ]

007 Kanda T : Roles of BART microRNAs in EBV-infected 
epithelial cells. Epstein-Barr virus 50th anniversary, 
2014, (Oxford, UK), [ポスター ]

008 Narita Y, Murata T, Kimura H, Tsurumi T  : A 
hydrophobic Motif in the Pre-N-terminal Domain of 
Epstein-Barr virus DNA Polymerase is Required for 
Formation of Viral Replication Compartments. Epstein-
Barr virus 50th anniversary, 2014, (Oxford, UK), [ポスター ]

009 村田貴之 : EBウイルスの感染様式と病態. 第10回ウイルス

学キャンプin湯河原, 2013, (湯河原), [招待講演]
010 神田　輝，鶴見達也 : EBウイルス感染上皮細胞におけるウ

イルス由来マイクロRNAによる宿主遺伝子発現制御. 第28

回ヘルペスウイルス研究会, 2013, (淡路), [口演]
011 杉本温子，佐藤好隆， 神田　輝， 木村　宏， 鶴見達也 : 

Replication compartment内においてEBV初期遺伝子と後

期遺伝子の転写産物では異なった分布を示す. 第28回ヘル

ペスウイルス研究会, 2013, (淡路), [口演]
012 成田洋平，村田貴之，木村　宏，鶴見達也 : EBV DNAポ

リメラーゼのN末端保存領域の変異はポリメラーゼ活性に

は影響しないが、ウイルスゲノム複製を阻害する. 第28回
ヘルペスウイルス研究会, 2013, (淡路), [口演]

013 成田洋平，村田貴之，木村　宏，鶴見達也 : EBV DNAポ

リメラーゼのN末端保存モチーフの変異はウイルスゲノム

複製を抑制する. 第10回EBウイルス研究会, 2013, (京都), 
[口演]

014 神田　輝，鶴見達也 : ウイルス由来マイクロRNAによる上

皮細胞特異的因子の発現制御. 第10回EBウイルス研究会, 
2013, (京都), [口演]

015 鶴見達也 : Epstein Barr virus Replication Factory. 第10
回EBウイルス研究会, 2013, (京都), [招待講演]

016 神田　輝，鶴見達也 : EBウイルス感染上皮細胞におけるウ

イルス由来マイクロRNA発現の意義. 第72回日本癌学会学

術総会, 2013, (横浜), [口演]
017 成田洋平，村田貴之，木村　宏，鶴見達也 : EBV DNAポ

リメラーゼのN末端に存在する保存された疎水性の高いモ

チーフは、細胞でのウイルスDNA複製に必須である. 第72
回日本癌学会学術総会, 2013, (横浜), [ポスター ]

018 川島大介，鶴見達也 : EBV早期遺伝子BVLF1およびBcRF1
は後期遺伝子転写を調節する. 第61回日本ウイルス学会学

術集会, 2013, (神戸), [ポスター ]
019 成田洋平，村田貴之，木村　宏，鶴見達也 : EBV DNAポ

リメラーゼN末端保存領域の変異によるウイルスゲノム

複製阻害の機構解析. 第61回日本ウイルス学会学術集会, 
2013, (神戸), [口演]

020 神田　輝，鶴見達也：EBウイルス由来マイクロRNAによ

る上皮細胞特異的因子の発現制御. 第61回日本ウイルス学

会学術集会, 2013, (神戸), [口演]

分子病態学部

001 佐久間圭一朗：大腸がん細胞においてシアリルルイス糖

鎖の発現とEMTは関連する．第65回細胞生物学会大会，

2013，(名古屋)，[ポスター ]
002 青木正博，藤下晃章，武藤　誠 : CDX転写因子の標的分子

PLEKHG1の発現低下は大腸腫瘍形成を促進する. 第72回
日本癌学会学術総会，2013，(横浜), [口演]

003 藤下晃章，武藤　誠，青木正博 : mTORキナーゼ阻害薬は

大腸がんマウスモデルの大腸腺がん形成を抑制する. 第72
回日本癌学会学術総会, 2013, (横浜), [口演]

004 小島　康, 松尾恵太郎，伊藤秀美，細野覚代，田中英夫, 

青木正博 : 日本人胃がん患者の体組成変化. 第72回日本癌

学会学術総会, 2013, (横浜), [ポスター ]
005 青木正博：mTORキナーゼ阻害薬は大腸がんモデルマウス
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の腺がん形成を強力に抑制する．第36回日本分子生物学会，

2013，(神戸)，[ポスター ]

腫瘍医化学部

001 Goto H：Novel mitotic signaling crosstalk between 
PI3K-Akt pathway and Plk1. 1st International 
Symposium on Protein Modifications in Pathogenic 
Dysregulation of Signaling (supported by Grant-in-Aid 
for Scientific Research on Innovative Area from MEXT), 
2013, (Tokyo), [シンポジウム]

002 Inoko A：Trichoplein and Aurora A block aberrant 
primary cilia assembly in proliferating cells. GCOE第5回
NAGOYAグローバルリトリート, 2013, (大府), [ポスター ]

003 Kasahara K：Emerging role of the ubiquitin-proteasome 
system in primary cilia assembly. GCOE第5回NAGOYAグ

ローバルリトリート, 2013, (大府), [ポスター ]
004 Tanaka H：Disorder of cytokinesis by defect of mitotic 

vimentin phosphorylation results in chromosomal 
instability. GCOE第5回NAGOYAグローバルリトリート, 
2013, (大府), [シンポジウム]

005 Kasahara K, Goshima N, Matsuzaki F, Inagaki M：

Emarging role of the ubiquitin-proteasome pathway in 
primary cilia assembly. The 25th CDB meeting “Cilia 
and Centrosomes, from Fertilization to Cancer”, 2013, (神
戸), [招待講演]

006 Goto H, Inagaki M：Screening of novel Aurora-A-
associated proteins to prevent primary cilia assembly at 
the centrosome in proliferating cells. 第65回日本細胞生物

学会大会, 2013, (名古屋), [シンポジウム]
007 Inoko A, Inagaki M：Translocation of keratin-binding 

proteins between the cell-cell adhesion and the centrosome 
as the functional switch of differentiation and proliferation. 
第65回日本細胞生物学会大会, 2013, (名古屋), [シンポジウム]

008 Kasahara K, Kawakami Y, Kawamura Y, Ibi M, 
Goshima N, Inagaki M：Emerging role of the ubiqutiin-
proteasome system in assmembly of primary cilium. 第65
回日本細胞生物学会大会, 2013, (名古屋), [ポスター ]

009 Li P, Goto H, Kasahara K, Inoko A, Izawa I, Mochizuki 
H, Togashi T, Kawamura Y, Kawakami Y, Goshima 
N, Kiyono T, Inagaki M：Screening of novel Aurora-A-
associated proteins to prevent primary cilia assembly at 
the centrosome in proliferating cells. 第65回日本細胞生物

学会大会, 2013, (名古屋), [ポスター ]
010 Goto H, Era S, Li P, Kasahara K, Inoko A, Izawa I, 

Mochizuki H, Togashi T, Kawamura Y, Kawakami 
Y, Goshima N, Kiyono T, Inagaki M：Screening of 
novel Aurora-A-associated proteins. 第72回日本癌学会学

術総会, 2013, (横浜), [口演]
011 Izawa I, Hayashi Y, Inagaki M：Interaction of Cell 

Polarity Regulator Scribble with Multidrug Resistance 

Protein 4 (MRP4/ABCC4). 第72回日本癌学会学術総会, 
2013, (横浜), [ポスター ]

012 Kasahara K, Kawakami Y, Kawamura Y, Ibi M, 
Kiyono T, Goshima N, Matsuzaki F, Inagaki M：

A Cul3-based ubiquitin E3 ligase controls primary cilia 
assembly through degradation of Trichoplein. 第72回日本

癌学会学術総会, 2013, (横浜), [ポスター ]
013 Kasahara K：Ubiquitin-proteasome system controls 

primary cilia biogenesis. GCOE第６回NAGOYAグローバ

ルリトリート, 2014, (大府), [ポスター ]
014 稲垣昌樹：ビメンチンリン酸化の生理学的意義の解明. 第

13回日本蛋白質科学会年会, 2013, (鳥取), [ワークショップ]
015 江良沙穂, 阿部拓也, 荒川　央, 小林俊介, 武田俊一, 

ダーナブランゼイ, 稲垣昌樹：脱SUMO化酵素SENP1の
欠損は、ニワトリBリンパ球細胞において、微小管重合阻

害剤の長時間処理時、早期のM期脱出 （mitotic slippage）
を引き起こす. 第65回日本細胞生物学会大会, 2013, (名古

屋), [フラシュトーク/ポスター ]
016 稲葉弘哲, 依田幸司, 足立博之：細胞生粘菌のGflBは増殖

期アメーバ細胞の仮足形成を制御する. 第65回日本細胞生

物学会大会, 2013, (名古屋), [ポスター ]
017 井澤一郎, 林　裕子, 稲垣昌樹：細胞極性制御因子

ScribbleはMRP4/ABCC4と相互作用する.　第65回日本細

胞生物学会大会, 2013, (名古屋), [ポスター ]
018 田中宏樹, 猪子誠人, 松山　誠, 井澤一郎, 稲垣昌樹：細

胞質分裂障害は染色体不安定性の亢進および細胞老化を誘

導する．第65回日本細胞生物学会大会, 2013, (名古屋), [シ
ンポジウム/ポスター ]

019 稲垣昌樹：がん細胞の本態の理解ー間葉系細胞機能異常と

発がん、老化についてー . 名古屋大学手の外科学前向き研

究会. 2013, (名古屋), [招待講演]
020 稲垣昌樹：Cytokinetic failureとがん化、老化、分化. 新学

術研究領域「シリア・中心体による生体情報フローの制御」

第2回領域会議. 2013, (名古屋), [シンポジウム]
021 後藤英仁, 渡辺信元, 猪子誠人, 稲垣昌樹：がんの分子標

的としてのAurora Aキナーゼ. 第87回日本薬理学会年会, 
2014, (仙台), [口演]

022 稲葉弘哲, 後藤英仁, 猪子誠人, 何　東偉, 五島直樹, 山

野荘太郎, 鰐淵英樹, 熊本香奈子, 広常真治, 清野　透, 

稲垣昌樹：Ndel1の欠損は一次線毛形成を引き起こし、細

胞増殖を阻害する. 第66回日本細胞生物学会大会, 2014, (奈
良), [口演]



― 116 ― ― 117 ―

名誉総長

001 Nimura Y：Resection for hilar cholangiocarcinoma. 
In: Master Techniques in Surgery, Hepatobiliary and 
Pancreatic Surgery. Eds. Lillemoe, Jarnagin. Lippincot 
Williams & Wilkins, Philadelphia, USA, 331-343, 2013.

002 Sano T, Nimura Y：Radical resection and its limits. 
In: Hilar Cholangiocarcinoma. Ed. Lau WY. Springer 
Science and People’s Medical Publishing House, Beijing, 
China, 195-209, 2013.

003 Kamitani T, Nimura Y, Nagahiro S, Miyazaki S, 
Tomatsu T：Catastrophic head and neck injuries in 
Judo players in Japan from 2003 to 2010. American 
Journal of Sports Medicine, 41:1915-1921, 2013.

004 二村雄次：柔道家としての平井正文先生を偲ぶ. 日本血管

外科学会雑誌, 22: 863-864, 2013.

総長

001 Asai M, Akizuki N, Fujimori M, Shimizu K, Ogawa 
A, Matsui Y, Akechi T, Itoh K, Ikeda M, Hayashi 
R, Kinoshita T, Ohtsu A, Nagai K, Kinoshita H, 
Uchitomi Y：Impaired mental health among the 
bereaved spouses of cancer patients. Psychooncology, 
22:995-1001, 2013.

002 Takahashi A, Yamamoto Y, Yasunaga M, Koga 
Y, Kuroda J, Takigahira M, Harada M, Saito 
H, Hayashi T, Kato Y, Kinoshita T, Ohkohchi N, 
Hyodo I, Matsumura Y：NC-6300, an epirubicin-
incorporating micelle, extends the antitumor effect and 
reduces the cardiotoxicity of epirubicin. Cancer Sci, 104: 
920-925, 2013.

003 Kinoshita Takahiro, Gotohda N, Kato Y, Takahashi 
S, Konishi M, Kinoshita Taira：Laparoscopic 
proximal gastrectomy with jejunal interposition for 
gastric cancer in the proximal third of the stomach: 
a retrospective comparison with open surgery. Surg 
Endosc, 27:146-153, 2013.

004 Satoi S, Yamaue H, Kato K, Takahashi S, Hirono 
S, Takeda S, Eguchi H, Sho M, Wada K, Shinchi 
H, Kwon AH, Hirano S, Kinoshita T, Nakao A, 
Nagano H, Nakajima Y, Sano K, Miyazaki M, 
Takada T : Role of adjuvant surgery for patients with 
initially unresectable pancreatic cancer with a long-term 
favorable response to non-surgical anti-cancer tretments: 
results of a project study for pancreatic surgery by the 
Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery.

 J Hepatobiliary Pancreat Sci, 20:590-600, 2013.

005 Kobayashi S, Gotohda N, Kato Y, Takahashi S, 
Konishi M, Kinoshita T : Infection control for prevention 
of pancreatic fistula after pancreaticoduodenectomy.

 Hepatogastroenterology, 60:876-882, 2013.
006 木下　平，木下敬弘，斎浦明夫，江碕　実，坂本裕彦，伊

藤誠二：胃癌肝転移切除例に関する多施設共同研究．癌の

臨床，59:485-489, 2013.

４．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ　（名誉総長・総長）



― 118 ― ― 119 ―

病　院　長

001 Yuji Tachimori, Soji Ozawa, Mitsuhiro Fujishiro, 
Hisahiro Matsubara, Hodaka Numasaki, Tsuneo 
Oyama, Masayuki Shinoda, Yasushi Toh, Harushi 
Udagawa, Takashi Uno : Comprehensive Registry of 
Esophageal Cancer in Japan, 2005. Esophagus, 11:1-20, 
2014.

消化器内科部

[原著]

001 Hara K, Yamao K, Hijioka S, Mizuno N, Imaoka 
H, Tajika M, Kondo S, Tanaka T, Haba S, Takeshi 
O, Nagashio Y, Obayashi T, Shinagawa A, 
Bhatia V, Shimizu Y, Goto H, Niwa Y : Prospective 
clinical study of endoscopic ultrasound-guided　
choledochoduodenostomy with direct metallic stent 
placement using a forward-viewing echoendoscope. 
Endoscopy,45(5):392-396,2013.

002 Ogura T, Yamao K, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, 
Imaoka H, Sawaki A, Niwa Y, Tajika M, Kondo 
S, Tanaka T, Shimizu Y, Bhatia V, Higuchi K, 
Hosoda W, Yatabe Y：Prognostic value of K-ras 
mutation status and subtypes in endoscopic ultrasound-
guided fine-needle aspiration specimens from patients 
with unresectable pancreatic cancer. J Gastroenter
ol,48(5):640-646,2013.

003 Haba S, Yamao K, Bhatia V, Mizuno N, Hara K, 
Hijioka S, Imaoka H, Niwa Y, Tajika M, Kondo 
S, Tanaka T, Shimizu Y, Yatabe Y, Hosoda W, 
Kawakami H, Sakamoto N：Diagnostic ability and 
factors affecting accuracy of endoscopic ultrasound-
guided fine needle aspiration for pancreatic solid lesions: 
Japanese large single center experience. Journal of Gast
roenterology,48(8):973-981,2013.

004 Mizuno N, Yatabe Y, Hara K, Hijioka S, Imaoka H, 
Shimizu Y, Ko SB, Yamao K : Cytoplasmic expression 
of LGR5 in pancreatic adenocarcinoma .Front Physiol , 
4:269,2013.

005 Tajika M, Niwa Y, Bhatia V, Tanaka T, Ishihara 
M, Yamao K  : Risk of ileal pouch neoplasms in 
patients with familial adenomatous polyposis.World J 
Gastroenterol ,19(40):6774-6783,2013.

006 Hasegawa T, Yamao K, Hijioka S, Bhatia V, Mizuno 
N, Hara K, Imaoka H, Niwa Y, Tajika M, Kondo 
S, Tanaka T, Shimizu Y, Kinoshita T, Kohsaki T, 
Nishimori I, Iwasaki S, Saibara T, Hosoda W, Yatabe 

Y : Evaluation of Ki-67 index in EUS-FNA specimens 
for the assessment of malignancy risk in pancreatic 
neuroendocrine tumors. Endoscopy,46(1):32-38,2014.

007 Imaoka H ,  Shimizu  Y ,  Mizuno  N ,  Hara K , 
Hijioka S, Tajika M, Kondo S,Tanaka T, Ogura 
T, Obayashi T, Hasegawa T, Niwa Y, Yamao K :  
Clinical characteristics of adenosquamous carcinoma 
of the pancreas : a matched case-control study. 
Pancreas,43(2):287-290,2014.

008 Valle JW, Furuse J, Jitlal M, Beare S, Mizuno N, 
Wasan H, Bridgewater J, Okusaka T : Cisplatin and 
gemcitabine for advanced biliary tract cancer : a meta-
analysis of two randomised trials. Ann Oncol, 25(2) : 391-
398, 2014.

009 Nakao M, Hosono S, Ito H, Oze I, Watanabe M, Mizuno 
N, Yatabe Y, Yamao K, Niimi A, Tajima K, Tanaka 
H, Matsuo K : Cigarette smoking and pancreatic cancer 
risk: a revisit with an assessment of the enicotine 
dependence phenotype. Asian Pac J Cancer Prev , 14(7) : 
4409－4413, 2013.

010 Hijioka S, Hara K, Mizuno N, Imaoka H, Mekky 
MA, Nagashio Y, Sekine M, Tajika M, Tanaka 
T, Ishihara M, Hosoda W, Yatabe Y, Shimizu Y, 
Niwa Y, Yamao K : A novel technique for endoscopic 
transpapillary “mapping biopsy specimens” of superficial 
intraductal spread of bile duct carcinoma (with videos). 
Gastrointestinal Endoscopy, 2014.

011 Matsuo K, Oze I, Hosono S, Ito H, Watanabe M, 
Ishioka K, Ito S, Tajika M, Yatabe Y, Niwa Y, Yamao 
K, Nakamura S, Tajima K, Tanaka H : The aldehyde 
dehydrogenase 2 (ALDH2) Glu504Lys polymorphism 
interacts with alcohol drinking in the risk of stomach 
cancer. Carcinogenesis, 34(7) : 1510-1515, 2013.

012 田近正洋, 丹羽康正, 近藤真也, 田中　努, 水野伸匡, 原

和生, 肱岡　範, 今岡　大, 永塩美邦, 長谷川俊之, 大林 

友彦, 品川秋秀, 関根匡成, 坂口将文, 吉澤尚彦, 石原健

二, 山雄健次 : 家族性大腸腺腫症における大腸切除術後の

残存腸管に発生する腺腫および腺癌の検討.  家族性腫瘍, 
13(1):17-21, 2013.

013 岡崎和一, 川茂　幸, 神澤輝実, 伊藤鉄英, 乾　和郎, 入

江裕之, 西野隆義, 能登原憲司, 久保惠嗣, 大原弘隆, 入

澤篤志, 藤永康成, 長谷部　修, 西森　功, 田中滋城, 下

瀬川　徹, 田中雅夫, 白鳥敬子, 須田耕一, 西山利正, 内

田一茂, 菅　野敦, 窪田賢輔, 洪　繁, 阪上順一, 清水

京子, 杉山政則, 多田　稔, 中沢貴宏, 西野博一, 浜野英

明, 廣岡芳樹, 平野賢二, 正宗　淳, 増田充弘, 水野伸匡, 

山口幸二, 吉田　仁 : 厚生労働省難治性膵疾患に関する

調査研究班. 自己免疫性膵炎診療ガイドライン2013. 膵臓, 
28(6):717-783, 2013.

５．学会誌・その他誌上発表デーマ調べ　（病院）
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[症例報告]

001 原　和生 : スーテントが著効した1例. fizer:2013.
002 大林友彦, 丹羽康正, 田中　努, 田近正洋, 近藤真也, 水

野伸匡, 原　和生, 肱岡　範, 今岡　大, 山雄健次, 菅野

雅人, 谷田部　恭 : 食道表在癌にpyogenic granulomaを合

併した1例. 胃と腸, 48(13):1961-1966, 2013.
003 大林友彦, 丹羽康正, 田中　努, 田近正洋, 近藤真也, 水

野伸匡, 原　和生, 肱岡　範, 今岡　大, 山雄健次, 菅野

雅人, 谷田部　恭 : 食道表在癌にpyogenic granulomaを合

併した1例. 胃と腸, 48(13):1961-1966, 2013.
004 佐野　力, 清水泰博, 千田嘉毅, 小森康司, 原　和生, 

水野伸匡, 肱岡　範, 山雄健次, 木下　平, 二村雄次 : 
PTBD後に門脈血栓を来たし,1年余の化学療法後に切除し

えた膵頭部癌の1例. 膵臓, 28(3):543, 2013.

[総説、その他]

001 山雄健次, 水野伸匡, 今岡　大, 原　和生, 肱岡　範, 清

水泰博 : 【IPMN国際診療ガイドライン2012の解説と残され

た課題】 診断の立場から. 膵臓, 28(2):131-135, 2013.
002 近藤真也, 田近正洋, 田中　努, 水野伸匡, 原　和生, 肱

岡　範, 今岡　大, 安藤貴文, 後藤秀実, 山雄健次, 丹羽

康正 : H.pylori除菌療法奏功後に組織学的再発を認めた胃

MALTリンパ腫におけるwatch and waitの妥当性. 消化器

内科, 57(2):157-162, 2013.
003 水野伸匡, 原　和生, 肱岡　範, 今岡　大, 山雄健次 : 切

除不能胆道癌に対するGEM+シスプラチン併用療法(ABC-
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